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茨城県水戸市藤井町字十万原地内においてタ　十方原市街地開発事業

が茨城県住宅供給公社によって計画されています。この計画は9　2且世

紀の新しい街づく　のモデルとしてタ　地区の環境特性を生かしつつタ

これからの時代の新しい生活ニーズを先取りしタ　多様な機能が備わっ

た個性的で魅力的な街づくりを酎旨すものであります。

その一環としてタ「十万原地区開発事業」が進められてお娠　その

予定地内に埋蔵文化財包蔵地であるニガザワ遺跡，十万原遺跡が確認

されております。

財団法人茨城県教育財団はタ　茨城県住宅供給公社から埋蔵文化財発

掘事業について委託を受け　平成摘年4月から発掘調査を実施してま

いりました。その成果の一部は資　既に「十万原地区市街地開発事業地

内埋蔵文化財調査報告書‡」として刊行しました。

本書はタ　平成Ⅲ年9月から平成且2年6月まで調査を行った十万原遺

跡の調査成果を収録したものであります。本書が学術的な研究資料と

してはもとよ軋　教育◎文化の向上の一助として，御活用いただけれ

ば幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

住宅供給公社からいただいた多大なる御協力に対し，厚く御礼申し上

げます。

また，茨城県教育委員会，水戸市教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位からいただいた御指導，御協力に対しタ　衷心より感謝の

意を表します。

平成且3年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　任　那



例 紺

1本書はヲ茨城県住宅供給公社の委託によ軋財団法人茨城県教育財団が平成は年9月から平成ユ2年6月ま
じゅうまんばら

で発掘調査を実施したタ茨城県水戸市藤井町字十万原信726番地ほかに所在する十万原遺跡の発掘調査報告

書である。

2　当遺跡の発掘調査期間および整理期間はタ　以下のとおりである。

調　　査　中山1年！‖jl「ト平成12　目　星宜‖l

整　　理　平成ユ2年4月1日～平成13年3月3用

3　当遺跡の発掘調査はタ調査第一一課長阿久津久の指揮のもと芦平成は年9月用～平飢2年3月3日摘，調

査第三正長仙波亨学首席調査員川津法凧主任調査員藤田哲也，副主任調査員皆川修が芦平成鼠2年4月1日～

平成は年6月諏臼は　調査第三正長仙波亨　主任調査員小林孝夕和田活輿，副主任調査員宮田和男が担当し

た。

4　当遺跡の整理および本書の執筆の編集は芦整理課長川井正一の指揮のもとタ主任調査員皆川修が担当した。

5　発掘調査及び整理に際しタ御指導夕御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対しタ深く感謝の意を表

します。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝十50，280m，Y軸＝＋51，000mの

交点を基準点（B4al）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大

調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C・‥，西から東へ1，2，3

・・・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C…j，

西から東へ1，2，3・・・0とし，名称は，大調査区の名称を冠し．「Alal区」．「B2b2区」のように呼称

した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　土坑－SK　塚－TM　溝－SD

遺物　土器－P　土製品－DP　石器・石製品TQ　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP　その他－Y

土層　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

竃・炉 粘土・柱痕 焼土・赤彩［＝コ　黒色処理 繊維土器圏圏

土器●　　土製品○　　石器・石製品□　　金属製品・古銭△　　骨片★　　硬化面一一一一一

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺400分の1とし，各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々に縮尺をスケールで表示した。

6　「主軸方向」は，炉・竃を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし，その他の遺構については

長軸（径）方向を主軸とみなした。主軸方向は，軸線が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているか

を角度で表示した（例　N－100－E）。なお，〔〕を付したものは推定である。

7　土器の計測値は，口径－A　器高一B　底径－C　高台径－D　高台高－E　頚部最小径－H　胴部最大

径－Iとし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は〔〕を付してした。

8　遺物観察表の備考欄は，土器の残存率及びその他必要と思われる事項を記した。
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事前調査

所収遺跡 名 i 種　 別 ！主な時代 i 主 な遺 構 i 主　 な　 遺　 物
特 記 事 項

十万原遺跡 包含層 旧 ‡石 器 石器集中地点 1か所

集石土坑　　 2 基

石器（石核 。剥片 ・スクレイパー） 旧石器時代から

中世にかけての

複合遺跡である。集落跡

墓　 跡

その他

縄　　 文 竪穴住居働く　6 軒 縄文土器 （深鉢 e浅鉢），石器（石

陥　し　穴　　 2 基

土　　 坑　 14基

鉄 e敲石 。磨石），石製品（垂飾 り） 旧石器時代では，

石器集中地点や

集石土坑を確認

した。住居跡は，

弥　　 生 竪穴住居跡 10軒 弥生土器（広口壷・片口皿），土製品（紡錘車）

古　　 墳

平　　 安

竪穴住居跡　 31軒 土師器（杯・高杯e器台e堵e嚢e台付

鍛冶工房跡　 1基 嚢・壷・手捏土器），須恵器（杯e把手 縄文時代早期か

掘立柱建物跡 1棟 付椀），土製品（紡錘車e羽口），石製 ら平安時代にか

方形周溝墓　 1基 品（紡錘車。双孔円板e勾玉・剣形品），けて確認され，

土　　 坑　　 5 基 石器（砥石），鉄製品（刀子e鉄），鉄淳 古墳時代前期 e

竪穴住居跡　 2 軒 土師器（杯 。聾），須恵器（杯 e鉢） 中期には大きな

中。近世

時期不明

！

墓　　 墳　　 1基 土師質土器 （香炉 e皿 ◎小皿 。内 集落が形成され

土　　 坑　　 68基 耳鍋），陶器（婆 e片口鉢 。天目茶 た。また，古墳

地下式墳　 14基

火葬施設　 12基

井 戸 跡　　 7 基

集石遺構　 4 か所

掘立柱建物跡　 4棟

道 路 跡　 1 条

城　　 跡　 1条

溝　　 跡　 12条

不明遺構　　 9 基

ピット群　 3 か所

土　　 坑　 758基

碗），鉄製品 （短刀），古銭 時代前期の方形

周溝墓からは，

遺物が数多く出

土した。中世で

は，大規模な墓

域が確認されて

いる。
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PL22　第11。12。15。18。22号住居跡出土遺物

PL23　第24。27。30。32。36e38◎39号住居跡出土
遺物

PL24　第36・39－41・43・46・48号住居跡出土遺物

PL25　第50～52号住居跡，第1号鍛冶工房跡，第2
号掘立柱建物跡，第1号方形周溝墓出土遺物

PL26　第1号方形周溝墓出土遺物
PL27　第8－10。18e24。39。40号住居跡，第1号

鍛冶工房跡，第1号方形周溝墓，第320号土坑
出土遺物

PL28　第4e22。24。29。36e39。40e48号住居跡，
第1号鍛冶工房跡，第47。100号土坑出土遺物

PL29　第47。483e792号土坑，第3。6　e8。13号
地下式壕，第3号集石遺構，第3号井戸跡出
土遺物

PL30　第51e228e483。836号土坑，第8号地下式壕，
遺構外出土遺物



第且車　調　査　経　緯

第温節　調査に至る経緯

茨城県住宅供給公社は，水戸市十万原地区において，21世紀の新しい街づくりのモデルとして，「次世代を

担う複合機能都市の形成」を目標とし，十万原地区市街地開発事業を計画した。

平成8年10月11日，茨城県土木部都市局住宅課から茨城県教育委員会に，十万原地区住宅開発事業地内（水

戸市藤井町及び東茨城郡常北町増井地内）の埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会があった。

平成10年1月8日，茨城県土木部都市局住宅課，茨城県教育委員会，茨城県住宅供給公社の協議により，今後

の事業者側取り扱い窓口は住宅供給公社とすることを確認した。

茨城県教育委員会は，平成10年7月14日から8月20日にかけて現地踏査を，平成10勘0月12日から12月9日

にかけて試掘及び確認調査を実施した0その結果，茨城県教育委員会から茨城県土木部住宅課，水戸市及び常

北町教育委員会に，事業地内に十万原遺跡が所在する旨の回答を行った○平成11年2月15日，茨城県住宅供給

公社から茨城県教育委員会に，事業地内に所在する十万原遺跡の取り扱いに関する協議がなされ，茨城県教育

委員会は文化財保護の立場から再協議を行ったが，現状保存が困難であることから，平成11年3月15日，茨城

県住宅供給公社に対し，十万原遺跡を記録保存とする旨回答をし，調査機関として財団法人茨城県教育財団を

紹介した。

茨城県と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成H年9月1日から平

成12年6月30日にかけて，十万原遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調　査　経　過

十万原遺跡の発掘調査は，平成11年9月1日から平成12年3月3日までの7か月間の予定で開始された。表

土除去の結果，遺構が数多く確認されたため，平成11年2fH5日に調査計画の変更が協議され，当初調査区域

の一部を次年度に繰り越し，2か月間延長することとなった。平成12年度になり調査面積が追加されて，平成

12年6月30日までの調査となった。以下，十万原遺跡の調査の経過について月ごとに略述する。

平成11年度

9　　月　発掘調査を開始するため，現場事務所や倉庫の設置，調査器材の搬入，補助員募集等の諸準備を行

った。7日に茨城県住宅供給公社と今後の調査についての打ち合わせを行った。10日から試掘調査を

実施し，縄文。弥生時代の土器片や竪穴住居跡等を確認した。

10　月　山林部の伐間と調査区域までの進入路が確保できたことから，18日から補助員を投入し，人力によ

る表土除去と遺構確認作業を行った027日から重機による表土除去を開始し，引き続き遺構確認作業

を行った。

H　月　前月に引き続き，重機による表土除去と遺構確認作業を行った。遺構確認作業の結果，竪穴住居跡，

土坑，溝，井戸跡を確認した。26日に遺構確認状況の写真撮影を行い，調査区域の南側から遺構調査

を開始した。

12　月14日から方眼杭打ち測量を実施した。15日に現地において茨城県教育委員会（文化課），茨城県住
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宅供給公社，茨城県教育財団の関係三者が集まり，今後の調査計画について協議した。霜による影響

で，調査の進行が滞りがちであったが，竪穴住居跡3軒，土坑40基の調査を終了した。

1　月　調査区域の南側と北西側の両方向から，遺構調査を継続した。31日までに，竪穴住居跡6軒，土坑

172基，掘立柱建物跡1棟，溝2条，不明遺構4基の調査を終了した。

2　　月　25日に委託者に対する報告会を行い，28日に報道関係者へ公開した。28日までに竪穴住居跡20軒，

掘立柱建物跡3棟，土坑296基，溝8条，井戸跡4基，集石遺構1か所，ピット群2か所，不明遺構

7基の調査を終了した。

3　　月　4日に現地説明会を実施し，今年度の調査成果を公開した。15日から撤収準備を始め，安全対策を

含め，31日には今年度の現地調査を終了した。

平成12年度

4　　月　補助員募集等の諸準備を行い，調査器材を搬入し，11日から遺構調査に入った。

5　　月　遺構調査と平行して，16日から追加部分の重機による表土除去と遺構確認作業を開始した。その結

果，竪穴住居跡，方形周溝墓，土坑言乱　掘等を確認した。

6　　月　遺構調査を継続して行った。30日に航空写真撮影を実施し，すべての現地調査を終了した。最終的

な遺構数は，竪穴住居跡49軒，鍛冶工房跡1基，方形周溝墓1基，掘立柱建物跡5棟，地下式墳14基，

火葬施設12基，井戸跡7基，陥し穴2基，土坑846基，溝12条，石器集中地点1か所，集石土坑2基，

集石遺構4か所，道路跡1条，堀1条，ピット群3か所，不明遺構9基を確認した。
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第2車　位置　と　環境

第温節　地理的環境

十万原遺跡は，茨城県水戸市藤井町字十万原L726番地ほかに所在している。

水戸市は，茨城県のほぼ中央に位置し，東は東茨城郡大洗町，ひたちなか軋西は笠間軋南は東茨城郡内

原町の同郡茨城町に，北は那珂郡那珂町，東茨城郡常北町に接している。

当遺跡の所在する水戸市藤井地区は，北部に突き出した位置で，東砂西砂北の三方が常北町に接している。

常北町の地形は，西から東に丘陵性山地，台地言中積低地に大別される。西部の丘陵性山地は，八溝山地の

南の鶏足山塊の東棟部にあたり，標高200m程度の低山が連なる。鶏足山塊は，主に砂岩，頁岩の互層からな

り，一部にチャートや石灰岩をはさんでいる。また，丘陵性山地周辺部には，凝灰岩，砂岩，泥岩等からなる

地層が分布しており，台地の基盤岩となっている。常北町の台地は，那珂西台地あるいは石塚台地と呼ばれる

洪積台地であり，市街地の大部分がここに形成されている。台地は，標高40～50m程度で低地との比高は約20

mあり，急崖に囲まれている。那珂川の支流である藤井川，西田川等ほ，台地を開析し沖積低地を形成してい

る。低地は主に水田に利用されている。

十万原遺跡は，那珂川の支流である藤井川と西田川に挟まれた那珂西台地の一部である十万原台地の最東鼠

西田川右岸の標高30m前後の河岸段丘上の中位段丘に位置している。西側の台地は畑地で，東側の低地は水田

として利用されている。調査前の現況は，山林である。

第2節　歴史的環境

十万原遺跡付近は，那珂川とその支流によって開析された台地が展開している。そのため，古くから人々の

絶好の生活の場であり，多くの遺跡が所在している。ここでは，西田川や藤井川流域に沿って当遺跡に関連す

る主な遺跡について時代ごとに述べることにする。

（1）旧石器時代
に　さわ

旧石器時代の遺跡は，水戸市十万原台地上のドゥゼンクボ遺跡〈H〉，及びこの沢遺跡〈12〉，今回調査した十
かみいりの

万原遺跡〈1〉の3か所が知られ，前2遺跡からほ石器が採集されている。また，平成5年に調査された上入野

遺跡1j〈3〉からは，出土遺物はないが旧石器時代の土坑が3基確認されている。

（2）縄文時代

縄文時代の遺跡は，水戸市十万原台地上で西田川右岸に位置するドゥゼンクボ遺凱二の沢遺臥　こガサワ

遺跡2），十万原遺跡，那珂川右岸の違う論議跡〈18〉言違憲苗遺跡〈20〉，竃憲萩墓跡〈34〉，竃返跡3ノ〈25〉，竃漬笑
つか　　　しもじゅく　　　ばばじり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なか

塚遺跡〈27〉，下宿遺跡〈32〉，馬場尻遺跡4）〈35〉等が知られている。藤井地区周辺の遺跡としては，常北町の中
つま　　　　　　なかさい　　　　　と　うち　てんじん

妻遺跡〈8〉，那珂西遺跡〈16〉，外ノ内¢天神遺跡〈7〉等が挙げられる。平成10年度に調査されたニガサワ遺跡

からは言尤線文系土器の三戸式土器や石鉄e石皿といった石器が出土している。

（3）弥生時代

弥生時代になると遺跡数は少なくなり，十万原台地上のボンボン遺凱ドゥゼンクボ遺臥　十万原遺臥　那
かたやま　　　かぎはやまえ

珂朝右岸の馬場尻遺跡などがあげられている。藤井地区周辺の遺跡としては，常北町の片山遺跡，風年前遺跡日，
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表1　十万原遺跡周辺遺跡一覧表

番 時　　　　 代 番 時　　　　 代

にコつデ

遺　 跡　 名
旧　 縄　 弥　 古　 奈　 鎌　 江

良　 倉
石　　　　　　　　 ・ ・

平　 室
器　 文　 生　 墳　 安　 町　 戸 に3号

遺　 跡　 名
旧　 縄

石

器　 文

弥

生

古　 奈　 鎌　 江
良　 倉

●　　　　　　　　　　●
平　 室

墳　 安　 町　 戸

① 十　 万　原　 遺　 跡 ○　 ○ ○ ○ ○ ○ 19 清 水 台 古 墳 群 ○ ○

2 仲　 郷　 遺　 跡 0 ．0 ○ 20 清　水　 台　 遺　跡
i。

○ ○

3 上　 入　野　 遺　跡 ○ ○ ○ ○ 21 南　 駒　 形　 遺　跡 ○ ○ ○

4 青　 木　 遺　 跡
i

○ O　 P ○ 22 増 井 本 郷 遺 跡 ○ ○ ○

5 後　 側　 遺　 跡 ○ ○ ○ 23 増　 井　 古　 墳 ○

6 前　 側　 遺　 跡 ○
i

24 関　 根　 遺　 跡 ○ ○

7 外ノ内 ・天神遺跡 ○ ○ 25 塙　　 遺　　 跡 ○ ○
。 i

8 中　 宴　 遺　 跡 ○
i

26 神　 生　 館　 跡 ○ ○

9 北　 米　 遺　 跡 ○ 27 鳴沢町大塚遺跡 ○ 0 ．

10 ボ　ン ボ　ン遺 跡 ○ 28 鳴沢町大塚古墳群

［
○

H ドゥゼンクボ遺跡
。 ！。

○ ○ ○ 29 飯　 富　 遺　 跡
t
○ ○ ○ ○

12 二　 の　沢　 遺　跡 ○ ○ ○ ○ ○ 30 飯 富 火 葬 墓 跡 ○

13 二 の 沢 古 墳 群 ○ 31 塚　 山　古　 墳　 群
】 I

○

14 ニ　ガサ　ワ遺 跡 ○ ○ ○ ○ 32 下　 宿　 遺　 跡 ○

15 ニガサワ古墳群
i

○ 33 高　 根　 遺　 跡
！。

○

16 那　珂　 酉　 城　跡
‖

○ ○ ○ 34 大 井 下 古 墳 群 ○

17 那　 珂　 酋　 遺　跡
！。

○ 35 馬　 場　尻　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○

18 藤　 井　 町　遺　 跡
！。

○

上入野遺跡などがあげられる。上入野遺跡では，十三台式期と思われる竪穴住居跡が1軒確認されている。ま

た，ドゥゼンクボ遺跡では中期の土器が採集されている。そのことから，弥生時代後期頃は，十万原台地周辺

や藤井地区において集落があったことが考えられる。

抱　古墳時代

古墳時代前期。中期の遺跡は，現在のところ弥生時代と同様に数が少ない。しかし，平成10年度に調査した

こガサワ遺跡では，この時期の竪穴住居跡が30軒確認されたことから，この時期の集落跡が今後増えていく傾

向にあると思われる。古墳時代後期になると，本格的な集落形成が始まり，遺跡数も増加する。平成5年度に
あおき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぅしろがわ

調査した青木遺跡6j〈4〉ではこの時期の住居跡が12軒，同じく後側遺跡7）では住居跡が2軒確認されている。
なかごう

平成8年度に調査した中郷遺跡8つ2〉では，この時期の住居跡が2軒確認されている。那珂酋地内の外ノ内。
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天神遺跡からはタ　後期の土器が多数出土している。石塚地内の風尊前遺跡からはタ　多量の後期の土器とともに
に　さわ

石製模造品言骨石製勾玉や臼玉等が出土している。またヲ　古墳では十万原台地のニガザワ古墳群鉦新　二の沢
しみずだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おんたてやま

古墳群れ郎言青水台古墳群れ釣等が知られている。藤井地区周辺では汐　飯富地区の御立山古墳群，大井下古墳
ましい　　　　　みなみあおやま　　　ながみね　　　　いしづか

群　常北町の増井古墳綾部　商青山古墳群　養蜂古墳群，石塚古墳群等が知られている。

（5）奈良・平安時代
だいわたり

奈良e平安時代の遺跡としてはぎ　水戸市の台渡廃寺跡がある。この寺は了徳輪寺」了伸寺」と呼ばれた那

賀郡の「郡の寺」であ軋　これまでの調査で塔跡　門跡　工房跡　柵列等が確認されており，さらに寺の北
あぽノつけ

側には努那賀郡の郡街の存在も想定されている。またタ南西約6kmの前沢川上流には木葉下窯跡の水戸市）が

あり，現在までに1．5kIl瀾方に金山支群，三ケ野支群言鳥取山支群の3支群が確認されている．これらの窯跡

は，8世紀初頭から9世紀後半まで操業していたと考えられている。当窯跡からは台渡廃寺に供給していたと

みられる瓦も出土しており，台渡廃寺や那賀郡街とかかわりのある官窯としての性格を有していたものと考え
いいとみ

られている。さらに，南東3kIllの那珂川右岸の台地上には，火葬骨を納めた蔵骨器が密集して発見された飯富
はノ〕こめ

火葬墓跡〈30〉がある。常北町内では，中妾遺跡，北米遺跡拍上　郡河西遺跡　増井遺跡，上入野遺跡，青木遺
まえかわ

跡，後側遺凱前側遺跡用つ新　種郷遺跡等が確認されている。伸郷遺跡の第35号土坑からは，甲腎の小札152

点が出土している。

（6）中世・近世

平安時代から中世にかけては，この地域は常陸大様氏，那珂氏，佐竹氏の勢力下にありタ　各種の抗争の舞台
なかさい

となった。そのため，各氏のm一族や臣下の城館が各所に造られた。常北町内にある石塚城跡や県指定の那珂西
じんせいかん

城跡目つ蟻は今でも堀や土塁の跡を留めている。周辺には，神生館跡〈26〉をはじめ多くの城館が存在したと思

われる。また，藤井側右岸の上入野台地最西部には小松寺123があり，境内には平重盛のものと思われる墓があ

る。

近世になると，この地域は水戸藩領となり，佐竹氏，大様氏，江戸氏の一族や家臣で帰農した者や，戦国以

降に移住した武士や農民も加わり近世の村を形成した。

1）　茨城県教育財団　「主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書I上入野遺跡　青木遺跡

後側遺跡　前側遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』　第108集1996年3月

2）　茨城県教育財団　「十万原地区市街地開発事業地内埋蔵文化財報告書Iニガサワ遺跡」『茨城県教育財団文

化財調査報告』　第＿169集　2000年3月

3）　茨城大学考古学研究会　『さらしい』　第Ⅴ号　茨城大学1982年2月

4）　3）と同じ。茨城高等学校史学部　『馬場尻遺跡』　茨城高等学校1979年8月

5）　常北町史編さん委員会　『常北町史』　常北町1988年3月

6）　1）と同じ。

7）　1）と同じ。

8）　茨城県教育財団　「主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ仲郷遺跡」『茨城県教

育財団文化財調査報告』　第124集1997年6月

9）　水戸市史編さん委員会『水戸市史上巻』　水戸市1963年9月

水戸市木葉下遺跡発掘調査会　『常陸木葉下窯跡』　水戸市1985年12月
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第2図　十万原遺跡調査区設定図
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第3車　調査の成果

第五節　遺跡の概要

十万原遺跡は，常北町と接する水戸市の北部にあたり，藤井川と西田川に挟まれた舌状台地の最東端，西田

川右岸の標高30m前後の河岸段丘上に位置する。調査面積は14誹33m2で，現況は山林である。

当遺跡は，旧石器時代から中世にかけての複合遺跡である。今回の調査により言日石器時代の遺構は，調査

区の中央から北側に位置し，石器集中地点1か所と集石土坑2基を確認した。縄文時代の遺構は，住居跡6軋

陥し穴2基，土坑14基を確認した。弥生時代の遺構は，住居跡10軒を確認した。古墳時代の遺構が最も多く，

住居跡31軋　鍛冶工房跡1軋掘立柱建物跡1枚　方形周溝墓1風土坑5基を確認した。住居跡は前期から

中期にかけての遺構が多く，後期は確認されなかった。平安時代の遺構は，住居跡2軒を確認した。中ゆ近世

の遺構は，墓壕を含めた土坑69基，地下式墳14基，火葬施設12嵐集石遺構4か所を確認した。時期が特定で

きないその他の時代の遺構は，掘立柱建物跡4棟，道路跡1条，堀1条，溝12条，不明遺構9基，ピット群3

か所，土坑758基を確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に102箱出土した。縄文土器（深鉢。浅鉢），弥生土器（広口壷），

土師器（杯妙高杯¢器台金柑◎壷昏婆e手淫土器），須恵器（杯。把手付椀），土製品（紡錘車¢羽目），石製

品（紡錘車e双孔円板e勾玉e剣形品），石器（石銀歯磨石◎敲石。スクレイパー◎砥石）等が出土している。

第2節　基本層序の検討

調査区域内（Blg9区）にテストピットを設定し，土

層の堆積状況を確認した（第3図）。

第1層は，46～70cmの厚さで，白色粒子。赤色粒子を

少量含む，黒色の耕作土である。

第2層は，10－20cmの厚さで，ローム粒子e白色粒子。

赤色粒子を少量含む，黒色の耕作土である。

第3層は，8～26cmの厚さで，赤褐色粒子多量と黄白

色粒子少量を含む赤褐色の層である。今市e七本桜軽石

層である。

第4層は，4～18cmの厚さで，赤色微粒子を中量と白

色微粒子を少量を含む，褐色のローム層である。

第5層は，23－34cmの厚さで，黒色粒子を少量含む， 第3回　基本土層図

褐色のローム層である。第1黒色帯を含む層と思われる。

第6層は，6～24cmの厚さで，黒色粒子を微量含み，5層よりわずかに明るい黄褐色のハードローム層であ

る。姶良Tn火山灰を含む層と思われる。

第7層は，26～38cmの厚さで，黒色粒子を少量，白色粒子e赤色粒子を微量含む，暗い黄褐色のハードロー

ム層である。第2黒色帯を含む層と思われる。
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第8層は，16－24cmの厚さで，

第9層は，6～18cmの厚さで，

第10層は，4－26cmの厚さで，

第11層は，8－30cmの厚さで，

第12層は，54cm前後の厚さで，

遺構は，3層上面で確認した。

白色粒子を少量含む，褐色のハードローム層である。

白色粒子。赤色粒子を少量含む，褐色のハードローム層である。

鹿沼軽石粒子を中量含む，黄褐色の鹿沼漸移層である。

明黄褐色の鹿沼軽石層である。

礫を中量含んだ灰黄褐色の常総粘土層である。

第3節　遺構　と　遺物

1　旧石器時代の遺構と遺物

旧石器時代の遺構としては，石器集中地点1か所と集石土坑2基が確認された。いずれも調査区の北部寄り

の，標高29～30mの台地平坦部から斜面部にさしかかる部分に位置している。調査は第24号住居跡の掘り方調

査をした際に，瑠璃やチャートの石核及び剥片が出土したため，住居跡調査終了後，第24号住居跡内のB3j5

を基点として，ローム層の掘り下げを行った。以下，接合資料と主な石器について記述し，その他は出土遣物

観察表に記載する。

（1）石器集中地点

位置　B3i5区e B3h5区を中心に出土している。出土遺物の平面分布及び垂直分布については第4図に示し

たとおりである。

出土状況　石器は，東西4。3m，南北4。2mの不整形の範囲内から出土している。石器類はQ20の台石が北側に

あり，その他の石器類はその南側から多く確認された。出土層位は，基本層序の鹿沼軽石層上層のハードロー

ム層（第7層最下部から第8層上部）から出土しており，標高は28．8－29．1mの範囲である。

遺物　出土石器等の総数は20点で，内訳はスクレイパー2点，石核5点，剥片12点，台石1点である。石質は，

璃璃12点，チャート7点，片岩1点である。接合資料は，第24号住居跡の掘り方の覆土から出土したものも含

めて4点である。第6図の接合資料1は，Q3の瑠璃の石核とQ4－Q8。QlOの剥片とQ9の剥片石核が接

合したものである。Q3の自然面を打面として，Q6→Q9→Q5の順に剥離している。Q7は同じ自然面か

ら剥離している。次に90度打面を移動させて，Q4e Q8をそれぞれ剥離している。Q9はQ3から剥離した

後，QlOを剥離している。第7図の接合資料2は，Qllのチャートの石核とQ12の剥片が接合したもので，自

然画に対して直角に打面を調整し，Q12を剥離している。第7図の接合資料3は，Q13の璃塙の石核とQ14の

剥片が接合したものである。自然画を打面として，Q14の他数枚の剥片を剥離したものと考えられる。また，

図示できなかったがQ2の鴫塙のスクレイパーは，Q15の剥片から剥離している。

所凰　出土したQ2～QlOe Q13－Q15の鴫塙は，ひとつに接合できなかったが，石材の特徴から，同じ母岩

から剥離した可能性が高い。本跡は，石核や剥片が台石の南側を中心に出土していることや接合関係にあるこ

とから，石器製作跡と考えられる。
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第4図　石器集中地点平面及び断面図

∴＿

第5図　石器集中地点出土遺物実測図（1）
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第6図　石器集中地点出土遺物実測図（2）
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接合資料2（Qll・Q12）

第7図　石器集中地点出土遺物実測図（3）
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第8図　石器集中地点出土遺物実測図（4）

石器集中地点出土遺物観察表

0　　　　　　　　　5cm

」　＿＿＿＿＿＿」　　［

図版番号器　種

計　　測　　値

石　材 剥　離　と　調　整　の　特　徴 備　　　考

長さ（crn）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第5図

Ql スクレイパー7．2 3．8 2．8 52．1チャート

厚手で稜付きの縦長剥片を素材としたスクレイパー。

側線の中央部に，連続する剥離を加えて刃部を作出

している。

PL16

Q2 スクレイパー3．5 2．2 1．1 5．9璃　　瑠

素材は，節理を介在して剥離された厚手の剥片で，自然

面を残す末端部方向から立て割れを起こしている。そ

の左側緑に連続する加工を施し、刃部を作出している。

PL16

第6図

Q3 石　　核4．9 4．6 3．4 64．9鴫　　璃

上下に打面を設定した石核。正面図に見られる最も

大きな剥離面は，剥片Q5が分割された剥離面であ

る。末端部からの小形の剥離面にはQ8が接合する。

PL16

Q4 剥　　片2．3 1．3 0．4 1．0喝　　璃

石核Q3から剥離された小形の縦長剥片。打面部は

わずかに欠損している。背面には2本の稜線が通っ

ており，連続して小形の剥片が剥離されている。

PL16

Q5 剥　　片4．9 ・3．1 4，7 56．8蠣　　璃

石核Q3から分割された厚手の剥片。自然画を打面

としている。主要剥離面は側面よりも長狭で，打痛

は高く盛り上がっている。断面形は，楔形を呈する。

PL16

Q6 剥　　片3．4 4．5 1．5 19．7璃　　璃

自然画を打面としている厚手の横長剥片。背面には，

同じ方向から横長剥片が剥離されている。分厚いた

め，末端部は階段状剥離になっている。

PL16

Q7 剥　　片2．3 1．8 0．9 3．5喝　　璃

厚手で小形の横長剥片。背面は自然面に覆われてい

る。末端部は，自然面から入ったと推定される先行

剥離によって砕けている。

PL16

Q8 剥　　片1．7 2．1 0．4 0．9塙　　瑠

石核Q3から剥離した小形の剥片。上半分は欠損し

ている。薄手で中央部が主要剥離面倒に攣曲してい

る。

PL16

Q9 剥片石核5．9 5．4 1．9 50．2鴫　　璃

厚手で板状の剥片を素材とした石核。右側面の末端

部付近を打面とし，主要剥離面を作業面に設定して，

小形の不定形な剥片を3枚剥離している。

PL16

QlO 剥　　片3．9 3．2 0，8 9．6瑠　　璃

石核Q9から剥離された剥片。背面はQ9の主要剥PL16

鞋面で，右側面には自然画を残している。 覆土中

第7回

Qll 石　　核3．8 3．7 2．0 26．2チャート

幅広の縦長剥片が剥離された石核。正面図には3枚

の剥離痕が認められ，そのうち最も広い剥離面には

Q12が接合し，打噛付近が大きくくぼんでいる。

覆土中

Q12 剥　　片3．4 3．4 0．9 10．4チャート

幅広の縦長剥片。末端部は欠損している。打痛付近

が大きく盛り上がり，下半部は主要剥粧両側へ攣曲

している。末端部は欠損している。

覆土中
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図版番瑠ィ　器　 輔＿
計　　 測　　 値

石　 材 剥　 離　 と　 調　 整　 の　 特　 徴 備　　　 考
長 さk m　 幅 、cm　 厚 さk mj 重量 日日

第 7 図

石　　 核 3．4　　　　 4．9　　　　 3．0 72．5 瑠　　 璃

板状 の角礫 を横方 向に用 い，寸詰 まりの剥片を連続

覆土中Q ユ3 して剥離 した石核。打面 は周囲か らの広い剥離 によ

って大 まかに調整 されてい る。

Q 14 剥　　 片 工2 2 ．1　　　 0 ．6 工3 璃　　 璃

縦割れ した小形の剥片。 自然画 を打 面 としている。

背面 には，節理 によって多様な方向の別離が認め ら

れる。

Q 15 剥　　 片 4．1　　　 4」 0．9　　　 12 ．9 璃　　 璃

大形で幅広の縦長剥片。∴下半部 を欠損 している。 自

然画を打 面 としている。背面 には主要剥離面 と同方

向の剥離 の他 に，反対方 向の剥離 も認め られる。

Q 16 石　　 核

3車 1 3中 8e8

チ ャー ト

厚手 の剥片 を素材 に した石核。打画は 1枚 の大 きな

剥離 によ り作 り出 されている。正面図に見られる作

業面 には，長狭 な 2 枚の剥離痕が認めれれる。

Q 17 剥　　 片 2 ．8

2 … 車 5

チ ャー ト

厚手で幅広の剥片。打面は単剥離面である。背面 に

は 自然画 を大 きく残 している。

ーQ ユ8 剥　　 片

拍 巨 2 厚手で幅広 の剥片。背面の打面付近 に，小形の剥離

覆土中工6　　　 23 ．7 チャー ト 面がわずかに認め られる。中央部で分厚 くな り，末

端部 にかけて薄 くなってい く。

Q ユ9

； 幅広 の縦長剥片。打面 は調整打面であるが，頭部調

覆土中剥　　 片 4。6 3．6 工2　　　　 日）．7 チ ャー ト 整 ほ認め られない。背面 には主要剥離面 と同方 向の

剥離の他 に，左側面の方向か らの剥離 も認 められる。

第 8 図

Q 2 0 台　　 石 8 ．8

8 車 6

72 3．8 片　　 岩

直方体 を＿呈す。表面 に敲打痕が認め られる。

第 6 図

接合資料1 － 7」 8．7　　　　 6．3　　　 ユ4工4 鴫　　 瑞

Q 3 か らQ ユ0が接 合 した資 料。 P L 1 6

第 7 図

接合資料2 －

307 ト ト 2

3 6．6 チ ャー ト

Q 日 とQ 1 2が接 合 した資料。

i
i
3車 車 中 7鴫璃iQ13とQ融ゞ接合した資軋　　　　 i

i

招　集石土坑

旧石器調査の際，石器が集中して出土したB3i5区内から集石土坑が2基確認された。調査の結鼠　いずれ

も鹿沼軽石層を掘り込んでることから集石土坑とし，出土状態と出土遺物について記載する。

第瑠考集石堂坑（第9図）

位置　調査区の北部，第24号住居跡内のB3i5区。

規模と形状　長径1892m，短径圭38mの楕円形である。底面は皿状で，北東壁際と南東壁際にピット状の掘り

込みがある。壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－y－1V

澤羞　単一の礫混じりの褐色土であり，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，礫多量

遺物　長径20cm程度の自然礫が20胤　長径10cm程度の自然礫が242胤　長径5cm程度の自然礫が1，783胤　長径

5cm以下の自然礫が5，831個の合計7，876個が出土している。石質は安山岩，砂岩，チャートなどである。礫の

堆積状況は，層位によって礫の大きさが異なるようなことはなく，ロームと混じった状態である。一見礫層的

であるが，礫を除くと壁及び底面が鹿沼軽石層である。礫の中には，熱によってひび割れしているものや油脂

分と思われるものが付着しているものも出土している。焼土や炭化物がないことから判断して，使用した礫を

投棄したものと思われる。

ー15－



所見　本跡は，第24号住居跡の掘り方の下から確認され，基本層序のハードローム層（第9層）から鹿沼軽石

層（第10層）を掘り込んでいることなどから，鹿沼軽石降灰直後の可能性が高い。

くl

Olm

」．＿”⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第9図　第1号集石土坑実測図

第2号集石土坑（第10図）

位置　調査区の北部，第24号住居跡内のB3i5区。

規模と形状　長径1．13m，短径0．93mの不整楕円形である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－300－E

覆土　3層でいずれも礫混じりの褐色土であり，人為堆積と思われる。

土暦解説
1　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，鹿沼軽石粒子微量，礫中量
2　褐　　色　ローム粒子多量，黒色粒子・白色粒子微量，礫中量
3　黄褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼軽石粒子中量，礫少量

遺物　礫は，土坑の東側から多く出土している。長径20cm程度の自然礫が12個，長径10cm程度の自然礫が93個，

長径5cm程度の自然礫が548個，長径5cm以下の自然礫が829個の合計1，482個が出土している。石質は安山岩，

砂岩，チャートなどである。ロームと混じった状態にあり，一見礫層的であるが壁面が鹿沼層であることから，

第1号集石土坑と同様に礫を投棄したものと考えられる。

所見　本跡は，第1号集石土坑と同時期と考えられる。

マ／

第10回　第2号集石土坑実測図

0　　　　　　　1m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」
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2　縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺構としては，竪穴住居跡6軒，土坑14基，陥し穴2基が確認された。以下，確認された遺構の

特徴や遺物について記載する。

（1）竪穴住居・跡

第19号住居跡（第12図）

位置　調査区の中央部，C3f3区。

規模と平面形　長径4．61m，短径3．91mの楕円形である。

長径方向　N－280－W

壁　壁高は15－19cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，特に踏み固められた部分はない。

ピット13か所（Pl～P13）。Plは径42cmの円形，P2－P5は長径31－51cm，短径26－42cmの楕円形で，深

さは21～32cmである。規模と配列から主柱穴と考えられる。Pll・P12は径18・28cmの円形で，P6～PlO・

P13は長径25－39cm，短径19－31cmの楕円形で，深さ12－23cmである。位置的に補助柱穴と考えられる。

ピット土層解説

Pl

l　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量　　　3　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量　　　4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　出土遺物は少なく，縄文土器片17点，弥生土器片5点，礫10点が出土しているだけである。弥生土器片

は覆土上層からの出土であり，流れ込みによる混入と思われる。第11図TPl・TP2は探鉢の口縁部片で，

TP3－TP5は，深鉢の胴部片である。TP4は，P13東側の覆土下層から出土している。TP5は，P9

の北東側の床面から出土している。その他，1の探鉢の底部片が覆土から出土している。

所見　本跡からは，炉を確認することができなかった。時期は，出土土器及び柱穴の配列から判断して，中期

（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

：・

∴

第11図　第19号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値km） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第ユ1図

1

深　　 鉢

縄文土器

B （2．2）

C　 4 。8

底部の破片。無文。 砂粒 ・長石 ・白色

粒子

にぷい橙色　 普通

5 ％

深　　 鉢 B （5 ．5j 汀縁部の破片。口縁部は内攣 して立ち上がり言 皮状目線を呈する。目線部 砂粒 ・長石 5 ％

T P l 縄文土器 は無文で，断面三角形の微隆起線が一巡する。単節縄文 L R を地文 とする。にぷい橙色

普通

T P 2

深　　 鉢 B （4滴 目線部の破片。目線部は内攣 して立ち上がる。ロ縁部は無文で，断面三角 砂粒 ・長石 ・小礫 5 ％

縄文土器 形の微隆起線がふん一・一巡する。単節縄文 L R を地文とする。 にぷい橙色

普通

T P 3

深　　 鉢 B （5．5）胴部の破片。単節縄文 L R を地文とする。断面三角形の微隆起線間を擦 り 砂粒・長石 ・雲母 ・ 10％

縄文土器 消している。 小礫

にぷい橙色　 普通

深　　 鉢 B （9．6）胴部の破片。単節縄文 L R を地文とする。断面三角形の微隆起線間を擦 り 砂粒・長石・石英・ 10 ％　　　　 P L 18

T P l・ 縄文土器 消 している。 小礫

にぷい橙色　 普通

深　　 鉢 B （5誹 胴部の破片。単節縄文 R L を地文とする。 砂粒 ・長石 ・小礫 5 ％

T P 5 縄文土器 赤褐色

普通

第別号住居跡（第13図）

位置　調査区の南部，B4a2区。

重複関係　北側が第306号土坑と重複している。

規模と平面形　規模や平面形は明確ではないが，柱穴の配列から，長径9。23汀「短径6。62mの楕円形と推定される。

長径方向　N－∠17し、－Eと推定される、＿

－18－
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床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分はない。

ピット　26か所（PトP26）。Pl・P2・P4－P7・Pll・P16・P17は長径36～83cm，短径30－70cmの楕円

形，P3・P8－PlO・P12－P15・P18は径30－50cmの円形で，深さは17～38cmである。規模と配列から主柱

穴と考えられる。P19・P22・P23は長径44－47cm，短径22－42cmの楕円形，P20・P21は径29－44C。の円形

で，深さは18－27cmである。位置的に補助柱穴と考えられる。P24～P26は長径73－137。m，短径50～78。mの

楕円形で，深さ19－32cmである。性格は不明である。

ピット土居解説
Pl・P3・P4・P9・P12・P13・P18

1黒　　色　白色粒子少量，ローム桂子・赤色粒子微量
2　黒褐色　白色粒子少量，赤色粒子微量
3　黒褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，白色粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・白色粒子少量，赤色粒子微量
5　黒　　色　ローム粒子・白色粒子少量，赤色粒子微量

覆土　遺構確認時に，縄文土器が出土し，精査したところ柱穴の配列から住居跡と確認されたもので，覆土は

ない。

遺物　確認面から，縄文土器片44点，礫29点が出土している。第14図の土器は，いずれも尖底土器である。確

認面では，TP7の口縁部片とTPll・TP15の胴部片がP7付近から，TP9の胴部片がP25の北側から，

TP8の胴部片がP9西側からそれぞれ出土している。床面では，2の尖底部片がP12の北東部から，TPlO

の胴部片がP25の北壁付近から，TP13の胴部片がP26の南側からそれぞれ出土している。また，P24の覆土

上層からTP6の口縁部片が，P24の覆土中層からTP12の胴部片がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，壁・炉等を確認することができなかった。出土遺物及び柱穴の配列から住居跡と判断した。時

期は，早期（田戸下層式期）の可能性が高いと思われる。

潜1妄‥ま了

ノ　還　攣患
TP6

音感君i
夏．卿

TP13

閻汐
q蓼F

第14図　第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第14図

2

尖底土器

縄文土器

B（3．5）尖底部の破片。 砂粒・長石・石英・

小礫

橙色　普通

5％

TP 6

尖底土器B（4．1）口縁部の破片。口縁部は内攣して立ち上がり，波状口縁を呈する。披頂部砂粒・長石・石英5％

縄文土器 と内面に，貝殻腹縁文が施されている。 にぷい橙色

普通

TP7

尖底土器

縄文土器

B（2．5）口縁部の破片。横位の平行細沈棟文が施されている。 砂粒・長石・石英・

小磯

明赤橙色　普通

5％

T P8

尖底土器

縄文土器

B（3．0）胴部の破片。斜位の法線文と刺突文が施されている。 砂粒・長石・石英

灰褐色

普通

5％

－20－



塑 堅 山　 稜 計測値kmラ　　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 胎土 8色調 0焼成　 備
考

胴部の破片。横位の雪揃 太線文と貝殻鶴痛 覚が施きれている。　　　　　 砂粒や長石 の石英 を　　 ％

小礫

灰褐色　 普通

尖底土器　 B は をの　胴部の破片。横位の平揃丈線文と貝殻複線文が施 されている。　　　　　 砂粒 や長石 を石英　 5 ％

T P 捕　 縄文士器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 用 色
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

尖底土器　 B C　や糾　 胴部の破片。横位 の斜位の波線文鳥　 半裁竹管による斜め刺突文が施され 砂粒 の白色粒子　 5 ％

T P H　 縄文土器　　　　　 ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色

普通

尖底土器　 B 再 。幻　 胴部の破片。帝位の平揃 丈線覚が施されている。　　　　　　　　　　 砂粒の長石8着英機　 5 ％

T ㌘ほ　 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色

普通

尖底土器　 鋸 3凍　 胴部の破片。縦位の単沈線文と横位の波線文が施されている。　　　　 砂粒の白色粒子磯　 5 ％

T P 臓　 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色

普通　　　 i

尖底土器 鋸　 潔 癖 の破昌一。貝殻普庄痕の上に学横位の平榊 胱 線文と斜位の洗練文が施 砂粒の白色粒子磯 5％

T P掴 縄文土器　　　 恒 ている〇　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色

普通　　　　 ！
極 底土器 鋸 頼 胴部の破片。貝殻背庄痕の上に　 員捌 摘 文が施されている。　　　 砂粒の石英の白色粒子　 5 ％

T P 捕　 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色

普通

第別号健腰捗　第蟻囲う

位置　調音区の北部，AJ「il区、＿

重複関係　北壁を第訓告‖二枕に抽目上込まれている、＿

規模と平面形　長軸5．711㌦　短軸圭」日工11の隅九長方形である＿

童軸方向　N一十十一E

壁　隼高は1鉦～2上期1∴　外伸して立ち上がる、

床　はぼ辛川で，特に踏。射Ii津）られた部分はない、

ノ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′

′　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　．′・′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　ノ　　　　　　′ノ　　、、

川1のll川十上　深さ1（う川了亡ある．性格は不明である

澤豊　7層からなる。堆積状況はタ　且層から複層はレンズ状を呈することから自然堆積とみられ撃　5層から7

層は土色の違いや堆積状況が不鉦然であることから，人′甘堆積と思われる、＿、

土層解説

1暗掲色　し「∴小ゾt「！ン・［ト・ム粒子少量．炭化右目∴′小色　5　黒出色　し「！、小ブU・ソン・tト！、粒J∴封じ粒子微量

粒子の鹿沼軽石粒子微量　　　　　　　　　　　　　6　黒褐色　炭化粒子少鼠　ローム粒子や鹿沼軽石粒子や赤色粒子
2　暗褐色　ローム小ブロックelブーム粒子少量夕　炭化粒子0鹿沼

軽石粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子の炭化粒子の赤色粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量タ　ローム小ブロック少鼠　炭化粒子e

赤色粒子微量

微量

7　褐　　色　′小色粒子・鹿沼軽五粒子′レ量，t二トム粒子微量

・・∴ノ　・′′　　＿′　ノ、’・　′　′、′　　．′　　∴　　　　　　　二．工ノ、　・、′．′∴∵‥ン言∴

．・‾　‾、・′′．　ノノ　　　！；′　′．∴　　　　′‘．．′1∴て・＿ノ・＼′′ノ’－！ノ、1－′、P　．．、．．一　　′∴）上′

）、　’一二一　、　′ノ　　　　　　、‾（．．　′′　　　　　′　　　　　　　　　　ノj　′′）　′　　′′　　　　　　′

、　　　∴ノ、ノ　　′　　　　　＿　　　　ノ　′．・ノ　ノ　′　′・・　　ノト′・・ノ′∴∴　′　　：∴′′鳴、′　′′、′　言．

東側からそれぞれ出土している。床面では　T㌘鋼とQ淵の敲石が㌘複の北東側から出土してる。その健診　3

CT）尖底部片とT P22－T P27の胴部片が覆土から出土Lている“

ー2且…



所見　本跡の時期は，出土土器が尖底土器片であることや柱穴の配列及び形状から判断して，早期（田戸下層

式期）と思われる。

4　　　7

第15図　第31号住居跡実測図

第16図　第31号住居跡出土遺物実測図（1）
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第17図第31号住居跡出土遺物実測図（2）

第31号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（仰） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第17図

3

尖底土器

縄文土器

B（6．3）尖底部の破片。天狗鼻状を呈する。横位の太沈線文が施されている。砂粒・長石・白色

粒子・礫

にぷい橙色　普通

5％

第16図尖底土器B（3．4）ロ綾部の破片。口唇部断面は角頭状で，口唇直下から斜位の貝殻腹緑文，砂粒・長石・白色5％

TP16縄文土器 口緑部には横位の沈線文が施されている。 粒子・小礫

灰褐色　普通

TP17

尖底土器B（5良）口綾部の破片。口唇部断面は角頭状で，口唇直下から縦位の沈線文と刺突砂粒・長石・石英・5％

縄文土器 文，口綾部には横位の洗練文と刺突文が施されている。 白色粒子・小礫

にぷい赤褐色　普通

TP18

尖底土器B（4．9）口緑部の破片。口唇部断面は角頭状で．口唇直下には横位の沈線文が施さ砂粒・長石・石英5％

縄文土器 れている。口縁部は横位の沈線文間に貝殻背庄痕が施されている。 灰褐色

普通

TP19

尖底土器B（4．2）口緑部の破片。口唇部断面は丸頭状で，口唇直下から縦位の大洗線文が施砂粒・長石・石英・5％

縄文土器 されている。 赤色粒子

灰褐色　普通

TP20

尖底土器B（3．6）口縁部の破片。口唇部断面は角頭状で，口唇直下から縦位・斜位の太沈線砂粒・白色粒子5％

縄文土器 文が施されている。 暗褐色

普通

TP21

尖底土器B（4．2）口緑部の破片。口唇部断面は角頭状で，口唇直下から横位の貝殻腹縁文と砂粒・長石・石英5％

縄文土器 沈線文が施されている。 灰褐色

普通

－23－



図版番号 器 種 恒 敵 中　　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 恒 の繍 機 可　 備
考

勘 図　 尖底圭一鎧i B 再 。郎 胴部の破片。横位の細沈線文が施されている。　　　　　　　　　 砂粒の長石や石英のは ％

T P ヱ　 縄文十器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小礫

にぷい橙色　 普通
冊 忠 霊 狛 当 部の断 C 横位の郷 摘 文が施されているc

i
中潤 色　 普通

尖底土器　 B C 5。5）胴部の破片。横位の太洗練文が施 されている。　　　　　　　　　　　 砂粒0長石ウ石英の　5 ％

T P 24　 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小礫

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　 普通

尖底土器 上狛言㌶封胴部の破片。横位の太沈線文が施されている。　　　　　　　　　　　 砂粒の石英の白色粒子　 5 ％

T ㌘2　 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

第膵図　 尖底土器　 B は ．糾　 胴部の破片。横位の沈線文が施されている。　　　　　　　　　　　　 砂粒や長石の白色粒子　 5％

T P 罰　 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

尖底土器　 鋸 。鋸　胴部の破片。横位の太沈線文が施きれている。　　　　　　　　　　　 砂粒か石英の白色粒子　 5 ％

T ㌘27　 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色

普通

尖底土器　 B 再 誹　 胴部の破片。横位の太波線文が施されている。　　　　　　　　　　　　 砂粒 の長石が石英の　　 ％

T Pご8　 縄文士器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小轢

にぷい橙色　 普通
T P 鐸 禁 霊 鋸 摘 胴部の縮 減 の洗練文が施されている。　　　 農 の霊 鋭 手 元 －

普通
極 底土器 鋸　 やお 胴部の破楕一。斜位に沈線文 と貝殻腹縁文と刺突文が撃平行 して施されてい 桝 を石英や白色粒子 は ％

T ㌘灘　 縄文土器　　　　　　 る0

図版番再 転 可 岩 蒜 前 巨質　　 特　 徴　　 備考
緋 鯉 桓　 石1 所　 用可 ＋ m 日 嗣 安 山岩i平面は那 形で9 端部に鋸了痕が残る。 i

Q 39　 台　 石i ユ5。5 ！ 12。0　　 6や4　ユ溺3ゆ6 砂　　 岩　断面は長方形でタ　表面は滑らかであ軋　部分的

に敲打痕が残る。

‘‥：∴　－∴∴　　∴　こ、上

位置　調査区の北部，B∠hl区、、

ノ　′　一、、ゝ　　　：、＿・′　′、ノ、′・　ニ．‘　二、∴．　′′′　　　ノ．′　・；′　ノ　＿　ノノ　　　　　　′　′‘・　、′　　．＿

れる。、‥

長径方向　N－49。－Eと推定される、、

床　ほぼ、「坦で，踏み固められた部分はない。二、

ノ　　　′′′′　′　、．　；′　　′　　・・′　　′：　′　　　h′　′　♪＿、′ノ　′　　　　　　；′　　、－．′′′′・．一

P5・P8・P9は行右上52cmの円形で言莱さは15－29し一mである。規模と配列から主柱穴と考えられる、、P7・Pl十、

；′′′；′ご一　一．′　′、′・ノ　ーr　ノ　′　Jト．、∴ト㍉　＼頼　　′　′ノ′　　　′　′′∴．ニ、、．、′　　′′　、・；′・ノ

置的に補助柱穴と考えられる＿。

ピット土層解説
I‾）＿1

ユ　暗褐色　白色粒子少量，ローム粒子や赤色粒子微量
2　褐　　色　赤色粒子中量，白色粒子微量
3　褐　　色　赤色粒子。白色粒子微量
㌘3

ユ　暗褐色　ローム粒子微量，赤色粒子の白色粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子微量，赤色粒子の白色粒子微量

ー24－

I－1・f11

ユ　暗褐色　赤色粒子の白色粒子少量ヲ　ローム粒子微量
2　褐　　色　赤色粒子の白色粒子少量，ローム粒子微量
P（う

ユ　暗褐色　ローム粒子の赤色路子の白色粒子微量

2　褐　　色　赤色粒子少量タ　ローム粒子の白色粒子微量
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P7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pll

l　暗褐色　白色粒子少量，ロームノトブロック・ローム粒子・赤色　1暗褐色　白色粒子少量，ローム粒子・赤色粒子微量

粒子微量
2　褐　　色　白色粒子少量，ローム粒子・赤色粒子微量
PlO

l　暗褐色　白色粒子中量，ローム粒子少量，赤色粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子・赤色粒子・白色粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・白色粒子・赤色粒子微量
3　褐　　色　赤色粒子少量，ローム粒子微量

覆土　遺構確認時に，縄文土器が出土し，精査したところ柱穴の配列から住居跡と確認されたもので，覆土は

ない。

遺物　確認面から，縄文土器片27点，礫11点が出土している。第19図の土器は，いずれも尖底土器である。確

認面では，TP61の口縁部片が中央からやや南西側から，TP64・TP67の胴部片が中央部から，TP65の胴

部片がPlの北側から，それぞれ出土している。床面では，TP63の口縁部片が中央部から出土している。ピ

ットでは，TP60の口縁部片とTP68の胴部片がP16内から，TP62の口縁部片がP18内から，TP66の胴部

片がP17内から，それぞれ出土している。

所見　本跡は，壁・炉等を確認することができなかった。出土土器及び柱穴の配列から住居跡と判断した。時

期は，早期（田戸下層式期）の可能性が高いと思われる。

TP65

第19図　第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表

恵T日P64

－．‾　＿　‾．▼l’塙

電－‾・・⊇1一・・一・顎
TP68

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第19図尖底土器B（4．4）口縁部の破片。口唇部断面は角頭状で，外削ぎ状を呈する。口唇直下から砂粒・長石・石英・5％

TP60縄文土器 縦位の細沈線文と，その下に横位の細沈線文が施されている。 ′ト礫

にぷい赤褐色　普通

TP61

尖底土器B（5．6）口緑部の破片。口唇部断面は角頭状で，外削ぎ状を呈する。口唇部に平行砂粒・長石・石英5％

縄文土器 細沈線文，口唇直下から縦位の細沈線文，その下に格子目文が施されていにぷい橙色

る。 普通

TP62

尖底土器B（3．8）口縁部の破片。口唇部断面が九頭状を呈する。口唇直下から，貝殻腹縁文砂粒・石英・白色5％

縄文土器 に太沈線文が施されている。 粒子・小礫

にぷい橙色　普通

TP63

尖底土器B（6．9）ロ綾部の破片。口唇部断面は角頭状を呈する。横位の細沈線文が施されて砂粒・長石・石英5％

縄文土器 いる。 にぷい橙色

普通

TP64

尖底土器

縄文土器

B（6．0）胴部の破片。貝殻背圧痕文と横位の平行細洗練文が施されている。 砂粒・長石・白色粒子

橙色

普通

5％

－26－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第19図

T P 6 5

尖底土器

縄文土器

B （6．5） 胴部の破片。横位 の細 洗練 文 と太 洗練 文が施 されている。 砂粒・長石・白色粒子

灰 褐色

普通

5 ％

T P 66

尖底土器

縄文土器

B （3 ．9） 胴部の破 片。横位 の洗練文 間に爪形文が施 されている。 砂粒・長石・白色粒子

にぷい黄橙色

普通′

5 ％

T P 6 7

尖底土器

縄文土器

B （5．1） 胴部の破片。横位の平行太洗練文が施 されている。 砂粒・長石 ・石英 ・

白色粒子

明赤橙色　 普通

5 ％

T P 68

尖 底土器

縄文土器

B （4 ．3） 胴部の破 片。横位 の平行太沈線文が施 されている。 砂粒 ・長石 ・石英

にぷ い橙色

普通

5 ％

第35号住居跡（第20図）

位置　調査区の北部，B3C8区。

規模と平面形　規模や平面形は明確ではないが，柱穴の配列から，長径6・72m，短径5。55mの楕円形と推定さ

れる。

長径方向　N－300－Eと推定される。
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床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分はない。

ピット16か所（Pl～P16）。Pl～P14は径20～40cmの円形で言采さが10～22cmである。規模と配列から柱

穴と考えられる。P15e P16は径20。35cmの円形で言栄さ19e20cmである。位置的に補助柱穴と考えられる。

覆土　遺構確認時に，精査したところ柱穴の配列から住居跡と確認されたもので，覆土はない。

所農　本跡は，壁。炉e遺物等を確認することができなかった。柱穴の配列及び周囲から縄文土器が出土して

いること，隣接する住居跡等から判断して，早期の可能性が高いと思われる。

第超2号住居跡（第21図）

位置　調査区の南東部，D4C4区。

重複関係　中央部の西寄りを第4号地下式壕に掘り込まれている。

規模と平面形　長径5。7m，短径5。02mの楕円形である。

長径方向　N－140－W

壁　壁高は30－35cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南側と北側の一部を除き，巡っている。上幅24～35cm，下幅10－21cm言策さ7～10cmで，断面形はU字

状である。

壁溝土層解説

7　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

床　ほぼ平坦である。南側の壁際がよく踏み固められており，出入り口に伴う硬化面と考えられる。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl。P3。P4は径42－66cmの円形，P2は長径33cm，短径20cmの楕円形で言深

さは55～78cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

ピット土層解説
Pl

l　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
P2

1黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
P3

1黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

P4

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
P5

1　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム′J、ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子e焼土粒子微量

炉　中央部に位置している石囲い炉である。西側半分を第4号地下式壕に壊されているため，南北方向55cm，

東西方向は確認できたのが33cmで，楕円形と推定される。炉石は，深さ10cmほど掘りくぼめて，周りに石を配

置した石囲い炉である。炉石の内側は，火熱によってひび割れや赤変している。炉の底面は焼土が堆積し，長

期間使用されたものと思われる。

炉土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量　　　　3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子　4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　里　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
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第那図　第42号住居跡実測図
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遺物　縄文土器片80点，礫59点，石器2点（石銀，磨石），撹乱等により混入したとみられる弥生土器片1点，

土師器片20点が出土している。遺物は，炉の北側から南東側にかけての覆土から多く出土している。第22・23

図の387－392，TP131・TP132は探鉢の破片である。覆土下層では，389の口縁部から胴部片が南東壁際か

ら，390の底部片が東壁寄りから，TP131の口縁部片がP5の北側から，TP132の口縁部片がP2の西側か

ら，Ql03の磨石がP2の東側からそれぞれ出土している。387の口縁部から胴部片は，P3の東側付近の覆土下

層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。388の口縁部から胴部片は，南壁寄りの覆土下層か

ら床面にかけて出土した破片が接合したものである。床面では，391・392の底部片が東壁際から，Q104の石

銀がP4の南西側からそれぞれ出土している。

所見　本跡からは，良好な状態で石囲い炉や土器が検出された。時期は，遺構の形態や覆土下層及び床面から

の出土土器から判断して中期（加曽利EⅢ式期）と思われる。

し、‾敵』辺閻屍屈溝
0　　　　　　　　10cm

！　　！　！

0　　　　　　　10cm

し　！－」

第22図　第42号住居跡出土遺物実測図（1）
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く＝＝＞　　　　　Q103

0　　　　　2cm

ト：l！

二．
第23回　第42号住居跡出土遺物実測図（2）

第42号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　10cm

』二一一十　＿＿」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　及　 び　文　様　の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

‾転2図 探　　 鉢 A　29．7 口緑部から胴部の破片。胴部は外反して立ち上がり，口縁部は内野する。砂粒・長石・石英・60％

387 縄文土器 B（20．7）胴部には，無節縄文Rが施されている。 雲母

にぷい黄褐色　普通

388

深　　 鉢 A〔35．0〕口縁部から胴部の破片。4単位の波状口緑を呈し，口緑部は内攣する。口砂粒・長石・石英・40％　　　　 P L17

縄文土器 B（28．6）縁部に隆帯による渦巻文を施し，区画文内に単節縄文R Lが施されている。雲母

にぷい黄褐色　普通

第23図 探　　 鉢 A〔26．6〕口緑部から胴部の破片。ロ縁部は内傾する。胴部には，単節縄文R Lを施砂粒・雲掛白色拉子 5％

389 縄文土器 B（12．4）し，2条の徴隆起線により区画されている。 にぷい黄橙色

普通

第22図

390

探　　 鉢

縄文土器

B（8．2）

C　4．0

底部の破片。無文。 砂粒・雲母・白色粒子

橙色

普通

5％

391

深　　 鉢

縄文土器

B（3．0）

C　4．3

底部の破片。無文。 砂粒・長石・石英

明赤褐色

普通

5％

392

深　　 鉢

縄文土器

B（2．0）

C　6．3

底部の破片。無文。 砂粒・長石・石英・

雲母

橙色　普通

5％

T P131

探　　 鉢

縄文土器

B（14．5）口緑部の破片。口緑部は内攣する。単節縄文R Lが施されている。 砂粒・長石・石英・

雲母

にぷい黄栂色　普通

5％

T P132

探　　 鉢 B（10．1）ロ綾部の破片。口縁部は内攣する。口緑部は無文帯で，微隆起線により区砂粒・長石・石英・ 5％　　　 P L18

縄文土器 画され，区画内には単節縄文R Lを充填している。 雲母

にぷい黄褐色　普通

図版番号 器　種
計　　 測　　 値

石　質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g）

第23図QlO3 石　　 鋲 3．1 1．8 0．3 1．2 硬質頁岩 無茎鉄。 P L18

Q lO4
－　　　　　　． 9．5 7．6 4．9 426，1 凝灰岩 表裏面に凹痕あり。 P L18
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（2）土　坑

第35号土坑（第24図）

位置　調査区の南部，D4h4区。

規模と形状　径1．5mほどの円形で，深さ83cmである。底面は平坦である。壁は直立し，上位でやや外傾する。

第24図　第35号土坑実測図

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

思われる。

土居解説
1　黒褐色　ガラス質粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ガラス質桂子・赤色粒子少量，ローム粒子・焼土粒了‥炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・ガラス質粒子・赤色拉了少

量，炭化物微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，赤色粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子・ガラス質微粒子・赤色粒子少量

6　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・赤色粒子少量，炭化物微量

遺物　縄文土器片89点，礫11点が出土している。第25・26図の4・T

P31は探鉢の口緑部から胴部片，TP32・TP33・TP36は探鉢の口

縁部片，TP34・TP35・TP37－TP40は探鉢の胴部片である。T

P31・TP37・TP40は，同一個体と思われる。覆土上層では，4・

TP32・TP39が中央部から，TP35が東側から，TP37が東壁付近

からそれぞれ出土している。覆土中層では，TP36・TP38が中央部

から，TP31が東側からそれぞれ出土している。覆土下層では，TP

34が北側から出土している。また，TP33・TP40が覆土中から出土している。

所見　時期は，遺構の形態及び出土土器から判断して，中期末葉と思われる。性格は不明である。

第25図　第35号土坑出土遺物実測図（1）

、V：、鮎：：：了・〆1こ’‘■
叫ト’　TP38　　」二二⊥　」
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第26図　第35号土坑出土遺物実測図（2）

第35号土坑出土遺物観察表

10cm

TP37　　　　　　　　　‾　　－　　…－－

図版番号器　種計測値（印） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第25図深　　鉢B（10．0）口緑部から胴部の破片。波状口緑を呈する。内面の口唇直下には強い段を砂粒・石英・白色粒子5％　　　　PL17

4 縄文土器 もつ。波頂部直下には「の」の字状の隆帯が貼り付けられている。口緑部にぷい赤褐色

には円形刺突文が施されてる。胴部には，無節縄文Lが施されている。普通

TP31

探　　鉢．B（12．8）口縁部から胴部の破片。波状口緑を呈する。微隆起線間には単節縄文LR砂粒・石英・白色粒子10％　　　　PL18

縄文土器 が施されれている。 にぷい橙色

普通

TP32

深　　鉢B（7．5）ロ綾部の破片。双頭の小波状口縁を呈する。単節縄文RLを地文とする。砂粒・長石・石英・5％

縄文土器 口唇部直下から微隆起線が施されている。 小礫

にぷい赤褐色　普通

TP33

探　　鉢B（4．5）口縁部の破片。口唇部断面は平坦で，口唇直下には横位の沈線文が施され砂粒・石英・白色粒子5％

縄文土器 ている。ロ綾部には，単節縄文RLが施されている。 明黄褐色

普通

第26図深　　鉢B（17．3）胴部の破片。単節縄文LRを地文とする。隆帯と磨り消し帯が施されてい砂粒・長石・石英・10％

TP34縄文土器 る。 白色粒子・′ト礫

にぷい黄橙色　普通

第25回

TP35

探　　鉢

縄文土器

B（8．2）胴部の破片。単節縄文LRを地文とし，磨り消し帯が施されている。 砂粒・白色粒子・

赤色粒子

橙色　普通

5％

TP36

深　　鉢B（6．4）ロ縁部の破片。波状口緑を呈する。ロ綾部は沈線によって区画され，区画砂粒・石英・白色粒子5％

縄文土昔芸 内には単節縄文が施されている。 褐色

普通

第26図探　　鉢B（7．6）胴部の破片。単節縄文LRを地文とし，沈線文と微隆起線によって区画さ砂粒・長石・石英5％

TP37縄文土器 れている。徴隆起線間は磨り消されている。 にぷい黄橙色

普通

第25図深　　鉢B（12．4）胴部の破片。無節縄文を地文とし，徴隆起線によって区画されている。徴砂粒・石英・白色粒子5％

TP38縄文土器 隆起線間は磨り消されている。 橙色

普通

第26回

TP39

探　　鉢

縄文土器

B（8．4）胴部の破片。無節縄文Lと単節縄文RLが施されている。 砂粒・長石・白色粒子

橙色

普通

5％

TP40

探　　鉢B（7．4）胴部の破片。単節縄文LRを地文とする。沈線文により区画され，微隆起砂粒・石英・白色5％

縄文土器 線と磨り消しが施されている。 粒子・小礫

橙色　普通
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第56号土坑（第27図）

位置　調査区の南部，D4f5区。

規模と形状　径1．4mほどの円形で，深さ38cmである。底面は平坦で，南側は二段に掘り込まれている。壁は

外傾して立ち上がる。

⑥lI l

可如　　くI

∵二二‾
0　　　　　　1m

L＿　＿」．」

第27図　第56号土坑実測図

覆土　4層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる。

土居解説
1　黒褐色　ガラス質粒子・赤色粒子少量，ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子・ガラス質粒子少量，赤色粒子微量
3　黒褐色　ガラス質粒子・赤色粒子少量，ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ガラス質粒子・赤色粒子少量

遺物　縄文土器片9点，礫2点が出土している。第28図5は探鉢の口緑部か

ら胴部片，6は深鉢の口縁部片，TP41～TP43は探鉢の胴部片である。T

P42・TP43は同一個体と思われる。覆土上層では，5が中央部から，TP

41－TP43が東壁付近から出土している。覆土下層では，6が中央部から出

土している。

所見　時期は，出土土器から判断して，中期後葉（加曽利EⅣ式期）と思わ

れる。

ぺ．1置．・t去．⊥
0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　」

第28図　第56号土坑出土遺物実測図

第56号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（伽） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 8図 探　　 鉢 A 〔30．8〕 口緑 部から胴部 の破片。内面の 口唇部直下 には強い段 をもつ。波状 口縁 を 砂粒 ・石英 ・白色 20 ％

5 縄文土器 B （18．5）呈 する。単節縄文 L R を地文 と し，沈線文 と徴隆起線に よって区画 されて 粒子 ・赤色粒子

いる。 区画内 は磨 り消 されて る。 にぷ い橙色　 普通

6

探　　 鉢 B （11．3） 口緑部 の破片。波状 口緑の波頂部で，逆「の」の字状の隆帯 を施 している。 砂粒 ・石英 ・白色粒 5 ％　　　　 P L 17

縄文土器 □綾部 には単節縄文 L R が施 されている。 子 ・赤色粒子 ・小礫

明黄褐色　 普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第28図 探　　 鉢 B （8 ．6）胴部 の破片。単節縄文 L R を地文 とする。洗練文 により区画 され，微隆帯 砂粒 ・長石 ・石英 5 ％

T P 4 1 縄 文土 器 と磨 り消 しが施 されている。 にぷ い橙色

普通

T P 42

深　　 鉢 B （5．0）胴部の破片。単節縄文 L R を地文 とす る。沈線文に より区画 され，微隆起 砂粒 ・長石 ・石英 5 ％

縄文土器 線 と磨 り消 しが施 され ている。 にぷい橙色

普通

T P 4 3

探　　 鉢 B （4．3） 胴部の破 片。単節 縄文が施 されている。沈線 文によ り区画 され，徴隆起線 砂粒 ・長石 ・石英 5 ％

縄文土器 間を磨 り消 している。 にぷ い橙 色

普通

第168号土坑（第29図）

位置　調査区の西部，Clb6区。

規模と形状　長径1・7m，短径1・54mの楕円形で，深さ46cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－420－E

覆土10層からなる。ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・赤色粒子

微量
2　暗褐色　ローム′トブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・赤色

粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒了・・炭化拉了‥赤色粒子
微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ
ク・今市軽石粒子・七本桜軽石粒子微量

5　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，今市軽石粒子・
七本桜軽石粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ロームノトブロック中量

7　暗褐色　ロームノトブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微
甲

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微
甲

10　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片3点，礫2点が出土している。第29図9は探鉢の底部片で，中央部の覆土中層から出土して

いる。TP44・TP45は探鉢の胴部片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から判断して，中期後菓（加曽利EⅣ式期）と思われる。

（勘　　　　　　　A30・6m
・∴「∴

9

1」」這m
第29図　第168号土坑・出土遺物実測図

第168号土坑出土遺物観察表

＼⊥ク
9

0

n
TP45

10cm

』＝「－ト一一一一一一一二二∃

図版番号 器　種 計測値（印） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第29図

9

深　　 鉢

縄文土器

B（3．7）

C　4．6

底部の破片。無文である。 砂粒・石英・白色

粒子・赤色粒子

橙色　普通

5％

T P44

探　　 鉢

縄文土器

B（2．6）胴部の破片。単節縄文L R と磨り消しが施されている。 砂粒・長石・石英

にぷい黄褐色

普通

5％
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図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第29図

T P 4 5

探　　 鉢

縄文土器

B （3．8） 胴部の破片。単節縄文 L R を施 している。 砂粒 ・長石 ・石英

にぷい褐色

普通

5 ％

第242号土坑（第30図）

位置　調査区の西部，C2b3区。

重複関係　上部を第15号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．56m，短径1．2mの楕円形で，深さ94cmである。底面は平坦で，壁は直立する。

長径方向　N－82。－W

覆土12層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と思われる。

土居解説
1　黒褐色
2　黒褐色

ローム粒子・炭化粒子・赤色粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・赤色
粒子・鹿沼軽石粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック中量・ローム粒子少量，炭化粒子・
赤色粒子微量

4　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，赤色粒千・度沼
軽石粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量，炭化粒子・

鹿沼軽石粒子微量

7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・鹿沼
軽石中ブロック微量

8　褐　　色　ローム小ブロック
軽石粒子微量

9　暗褐色　ローム′トブロック
粒子微量

10　暗褐色　ロームノトブロック
量，炭化粒子微量

11褐　　色　ローム粒子多量，
鹿沼軽石粒子微量

12　暗褐色　ローム粒子中量，
可：

・ローム粒子中量，炭化粒子・鹿沼

・ローム粒子・炭化粒子少量，赤色

・ローム粒子中量，鹿沼軽石粒子少

ローム小ブロック中量，炭化粒子・

ローム小ブロック少量，炭化粒子徴

遺物　縄文土器片9点が出土している。第30図TP46・TP47は探鉢の胴部片で，覆土中から出土している。

所見　時期は，遺構の形態及び出土土器から判断して，中期後葉と思われる。

雷雨
血　　　　　叫

0　　　　　1m

！　；　！

第30図　第242号土坑・出土遺物実測図

第242号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

図版番号器　種計測値（Ⅷ） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第30区l

TP46

深　　鉢

縄文土器

B（6．5）胴部の破片。縄文を地文とし，沈線間を磨り消している。 砂粒・長石・石英

にぷい黄橙色

普通

5％

TP47

深　　鉢

縄文土器

B（4．5）胴部の破片。単節縄文RLを地文とし，磨り消しが施されている。砂粒・長石・石英

にぷい赤褐色

普通

5％
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第243号土坑（第31図）

位置　調査区の西部，C2a3区。

重複関係　上部を第15号住居跡に，さらに北側上部を第5号溝に掘り込まれている。

規模と形状　径0．9mほどの円形で，深さ102cmである。底面は平坦で，壁は直立する。

覆土　9層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・赤色粒子少量　　　　5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子徴　6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・赤色　8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼軽石粒子微量
4　黒褐色　ローム粒了ヰ量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片30点，礫1点が出土している。第31図TP48・TP49は探鉢の口縁部片，TP50は浅鉢の口

縁部片，TP51は探鉢の胴部片である。いずれも覆土中から出土している。

所見　時期は，遺構の形態及び出土土器から判断して，後期前葉（称名寺式期）と思われる。

二二二
A　30．6m

0　　　　　1m

ト一十」

第31図　第243号土坑・出土遺物実測図

第243号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（印） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 3 1図 探　　 鉢 B （4．9） ロ縁部 の破片。 口唇部断面 は三角形 を呈 し，隆帯が一巡する。口唇部に太 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％　　　　 P L 18

T P 48 縄文土器 沈線文 と，円形の刺突が施 されている。 小轢

橙色　 普通

T P 4 9

探　　 鉢 B （7．2） 口縁部の破片。口唇部断面は丸頭状で，波状 口縁を呈 する。 口緑部 には横 砂粒・石英・白色粒子 5 ％

縄 文土器 位の沈緑文間に列点文が施 されている。 にぷい橙色

普通

T P 50

浅　　 鉢 B （3 ．0） 口綾 部の破片。 口唇部断面 は三 角形 を呈す る。 口唇直下 には 2 本の沈線文 砂粒・白色粒子・小礫 5 ％

縄文土器 が施 されている。 橙 色

普通

T P 5 1

探　　 鉢

縄 文土器

B （5．0）胴部の破片。単節縄文 L R を地文 に，太沈線文 を施 している。 砂粒 ・長石 ・石英 ・

小礫

橙色　 普通

5 ％

第280号土坑（第32図）

位置　調査区の北西部，B2j8区。

規模と形状　長径1．52m，短径1．15mの楕円形で，深さ28cmである。底面はやや凹凸で，壁は外債して立ち上

がる。
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長径方向　N－54。－W

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片が1点出土している。第32図TP52は深鉢の口縁部から胴部片で，中央部の底面から出土し

ている。

所見　時期は，遺構の形態及び出土土器から判断して，前期（黒浜式期）と思われる。

B TP52

‾「⊥√「

0　　　　　　1m

！　1－－－」

第32図　第280号土坑・出土遺物実測図

第280号土坑出土遺物観察表

三二‥＿ll享
TP52

0　　　　　　　　　　　　10cm

［　－1　トー‥　一一1

図版番号器　種 計測値（印） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第32図深　　鉢B（11．4）ロ縁部から胴部の破片。口唇都断面は丸頭状を呈する。口唇直下から胴部砂粒・石英・白色粒子10％　　　　 PL18

TP52 縄文土器 にかけて，栴歯状工具（3本）で縦位と横位に区画し，区画内を斜位で充明褐色

填している。縦位と横位の交点に，円形の押点文が施されている。 普通

第329号土坑（第33図）

位置　調査区の北西部，C2a9区。

重複関係　上部を第6号溝に掘り込まれている。

規模と形状　径0．6mほどの円形で，深さ14cmである。底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上がる。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われ

④㌣　」
SD6

・く
B　11

∈
寸

く＞
の

くl

‾べゝ／了，m
トi l

第33図　第329号土坑実測図

る。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　縄文土器片15点が出土している。第34図の11は浅鉢の口縁部から底部

片で，覆土中層から破片の状態で出土している。TP55は探鉢のロ縁部片，

TP56は深鉢の胴部片で，いずれも覆土中から出土している。

所見　時期は，遺構の形態及び出土土器から判断して，前期（黒浜式期）と

思われる。
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第34図　第329号土坑出土遺物実測図

第329号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（印） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第34図

1 1

浅　　 鉢

縄文土器

A 〔19．0〕

B　 6．5

C lO．5

口緑部か ら底部の破片。半裁竹管 による平行洗練文が施 されている。 砂粒 ・長石 ・石英 ・

白色粒子 ・′ト礫

にぷい黄橙色　 普通

30％　　　　 P L 17

T P 55

探　　 鉢 B （4．5） 口緑部の破片。口唇部断面は丸み を帯び外傾 する。 口唇直下 から，単節縄 砂粒・石英・白色粒子 10 ％

縄文土器 文 R L が施 されている。 にぷい橙色

普通

T P 5 6

深　　 鉢

縄文土器

B （10 ．6） 胴部の破片。結節縄 文が施 されている。 砂粒・石英・白色粒子

暗褐色

普通

5 ％

第341号土坑（第35図）

位置　調査区の西部，B4b3区。

規模と形状　長径1．9m，短径1．2mの楕円形で，深さ20cmである。底面は平坦で，壁は緩やかに立ち上がる。

長径方向　N－890－E

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土居解説

1暗褐色　ローム粒子少量，今市軽石粒子・七本桜軽石粒子・白　3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・今市軽石粒子・
色粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七本桜軽石粒子・白色粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・今市軽石粒子・七本桜軽石粒子・白色粒
子微量

遺物縄文土器片1点が出土してい　堪）

る。第35図のTP57は尖底土器の胴

部片で，東壁際の底面から出土して　　　A

いる。

所見　時期は，遺構の形態及び出土

土器から判断して，早期（田戸下層

式期）と思われる。

第341号土坑出土遺物観察表

旦27月m

「∈ここミ＝＝三打．ヒ＝土∃
1m

第35図　第341号土坑・出土遺物実測図

恕I．i
TP57

0　　　　　　5cm

』二七二∃

図版番号 器　 種 計測値（甜） 器　 形　 及　 び　 文　様　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第35区l

T P 57

尖底土器

縄文土器

B （3．6）胴部の破片。横位と斜位の沈線文が施されている。 砂粒・長石・石英・

赤色粒子

灰褐色　 普通

5％
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第342号土坑（第36図）

位置　調査区の北部，B4b2区。

規模と形状　長径0．78m，短径0．61mの楕円形で，深さ23cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－300－W

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土居解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム′トブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子・今市軽石粒子・七本桜軽石粒千・日色粒

子微量

謳／；匝
B TP59TP58

「必‾ヒ±∃m
第36図　第342号土坑・出土遺物実測図

第342号土坑出土遺物観察表

3　褐　　色　ローム粒子・今市軽石粒子・七本桜軽石粒子・白色粒
了・微量

TP59

0　　　　　　5cm

「l二」

遺物　縄文土器片2点が出土してい

る。第36図のTP58は尖底土器の口

縁部片，TP59は尖底土器の胴部片

で，それぞれ中央部の下層から出土

している。

所見　時期は，遺構の形態及び出土

土器から判断して，早期（田戸下層

式期）と思われる。

図版 番 号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第3 6 区l 尖 底土 器 B （5．5） 有 段 口縁 部 の 破 片 。 口 唇 部 断 面 は 角頭 状 を呈 す る 。 口縁 部 に は沈 線 文 が 施 砂 粒 ・長 石 ・石 英 5 ％

T P 5 8 縄 文土 器 され て い る 。 にぷ い 黄 橙 色

普 通

T P 5 9

尖 底土 器

縄 文 土 器

B （2 ．5） 胴 部 の破 片 。横 位 の細 沈 線 文 が施 さ れ て い る。 砂粒 ・石英 ・白色 粒子

明 赤 褐 色

普 通

5 ％

第550A号土坑（第37図）

位置　調査区の中央部，C4f2区。

重複関係　第550B号土坑の上部を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．95m，短径1．22mの楕円形で，深さ43cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－680－E

覆土　2層からなる。粘性・しまりが強く，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土居解説

1　黒褐色　ローム粒子少量 2　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片40点，石鉄1点，土器片円盤1点，礫5点が出土している。第38図のQl08は石鉄，DPlO

は土器片円盤で覆土上層から，402は広口壷の口縁部から胴部片，403は探鉢の口緑部から胴部片が覆土下層か

ら出土している。

所見　時期は，遺構の形態及び出土土器から中期後葉（加曽利EⅣ式期）と思われる。
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第38図　第550A号土坑出土遺物実測図
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第550A号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（m ） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第38区l 広　 口　壷 A 〔23．0〕 口綾部か ら胴部の破片。胴部 は内攣 して立ち上 が り，口緑部は外反する。 砂拉・雲母・白色粒子 35％　　　　 P L 18

40 2 縄文土器 B （22．9） 口緑部は無文帯 で，肩部 に橋状把手 を有す る。胴部 に単節縄文 L R が施 さ 褐灰色

れている。 普通

403

探　　 鉢 A 〔32 ．1〕 ロ緑部か ら胴部 の破片。 口綾部 に穂状把手 を有す る。徴隆起線に より区画 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 5 ％

縄 文土器 B （18 ．4） され，区画内には単節縄文 L R を充填 して いる。 白色粒子

にぷい黄橙色　 普通

図版番号 器　 種

計　　 測　　 値

石　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

如掴 Q lO8 石　　 鉄 2．8 1．5 0 ．3 0．8 塙　　 璃 無茎鉄。 P L 18

凶版番号 詳　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

径 （cm） 長 さ（cm） 厚 さ（clu） 重量 （g ）

酌掴D PlO 土器片円盤 4．3 4．3 1．0 2 0．7 土　　 製 単節縄 文L R 。裏面 にくぼみ を有す る。

第550B号土坑（第37図）

位置　調査区の中央部，C4f2区。

重複関係　東側上面を第550A号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　径1．15mほどの円形で，深さ85cmである。底面は平坦で，壁は袋状を呈する。

覆土　3層からなる。覆土下層（3層）から，遺物が投棄されたような状態で出土しており，覆土には炭化粒

子を中量含んでいることから，人為堆積と思われる。

土居解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

遺物　縄文土器片約100点，石製垂飾り1点，磨石1点，礫7点が出土している。第39－42図の393－400は深

鉢，TP143は探鉢の口縁部片，144は探鉢の胴部片で，いずれも覆土下層（3層）から重なり合った状態で出

土している。401は蓋，Q106は石製垂飾り，Q107は磨石で，いずれも覆土下層から出土している。

所見　大形の探鉢など，完形品及び準完形品が良好な状況で検出された。時期は，遺構の形態及び出土土器か

ら中期後葉（加曽利EⅣ式期）と思われる。

第39図　第550B号土坑出土遺物実測図（1）
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第40図　第550B号土坑出土遺物実測図（2）
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第41回　第550B号土坑出土遺物実測図（3）
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第42図　第550B号土坑出土遺物実測図（4）

第550B号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ二＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿！

図版番号 器　種 計測値（cm）　 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第40図 深　　 鉢 A　32．1 口緑部一部欠損。胴部は内攣して立ち上がり，口綾部は外傾する。口緑部砂粒・白色粒子・小礫 95％　　　　 P L17

393 縄文土器 B　46．3 は幅狭の無文帯を形成している。文様は一帯構成で，微隆起線により逆U 橙色

C　5．5 字状文とU字状文を入り組ませている。区画文内には，単節縄文R Lを充普通

填している。

394

探　　 鉢 A　38．3 胴部一部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，口緑部に至る。口縁部は帽狭砂粒・石英・白色粒子 90％　　　　 P L17

縄文土器 B　50．0 の無文帯を形成し，微隆起線により区画されている。胴部には，単節縄文 にぷい黄橙色

C　6．6 L Rが施されている。 普通

395

探　　 鉢 A　31．2 底部欠損。胴部は内攣して立ち上がり，口緑部は外傾する。4単位の小波砂粒・白色粒子・小礫 80％　　　　 PL17

縄文土器 B （39．5）状口縁を呈し，波頂部は双頭となる。口綾部は幅狭の無文帯を形成していにぷい黄橙色

る。文様は一帯構成で，微隆起線により逆U字状文とU字状文を入り組ま普通

せている。区画文内には，単節縄文L Rを充填している。

第41図 探　　 鉢 A〔39．7〕口縁部から胴部の破片。胴部は内攣して立ち上がり，口縁部は外傾する。砂粒・雲母・白色粒子 60％　　　　 P L17

396 縄文土器 B　56．7 4単位の小波状口縁を呈し，波頂部は双頭となる。口緑部は幅狭の無文帯 にぷい橙色

C　7．0 を形成している。文様は一帯構成で，徴隆起線により逆U字状文とU字状普通

文を入り組ませている。区画文内には，単節縄文LRを充填している。

第40図 探　　 鉢 A 〔23．6〕口緑部一部欠損。胴部は内攣して立ち上がり，口緑部は外傾する。4単位砂粒・白色粒子・小礫 80％　　　　 P L17

397 縄文土器 B　34．1 の小波状口縁を呈し，波頂部に橋状把手を有する。文様は一帯構成で，微にぷい黄橙色

C　4．2 隆起線により逆U字状文とU字状文を入り組ませている。区画文内には，普通

単節縄文R Lを充填している。

－45－



図版番号 器　 種 計測値（伽） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第41図 探　　 鉢 A　45．0 胴部下位欠損。 4 単位 の小波状口緑 を呈 し，□緑部 はやや内攣する。 4 単 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 65％　　　　 P L 17

39 8 縄文土器 B （49．2） 位の小波状口緑を呈 し，波頂部は双頭 となる。 口緑部 は幅狭の無文帯 を形 白色粒子

成す る。文様は一帯構成 で，徴隆起線 によ り逆 U 字状文 とU 字状文 を入 り にぷい橙色

組 ませ ている。区画文 内には，単節縄文 R L を充填 している。 普通

第39区l 探　　 鉢 A　29．6 口緑部か ら胴部 の破片。 口縁部 は外傾す る。 口縁部 は幅狭の無文帯 を形 成 砂拉・白色粒子・4 礫 40 ％

39 9 縄文土 器 B （28 ．3） している。胴部 には，単節縄文 L R が施 されてい る。 にぷい黄褐色

普通

400

探　　 鉢 B （27 ．2） 胴部から底部 の破片。胴部 は内攣 して立 ち上が る。微隆起線によ り文様 を 砂粒 ・白色粒子 30％

縄 文土器 C　 4．5 描 出 し，単節縄文 R L が施 されてい る。 黄褐色

普通

第42区［

40 1

蓋

縄文土器

A　 9．6

B　 2．4

完形。無文。一対の穂状把手 を有する。 砂粒・白色粒子・小礫

黒褐色

普通

100％　　　 P L 17

T P 14 3

探　　 鉢 B （9．0） 口緑部の破片。口綾部は幅狭の無文帯 を形成 している。胴部 には，単節縄 砂粒・白色粒子・小礫 5 ％

縄文土器 文 L R が施 されている。 にぷい黄褐色

普通

T P 14 4

探　　 鉢

縄文土器

B （9．6、） 胴部の破片。単節縄文 L R が施されている。 砂粒・白色粒子・小礫

にぷい橙色

普通

5 ％

図版番号 器　 種

計　　 測　　 値
石　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚さ（cm ）孔 径 （cIn）重量 （g ）

第42図Q l（裕 石製垂飾り 5．0 5．2 2．9 0．7 7 7．4 蛇 紋 石 断面三角形で，基部に孔を有する。 P L 18

Q l O7 磨　　 石 12 ．9 9．4 3．3 － 5‾88．2 安 山 岩 表裏面に凹痕 あ り。 P L 18

第555号土坑（第43図）

位置　調査区の中央部，C3gO区。

規模と形状　径1．13mほどの円形で，深さ33cmである。底面は平坦で，壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

覆土　2層からなる。

土居解説

1　黒褐色　ローム粒子微量 2　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片21点が出土している。第43図のTP146は探鉢の口縁部片，TP147は深鉢の胴部片である。

TP147は覆土中層から，P146は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態及び出土土器から中期後葉（加曽利EⅣ式期）と思われる。

④　＼

0　　　　　　　1m

し＿＿コ＿　」

第43図　第555号土坑・出土遺物実測図
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第555号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（珊） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第4 3図

T P 14 6

探　　 鉢

縄文土器

B （4．0） 口縁部の破片。口唇部直下に沈線 を巡 らし、単節縄文 L R が施 されている。 砂粒 ・白色粒子

にぷ い褐色

普通

5 ％

T P 147

探　　 鉢

縄文土器

B （5．2） 胴部 の破 片。単節縄文 R L が施 され ている。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・

小礫

黒褐色　 普通

5 ％

第888号土坑（第44図）

位置　調査区の北西部，Cld4区。

重複関係　上面を第1号方形周溝墓に掘り込まれている。

規模と形状　径1・48mほどの円形で，深さ54cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

遺物　縄文土器片57点，土師器片52点が出土している。上面は第1号方形周溝墓に掘り込まれているが，底面

近くの覆土から破片の状態で出土している。第44図のTP149－TP151は探鉢の口縁部片，TP151は探鉢の

胴部片である。

所見　本跡の上面を，第1号方形周溝墓に掘り込まれており，覆土の堆積状況は不明である。時期は，出土土

器から後期（堀之内式期）と思われる。

I‥こ1‾十It：
〕

0　　　　　　1m

」二二＿」

第44図　第888号土坑・出土遺物実測図

第888号土坑出土遺物遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第44図 探　　 鉢 B （8 ．8） 口緑部 の破 片。口唇部 内面 は内削 ぎ状 を呈す る。単節縄文 R L が施 されて 砂粒 ・長石 ・雲母 5 ％

T P 14 9 縄文土器 いる。 にぷい褐色

普通

T P 150

探　　 鉢 B （6．3） 口縁部の破片。波状口緑 を呈する。隆帯 に沿って沈線文が施 され，区画内 砂粒 ・長石 ・雲母 5 ％．　　　 P L 18

縄 文土器 には弧線文 を充填 している。 にぷい黄橙色

普通

T P 151

深　　 鉢

縄文土器

B （5．5） 胴部の破 片。隆帯に沿って 4 条の沈線文 が施 されている。 砂粒 ・長石 ・小礫

にぷい褐色

普通

5 ％　　　　 P L 18

－47－



第889号土坑（第45図）

位置　調査区の北西部，Cld6区。

重複関係　西側を第1号方形周溝墓に掘り込まれている。

規模と形状　径1mほどの円形で，深さ52cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土屠解説
1　極暗褐色　ローム粒子・白色粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

0　　　　　　1m

し＿＿亡＿」

第45図　第889号土坑実測図

遺物　縄文土器片2点が出土している。第46図の

404は探鉢の口縁部から胴部片で，覆土中層から

底面にかけて破片の状態で出土している。

所見　時期は，遺構の形態及び出土土器から後期

（堀之内式期）と思われる。

第889号土坑出土遺物観察表

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

第46図　第889号土坑出土遣物実測図

図版番号 器　 種 計測値（仰） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第46図 深　　 鉢 A 〔3 4．6〕 口綾部か ら胴部 の破片。 4 単位の波頂部 をもつ。 口唇部上面 と直下に押 点 砂粒・白色粒子・小礫 15％

40 4 縄文土器 B （3 8．7） 文 が施 され てい る。単節縄文 R L を地文 とし，洗練 により曲線状 の文様 を にぷい黄橙色

措 出 してい る。 普通

（3）陥し穴

第1号陥し穴（SK304）（第47図）

位置　調査区の北部，A4il区。

規模と形状　長径1．6m，短径1．1mの楕円形で，深さ82cmである。底面は平坦で，横断面はU字状を呈してい

る。壁は直立し，北西壁はオーバーハングしたあと上位で外傾する。

長径方向　N－620－W

覆土　7層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる。

土居解説
1黒　　色　白色粒子・赤色粒子少量
2　黒　　色　白色粒子中量，赤色粒子少量
3　黒褐色　ローム粒千・日色粒子少量，赤色粒子微量
4　暗褐色　白色粒子中量，赤色粒子微量

ー48－

5　暗褐色　白色粒子中量，ローム粒子少量，赤色粒子微量
6　暗褐色　白色粒子中量，ローム粒子少量，赤色粒子微量
7　褐　　色　ロームノトブロック・ローム粒子・白色粒子少量



遺物　縄文土器片3点，礫2点が出土している。第47図10は尖底土器の尖底部片，TP53・TP54は尖底土器

の胴部片である。いずれも覆土中層から出土している。

所見　本跡は，東斜面の下段に位置し，長径が傾斜に対して平行に構築されている。時期は，遺構の形態及び

出土土器から判断して，早期（田戸下層式期）と思われる。

く！　　　くI

B TP53　TP5410

二世 0　　　　　　1m

ト一十一」

第47図　第1号陥し穴・出土遺物実測図

第1号陥し穴出土遺物観察表（SK304）

10cm

「‥　　い1－－－－」

図版番号 器　 種 計測値（川） 詩　 形　 及　 び　 文　様　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第47図

10

尖底土器

縄文土器

B （6．6）尖底部の破片。天狗の鼻状を呈する。横位の沈線文が施されている。 砂粒・白色粒子・

赤色粒子

にぷい橙色　 普通

5％

T P 53

尖底土器

縄文土器

B （7．1）胴部の破片。横位の細沈線文と貝殻腹緑文が施されている。 砂粒・石英・雲母・

白色粒子

にぷい黄橙色　普通

5％

T P 54

尖底土器

縄文土器

B （4．1）胴部の破片。横位の太沈線文が施されている。 砂粒・石英・雲母・

白色粒子

にぷい黄橙色　普通

5％

第2号陥し穴（SK363）（第48図）

位置　調査区の北部，B3d7区。

規模と形状　長径1．23m，短径0．68mの楕円形で，深さ110cmである。

壁はほぼ直立する。底面は平坦で，横断面はU字状を呈している。木

杭を立てた痕と思われる小ピットが1か所確認された。小ピットは，

径10crnの円形で，底面からの深さ21cmである。

長径方向　N－590－W

覆土　3層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる。

土居解説
1　黒　　色　白色粒子多量，赤色粒子少量
2　黒　　色　白色粒子多量，赤色粒子微量
3　暗褐色　白色粒子多量，ローム小ブロック・赤色粒子中量

所見　本跡は，北東斜面の中段に位置し，長径が傾斜に対してほぼ平

行に構築されている。出土遺物がなく，時期は不明であるが，遺構の

形態から判断して，縄文時代と思われる。

一49－

B

二〔

三二二

LLm
第48図　第2号陥し穴実測図



3　弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構としてほ　竪穴住居跡川野が確認された。以下，確認された遺構の特徴や遺物について記載

する。

（2）竪穴住居跡

第瑠考健腰跡（第49図）

位置　調査区の南東部，D4115区了

規模と平面形　長軸3．95m，一短軸3．78I11の隅丸方形である、「

主軸方向　N－240－E

璧　壁高は10～18cmで，外修して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でタ　特に踏み固められた部分はない。

ぽッ距　6か所（Pl～P6）。Pl～P3は径26～36cmの円形で，深さ10～16cmである。規模と配置から主柱穴

と考えられる。P4は径27cmの円形で言葉さ＝元mである。南東壁寄りに位置していることから，出入り口施設

に伴うピットと考えられる。P5ゆ㌘6ほ長径35038cm，短径26の28cmの楕円形で，深さ30。36。mである。性格

は不明である。

尊堂　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子もガラス質粒子少量，赤色粒子や今市軽石粒子・七本桜軽石粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子0今市軽石粒子や七本桜軽石粒子少量，ガラス質粒子の赤色粒子微量
3　暗褐色　今市軽石粒千・七本桜軽石粒子中量，ローム粒子。赤色粒子微量

遺物　弥生土器片12点，土製品1点（紡錘車上　礫2氏　混入したとみられる縄文土器片6点，土師器片1点

が出土している。第50図12e TP70～TP74は弥生土器である。床直上では　TPmの広口壷の頚部片が中央

部から，DPlの紡錘車が東壁際の中央部から斜位の状態でそれぞれ出土している。床面では，12の広口壷の

‖＋＋！

ごまIlS－；　誓l

第鯛図　第1号住居跡実測図

－50－
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0　　　　　　　　　　　　　　2m
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底部片が南西コーナー付近から横位

の状態で，TP72の広口壷の胴部片

がPlの東側からそれぞれ出土して

いる。その他，TP70の広口壷のロ

縁部片，TP73・TP74の広口壷の

胴部片が覆土からそれぞれ出土して

いる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や

出土土器から判断して後期後半と思

われる。

第1号住居跡出土遺物観察表

第50図　第1号住居跡出土遺物実測図

トー－→一一一一」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第50図

12

広　口　壷

弥生土器

B（5．5）

C　7．1

底部の破片。胴部には，附加条二桂（附加1条）の縄文が施されている。砂粒・長石・雲母・

白色粒子

橙色　普通

10％　　　　 PL18

TP70

広　口壷

弥生土器

B（4．3）口縁部の破片。ロ縁部は無文。頚部との境には，隆帯が巡っている。 砂粒・石英・白色粒子

にぷい黄橙色

普通

5％

外面煤付着

TP71

広　口壷B（4．9）頚部の破片。櫛歯状工具（3本）による縦区画により分割され，区画内に砂粒・石英・白色粒子5％

弥生土器 は波状文が施されている。 灰黄褐色

普通

TP72

広　口壷B（5．5）胴部の破片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。砂粒・長石・白色粒子5％

弥生土器 羽状構成をとる。 にぷい黄褐色

普通

TP73

広　口　壷

弥生土器

B（4．9）胴部の破片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。砂粒・長右・石英・

白色粒子

にぷい黄橙色　普通

5％

TP74

広　口壷

弥生土器

B（4．5）胴部の破片。胴部には，附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。砂粒・石英・白色粒子

にぷい黄褐色

普通

5％

図版番号 器　種
計　　測　　値

材　質 特　　　　　　 徴 備　　考
径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第50回DPl 紡錘車 5．0 2．5 0．6 47．4 土　　製断面は楕円形で，2本単位の平行線文が，放射

状に施されている。

PL19

第16号住居跡（第51図）

位置　調査区の北西部．，C3cl区。

規模と平面形　長軸4．85m，短軸3．88mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－630－W

壁　壁高は24－31cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固めた部分はない。

ピット　4か所（Pl－P4）。P1－P3は径42－50cmの円形，P4は，長径46cm，短径38cmの楕円形で，深さは

32－64cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。

ー51－



炉　ほぼ中央部に位置している。長径66cm，短径43cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉

である。炉の長径方向は住居跡の主軸方向とほぼ同じである。覆土は焼土粒子や炭化粒子を微量含む程度で，

炉床は硬くない。

炉土層解説
1　にぷい赤褐色　ローム粒子少量，ロームノトブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　白色粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小プロツ
2　黒褐色　白色粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック・　　　　　　　ク少量，白色粒子微量

焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量，白色粒子微量

遺物　弥生土器片88点，礫5点，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片3点，土師器片9点が出土して

旦　3。．6m

可　　　叫可

上30．2m
・－、　＿　＿＿」コ′・・・一一一

第51回　第16号住居跡実測図

咄£■ププ

頂
岬㌦

第52図　第16号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　＿；＿　　　！

1m

！　　　；　　　！

⑳生9。

巳＿′嘩墜萱■8
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いる。出土土器のほとんどは細片である。第52回温9怨TP89～TP95は弥生土器である。i9ほ広日義の底部片穿

TP89～TP92は描線部片タ　TP9ほ頚部片　T㌘鍼のTP鈍は胴部片で　いずれ　覆土から出土しているe

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態や出土土器から考えて後期後半の可能性が高いと思われる。

第蟻号住居跡出土遺物観察表

図版番可 器 種 序 測値（cmラ　　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 恒 の色調 の焼成　 備　 考

第52図　 広　口 壷 8 工 ．‖底部の破片∴胴部には，附加条∴種 （附加 上釦　 の縄文が施されている∴　砂粒・雲母・白色拉十　 5 ％

19　　 弥生土器 つH ．の　底部は摩滅し不明∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 赤色粒子・針状鉱物

にぷい椅色　 普通

広　＝　壷 B L ・い　 ＝緑部の破片十日唇部には，棒状工畑 二よる抑圧が施されている∴　　　 砂粒 ・白色粒子　　 5％

T P 紳　 弥生土器 橙色

普通

広　＝　壷 鋸 ・ツ　目線部の破片∴＝唇部には，縄文が施 されている∴＝緑部は無文∴目線部 砂粒・雲廿 白色粒子　 5 ％

T P 伸　 弥生士器 と頸部の境には芦　隆帯が巡っている㌶　　　　　　　　　　　　　　　　 灰黄色

普通

広　＝　壷 B は ・針　 目綾部の破片十　日唇部には言 亀文が施されているご　目線部は無文こ　目線部 砂粒・雲母・白色粒子　 5 ％

T P m ．い弥生士器 と頚部の境には，隆帯が巡っている。　　　　　　　　　　　　　　　 灰黄色

普通

広　＝　壷 r‖ ご・中　 日綾部の破片∴　＝唇部には，棒状工出 二よる抑圧が施されているこ目線部 砂粒・石英帝 色粒子　 5 ％

T P 里　 弥生土器 ほ無文。目線部と頚部の境には声　隆帯が巡っている。　　　　　　　　　 橙色

普通

広　＝　壷 I‖ 3・机 上頚部の破片∴栴歯状工出 二よる波状文を施文した後に，山形文が施されて 砂粒・石英・白色粒子　 5 ％

T P tH　 弥生土器 いる予　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 樺色

普通

広　＝　壷 f日 工が　胴部の破片∴胴と出二は，附加条1 種 （附加2 条う　の縄文が施 されているし　砂粒・長石・石英・ 5％

T P 侶　 弥生土器 白色粒子 ・小礫

にぷい黄褐色　 普通

広 ［］壷 B （2診‖胴部の破片。胴部にはタ　附加条二様 腑 加 1条）の縄文が施されている。 砂掛 石英の白色粒子0　5 ％

T P怖　 弥生士器 小礫

灰黄褐色　 普通

第膵考健腰静（第53囲う

位置　調査区の中央部，C2e7区、「．

規模と平面形　長径6．8Iu，短径6．75Illの円形である。「．

壁　壁高は＿15－29（一mで，外傾して立ち上がる。・、

床　ほぼ平坦で，出入り口施設から炉に向かう付近が，よく踏み固められている。

ぽッ睦　7か所津且～㌘7）。P且～P3は径42～50cmの閏乳　P4は長径蛾m，短径蟻mの楕円形で，深さは37～

66cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。P5ほ径姻cmの円形で言深さ22cmである。南壁寄りに位置

していることから資　出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6録㌘7ほ長径54063cmタ　短径48砂55彿の楕円

形で，深さ＿10・22〔ⅧであるrJ性格は不明である。

炉　中央部に位置し　長径錮cm　短径錮cmの楕円形で　床面を6cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉

床はタ　火熟を受けて赤変している。炉石は，炉内の南側に位置しタ　炉の長径と直交するように据えられている。

炉石の上面は加熱を受けて赤変している、。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子一少量，ローム粒子・・焼土中ブロック・炭化粒　2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少鼠　ローム粒子・焼

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土中ブロック微量

援蓋　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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土居解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　弥生土器片243点，土師器片237点，石器1点（敲石），炉石1点，礫18点，混入したとみられる縄文土

器片2点が出土している。遣物は全体に散在し，覆土上層から下層にかけては土師器が，下層から床面にかけ

ては弥生土器が出土している。第54・55図21～28・TP96－TP109は弥生土器，30～35は土師器である。覆

土上層では，27の広口壷の底部片が炉の西側から，28の広口壷の底部片がP3の上面から，30の高杯の杯部片

や武

ー一塩＿＿
第53図　第17号住屈・跡実測図
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が炉の西側から逆位の状態で，32の器台の脚部片が中央部から，TP107の広口壷の胴部片が中央部から，35

の台付嚢の体部から口緑部片がP3の東側から，34の嚢の底部片がP3の北側からそれぞれ出土している。覆土

下層では，21の広口壷の口緑部から胴部片と24の広口壷の底部片が南側壁際から，26の広口壷の底部片が北側

壁際から，31の高杯の脚部片が中央部から，TPlOOの広口壷の頚部片が南側壁際から，TPl05の広口壷の胴

部片がP2の東側から，TPl06の広口壷の頚部から胴部片が北東壁際からそれぞれ出土している。また，23の

広口壷の底部片はP2の北東側から出土した破片が接合したもので，33の嚢の体部から口縁部片は中央部と東

壁際から出土した破片が接合したものである。床面では，25の広口壷の底部片がP2の東側から，TPlOlの広

口壷の頚部片が南側壁際から，Q40の炉石が炉内火床面から，Q41の敲石が西側壁際からそれぞれ出土してい

る。Plの覆土からは，TPl08の広口壷の胴部片が出土している。その他，22の広口壷の底部片，TP96～T

P99の広口壷の口緑部片，TPl02の広口壷の頚部片，TPl03の高杯の杯部片，TPlO4・TPl09の広口壷の

胴部片が覆土からそれぞれ出土している。

所見　本跡から，土師器片が出土しているが，出土位置が中央部に集中していることや出土層位からみて，本

跡廃絶後の一括投棄と思われる。時期は，遺構の形態や覆土下層から床面の出土土器から判断して，後期後半

と思われる。

ぎ竃望恕謬鰯園

第54図　第17号住居跡出土遺物実測図（1）

起♂

、三二l千選二
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紗』

28

第55回　第17号住居跡出土遺物実測図（2）

第17号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一－十－」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第54図 広　口壷 A〔17．2〕口縁部から胴部の破片。口唇部には，縄文が施されている。口縁部は無文砂粒・雲母・白色 5％　　　　 P L18

21 弥生土器 B（7．6）で，口緑部下端には，3条の隆帯が巡っている。胴部には，附加条二種（附粒子・針状鉱物

加1条）の縄文が施されている。 浅黄橙色　普通

22

広　口壷 B（5．3）底部の破片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。砂粒・長石・石英 5％

弥生土器 C　6．7 底部布目痕。 にぷい橙色

普通

23

広　口壷 B（2．6）底部の破片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。砂粒・雲母・白色粒子 10％

弥生土器 C〔7．8〕底部砂目痕。 にぷい黄橙色

普通

24

広　口壷 B（4．2）底部の破片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。砂粒・石英・雲母・5％

弥生土器 C　6．8 底部砂日痕。 白色粒子・小礫

明黄褐色　普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54図 広　 口 壷 B （3 ．1）底部 の破片。胴部 には，附加 条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されている。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

25 弥生土器 C 〔10 ．6〕底部 の縁 の一部が焼成前 につぶ された状態 であ り，粗庄痕や藁の繊維痕が 白色粒子 内面剥離

ある。 明黄褐色　 普通

第55図 広　 口　壷 B （1．9）底部 の破片。胴部 には， 附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 5 ％

26 弥生土器 C 〔7．8〕 底部布 目痕。 白色粒子

にぷい黄褐色　 普通

外面煤付着

27

広 ［］壷 B （2．3） 底部の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

弥生土器 C 〔8 ．3〕 底部木葉痕。 雲母

にぷい黄褐色　 普通

28

広　 口　壷 B （2 ．1）底部 の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されてい る。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

弥生土器 C 〔7 ．2〕底部 木葉痕。 雲母

にぷい黄褐色　 普通

第54図 広　 口　壷 B （4．4） 口緑部の破片。複合 口緑 を皇 し， 目線部下端 には，隆帯が巡 っている。頸 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

T P 96 弥生土器 部 には，櫛歯状工具 による横走文が施 されてい る。 小礫

にぷい褐色　 普通

T P 9 7

広　 口　壷 B （3．0） 目線部の破片。口唇部 には，棒状工具に よる押 圧が施 されている。口縁部 砂粒 ・雲母 ・白色 5 ％

弥生土器 は無文。口縁部 下端には，隆帯が巡っている。 粒子 ・赤色粒子

橙色　 普通

T P 9 8

広 ［］壷 B （4 ．2）

l

口縁部 の破片。 口唇 部には，縄文 が施 されている。 目線部 は無文。 口縁部 砂粒 ・白色粒子 ・ 5 ％

弥生土器 下端 には，隆帯が巡 っている。 赤色粒子

にぷい褐 色　 普通

T P 99

広　 口　壷 B （2．3） 口縁部の破片。複合 口緑 を皇 し， 口緑部下端 には，隆帯が巡 ってい る。頸 砂粒 ・白色粒子 5 ％

弥生土器 部 には，櫛歯状工具 による横走文が施 され てい る。 灰褐色

普通

T P lO O

広 ［］壷 B （3．4） 頚部の破片。櫛歯状工具 （3 本） による縦区画 により分割 され，区画内に 砂粒・雲母・白色粒子 5 ％

弥生土器 は波状文が施 されている。 灰黄褐色

普通

T P lO l

広　 口　壷 B （5．2）頚 部の破片。櫛歯状工 具 （3 本）に よる縦区画に より分割 され，区画 内に 砂粒・雲母・白色粒子 5 ％

弥生土器 は波状文 と斜行文 が施 されている。 にぷい黄褐色

普通

外面煤付着 ‾

T P l O2

広　 日　東 B （3．4）頸部 の破片。櫛歯状工具 （3 本） による縦 区画 によ り分割 され，区画内 に 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

弥生土器 は波状文が施 されて いる。 雲 母

にぷい黄褐色　 普通

T P lO 3

高　　 杯 B （3．4） 杯部の破片。櫛歯状工具 （5 本） による山形文 と，棒状工具に よる刺突文 砂粒・雲母・白色粒子 5 ％

弥生土器 が施 されている。 にぷい黄褐色

普通

T P lO4

広　 口　壷 B （8 ．2）胴 部の破片 。胴 部には，附加条二種 （附加 1 条） の縄 文が施 されている。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 10 ％

弥生土器 羽状構成 を とる。 白色粒子

明黄橙 色　 普通

広 ［］壷 B （10．7） 胴部 の破片。胴部 には， 附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されてい る。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

T P lO 5 弥生土器 羽状構成 をとる。

頚部か ら胴部の破片。頚部 は無文で，胴部 との境に櫛歯状工具 （4 本）に

雲母 ・小礫

にぷい黄褐色　 普通

広　 口　壷 B （6．4）

B （4 °9）i

B （4．0）

B （7．4）

砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 5 ％

T P lO6

T P lO 7

T P lO 8

T P lO9

弥生土器

広　 口　壷

弥生土器

広　 口　壷

弥生土器

広　 口　壷

弥生土器

よる波状文が巡っている。胴部には，附加条二種 （附加 1 条）の縄 文が施 白色粒子 外面煤付着

5 ％

5 ％

5 ％

されている。 にぷい橙色　 普通

胴 部の破片 。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の縄文 が施 されている。

胴部の破片。胴部 には， 附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 され てい る。

胴部の破片潤 には’撚 り糸文が格子 削 犬に施 されてい るO i

砂粒 ・石英 ・雲母 ・

白色粒子

にぷい黄褐色　 普通

砂粒 ・石英 ・雲母

にぷい黄橙色

普通

砂粒 ・長石 ・石英 ・

雲母

にぷ い橙色　 普通

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54図 高　 率 B （3．9） 杯部 の破片。杯 は下位 に稜 を もち外 杯部外面パ ケ目調整後，ヘ ラ磨 き， 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 20 ％

30 土　 師 器 傾 して立 ち上が る。脚部 との接合 は

ソケッ ト式。

内面へ ラ磨 き。 白色粒子

橙色　 普通

－57－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54図 高　　 杯 B （7．1） 脚部の破 片。脚部は ラッパ状 に開 き，脚部外面斜位のパケ 目調整後，斜位 砂粒 ・長石 ・雲母 40 ％

31 土 師 器 D lO ．1

E　 6 ．6

中位 に 3 孔が空 けられている。 のヘ ラ磨 き，内面横位のパケ 目調整。 にぷ い橙色

普通

32

器　　 台 B （5 ．3） 脚部 の破片。脚 部はラ ッパ状に開 き，脚部外面へラナデ， 内面斜位のパ ケ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 15％

土 師 器 E （4．6） 中位 に 3 孔が空 けられ ている。器受

部 中央部 に単孔が ある。

目調整後，ナデ。 小礫

にぷい橙色　 普通

第55図 婆 A 〔20．8〕 体部か らロ緑部の破片。体部 は内攣 目線部外面斜位 のパ ケ目調整，内面 砂粒 ・長石 ・石英 20％

33 土　 師 器 B （13．4） して立 ち上が る。頚部は くの字状 に 横位 のパケ目調整。体部外面斜位の 黒褐色

くびれ， 日録部は外反す る。 パケ 目調整，内面へ ラナデ。 普通

34

婆 B （2．0） 底部の破片。やや突出 した平底。 底部 ・体部外面斜仕のパケ 目調整。 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 10％

土 師 器 C　 5．8 内面 ナデ。 白色粒 子

にぷい赤褐色　 普通

35

台 付 聾 B （6．3） 体部か ら目線部の破片。体部は内攣 ロ縁部外両横ナデ，内面横 位のパケ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 10％

土 師 器 して立ち上がる。口縁 部は S 字状 を 目調整後，横ナデ。体部外面斜位 の 白色粒子 ・小礫

呈 し，端 部は欠損 し不明。 パ ケ目調整，内面ナデ。 にぷい橙色　 普通

図版番号 器　 種

計　　 測　　 値
石　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第55図Q 40 炉　　 石 （10．6） 8．5 6．0 （790 ．5） 安　 山　岩 断面形 はか まぼこ状 を里 し，上面 は加熱 を受け

赤変 してい る。一部 に煤付着。

Q 41 敲　　 石 1工1 6．0 4．8 3 97 ．6 安　 山　岩 平面 は不整楕円形 を皇 し，端部及び中央部に敲

打痕が残 る。

第2の考住居跡（第56図）

位置　調査区の北西部，B2j9区。

重複関係　北側を東西に第7号溝に，南側を東西に第5号溝にそれぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．79m，短軸4．65mの隅丸方形である。

主軸方向　N－840－E

壁　壁高は15－26cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，小さな凹凸がみられる。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl。P3。P4は径25～37cmの円形，P2は長径36cm，短径30cmの楕円形で，深

さは8～28cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は長径46cm，短径39cmの楕円形で言葉さ19cm

である。西壁寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6－P8は径25～30cm

の円形，P7は長径24cm，短径20cmの楕円形で言葉さは19～65cmである。位置的に補助柱穴と思われる。

炉　中央部に位置している。長径65cm，短径60cmの楕円形で，床面を9cm掘りくぼめた地床炉である。炉の長

径方向は住居跡の主軸方向と直交する。覆土は焼土粒子や炭化粒子を少量含む程度で，炉床は硬くない。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

炭化粒子微量

－58－

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量



遺物　弥生土器片303点，土師器片242点，土製品3点（紡錘車），炉石1点，礫14点が出土している。遺物は

中央部付近から土師器，中央部から壁際にかけて弥生土器が出土している。第57・58図182－191・TPllO～

TP123は弥生土器，192－195は土師器である。覆土上層では，186の広口壷の底部片が炉の東側から，188の

広口壷の底部片が炉の北側から，TP115の広口壷の口緑部片がP6の北側から，TP123の広口壷の胴部片が

P5の南東側から，Q42の砥石が炉の西側からそれぞれ出土している。覆土上層から下層にかけては，193の嚢

の底部から口縁部片が炉の東側から破片の状態で出土している。覆土下層では，182の口縁部一部・胴部下位

欠損の広口壷がP4の東側からつぶれた状態で，183の口縁部・胴部下位欠損の広口壷がP7の東側からつぶれ

た状態で，191の片口皿がP6の南側から，192の台付嚢の脚台部片が炉の東側付近から，194・195の嚢の休部か

ら口縁部片が炉の東側から，190の広口壷の胴部から底部片がP6の上面から，TP114の広口壷の□緑部片，

TP120の広口壷の頚部片が中央部から，TP118の広口壷の頚部から胴部片がP2の西側から，TPl17の広口

壷の頚部片が炉の東側から，TP121の広口壷の胴部片が炉の北西側から，TP122の広口壷の胴部片が炉の南

側から，DP2の紡錘車が炉の北西側からそれぞれ出土している。床面では，184の広口壷の底部片が炉の南

東側から，185の広口壷の底部片が炉の東側から，187の口縁部・底部の一部欠損の広口壷が東壁際からつぶれ

た状態で，189の広口壷の底部片が炉の東側から，TP116の広口壷の口縁部から頚部片がPlの上面から，TP

A。。．。m　　可　可
1

第56図　第20号住居跡実測図

ー59－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L　　　；　　　！

1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　」



0　　　　　　10cm

し　一一；　［

第57匡l　第20号住居跡出土遺物実測図（1）
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TPllO

‾l

TP112

瑚
TP113

TPl18　　　　TP120



119広口壷の頚部片がP6の南側からそれぞれ出土している。その他，TPllO－TPl12の広口壷の口縁部片，

TPl13の高年の口縁部片，DP3・DP4の紡錘車が覆土から出土している。

所見　本跡から，土師器片が出土しているが，出土位置が中央部付近であること，出土状況は破片が散らばっ

た状態であることや出土層位から判断して，本住居が廃絶した後の一括投棄と思われる。時期は，遺構の形態

や覆土下層から床面の出土土器から判断して後期後半と考えられる。

健二』

＿l「二

第58図　第20号住居跡出土遺物実測図（2）

第20号住居跡出土遺物観察表

Q42　　　　　DP3

0

」　　；一一「∃

図版番一号器　種計測値（仰）器　形　及　び　文　様　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第57図広　口壷A14．2口縁部の一部・胴部下位欠損。口唇部には，ヘラ状工具による刻みが施さ砂粒・石英・雲母・45％　　　　PL19

182弥生土器B（16．7）れている。口緑部は複合口緑を呈し，1段目下端から2段目にかけて，2白色粒子・針状鉱物外面煤付着

HlO．2個1組の癌が3単位にわたり貼られている。頸部から胴部にかけて，附加にぷい赤褐色ロ縁部輸積み痕

I14．7条二種（附加1条）の縄文が施され，胴部との境は無文帯が巡る。羽状構普通

成をとる。

－61－



図版番号 器　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 ！ 備　 考

第57図 広　 ＝ 壷 B （ユ5．0） 口緑部 ・胴部下位欠損。 日縁部 と頚部の境 には，隆帯が貼 られている。勇 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 45％　　　　 P L 19

18 3 弥生土器 H 12．7 部 は，櫛歯状工具 （3 本） による縦区画に より5 分割 され，区画 内は波状 白色粒子 ・針状鉱物 外面煤付着

I 18．1 文の部分 と，平行文に斜行文が施文 されている部分がある。胴部 には，附 にぷい赤褐色

加条二種 （附加 1 条）の縄 文が施 されている。 羽状構成 をとる。 普通

第58図 広　 ＝　壷 B （4 ．7）底 部の破 片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されている。 砂粒 ・石英 ・白色 15％

184 弥生土器 C 12．2 底部布 目痕。 粒千 ・赤色粒子

にぷ い橙色　 普通

第57図 広　 口 壷 B （3．3） 底部の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。 砂粒 0長石 ・石英 ・ 15％

18 5 弥生土器 C　 7．2 底部布 目痕。 赤色粒子 ・小礫

にぷい赤褐色　 普通

第58図 広　 ＝　壷 B （工8） 底部の破片 。胴部 には，附加 条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されてい る。 砂粒 ・長石 ・石英 10％

18 6 弥生土器 C　 6 ．6 底部砂 目痕。 にぷい橙色

普通

第57図 広　 口　壷 B （4上5） 口縁部 ・底部の一部欠損。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条）の縄 文が施 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 60 ％　　　　 P L 1 9

18 7 弥生土器 C 〔12．1〕 され てい る。底部布 目痕。 白色粒子

I 26．4 にぷい橙色　 普通

第58図 広　 口　壷 B （2 ．5） 底部の破片。胴部には，附加条二種 （附加 1 条）の縄 文が施 されている。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10％

18 8 弥生土 器 C 14 ．6 底部布 目痕。 白色粒子 さ赤色粒子

にぷい橙色　 普通

内面剥離

189

広 ［］壷 B （3．3）底部 の破片。胴部 には， 附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されている。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10 ％

弥生土器 C 〔8．8〕 底部砂 目痕。 白色粒子

にぷい橙色　 普通

190

広 ［］ 壷 B （5．3） 胴部か ら底部の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条）の縄文 が施 され 砂粒 ・長石 ・石英 10％

弥生土器 C 〔7．3〕 てい る。羽状構 成 をとる。底部砂 目痕。 にぷい黄橙色

普通

第57図 片　 口　皿 A 13．6 丸底。体部 は内攣気 味に立ち上が り， 口縁部 に至 る。 口唇部 にキザ ミが施 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 100％　　　 P L 18

19 1 弥生土器

1

B　 3．8

l　　　　　　 l

されている。

i

雲母 ・赤色粒子

にぷい橙色　 普通

T P l lO

広　 口　壷

弥生土器

B （5．7） 口縁部の破片。 目線部 は無文。 日録部下端 に，隆帯が巡 っている。 砂粒 ・石英 ・雲母・

白色粒子

にぷい赤褐色　 普通

5 ％

T P ll l

広　 口　壷 B （2．8） 日録部の破片。目線部は無文。目線 部下端に，隆帯が巡っている。胴部 に 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 5 ％

弥生土器 は，附加条二種 （附加 1 条）の縄 文が施 されている。 白色粒 子

にぷい褐色　 普通

T P l 12

広　 口　壷 B （2．9）′日録部 の破片。 目線部 は無文。 目線部下端 に，隆帯 が巡 ってい る。胴部 に 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

弥生土器 は， 附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されている。 雲母

灰褐色　 普通

T P l1 3

T P l14

T P l 15

T P l16

T P l 17

T P l1 8

T P l19

高　　 年 B （2．8） 口縁部の破片。 口唇部直下 に，櫛歯状工具 （5 本）の波状文が巡 り，下位 砂粒 ・長石 ・石英 5 ％　　　　 P L 1 9

5 ％

5 ％　　　　 P L ユ9

％

％　　　　 P L 19

％

％

弥生土器

広 ［］壷 B （3 ．0）

には，刺突文が施 されてい る。

口緑 部の破 片。口唇部には，ヘラ状工具 に よる刻 みが施 されている。 口唇

にぷい橙色

普通

砂粒・雲母e白色粒子

弥生土器

広　 口　壷

直下か ら， 附加 条二種 （附加 1 条） の縄文 が施 されている。 灰褐色

普通

B （6．3） 口縁部 の破片。 口唇部 には，棒状工具 による押圧が施 されてい る。目線部 砂粒 ・雲母 ・石英 ・

弥生土器

広　 口　壷

右ま無文。 ［〕縁部 と頸部の境 には， 1 列の刺突文が巡 っている。頚部か ら， 針状鉱物

β相加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されてい る。 にぷい橙色　 普通

B （6．1） 口縁部か ら頚部の破片。 口唇部には，ヘ ラ状 工具に よる刻みが施 されてい 砂粒 ・長石 ・石英 ・

弥生土器

広　 口　壷

る。 口縁部には，櫛歯状工具に よる波状 文が巡っている。 雲母

にぷい褐色　 普通

B （5．1）空軋部の破 片。櫛歯状 工具 （4 本） による縦 区画 によ り分割 され， 区画内 に 砂粒 ・長石 ・雲母 ・

弥生土器 i

広 ［］ 壷

‘ま，波状文 が施 されている。 白色粒子

浅黄橙色　 普通

B （3．4） 空奨部 から胴部の破片。頚部 は，櫛歯状工具 （4 本） による縦区画に より分 砂粒・石英0白色粒子

ホ生土器

ム　ロ　壷

蛮
H

B （6．0） 空

りされ，区画内 には格子 目文が施 されてい る。 にぷ い橙色

普通

蜃部の破片。櫛歯状工具 （5 本）で山形文に よる区画が施 されている。区 砂粒 ・長石 ・石英 ・

弥生土器 画内には，波状文が施 されている。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の ′赤色粒子

糸亀文が施 されている。 にぷい橙色　 普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第57回 広　 ＝　壷 B （3．2） 頚部の破片。櫛歯状工 具 （3 本） による格子 目文が施 されている。胴部に 砂粒 ・石英 ・雲母 5 ％

T P 12 0 弥生土器 は，附加 条二種 （附加 1 条） の縄文が施 され ている。 にぷい橙色

普通

T P 1 21

広 ［〕壷 B （7 ．4） 胴部 の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。 砂粒・石英・白色粒子 5 ％

弥生土器 羽状構成 をとる。 にぷい黄褐色

普通

T P ユ22

広　 ＝　壷 B （10．0） 胴部の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 され ている。 砂拉・石英・白色粒子 5 ％

弥生土器 羽状構成 をとる。 灰褐色

普通

T P 123

広　 ＝　壷 B （8 ．7） 胴部の破 片。胴部 には， 附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

弥生土器 羽状構成 をとる。 小礫

明赤褐色　 普通

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第58図 台 付 聾 B （8．5） 脚台部の破片。脚 台部はハの字状 に 脚台部外面縦位のヘ ラ削 り，内面横 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 15 ％

19 2 土 師 器 D　 9．6

E　 5 ．6

開 く。 ナデ。 白色粒子 ・小礫

赤褐色　 普通

193

棄 A 16 ．4 底部 から目線部の破片。平底。体部 口縁部内 の外面横 ナデ。体部外面斜 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 55％

土　 師 器 B　2上3 は球状 を里 し，中位 に最大径 を もつ。 位のパケ 目調整 ，内面横位 のヘ ラ削 白色粒子 ・小礫

C 〔6」〕 頚部 は くの字状 に くびれ， 目線部は

外反す る。

り。 灰黄褐色　 普通

194

襲 A 〔15．6〕 体部か ら日録部の破片。体部は内攣 日録部外面斜位 ・内面横位のパケ 自 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10 ％

土　師 器 B （5．8） して立ち上 がる。頚部 は緩やかに く 調整後，横 ナデ，体部外面斜位のハ 赤色粒子

びれ，目線部 は外反 する。 ケ昌調整 ，内面横位 のパ ケ自調整後 や

ナデ。

にぷ い褐色　 普通

195

聾 A 〔ユ3。7〕 体部 から日録部の破片。体部 は内攣 口縁部外面縦位 ・内面横位 のパ ケ目 砂粒 ・長石 ・石英 10％

土　 師 器 B （5．4） して立 ち上が る。頚部 は緩やか にく 調整後，横 ナデ。体部外面斜位のハ 橙色

びれ， 目線部は外反す る。 ケ 目調整， 内面 ナデ。体部外面上位 普通

に輪積み痕。

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

斤 特　　　　　　 徴 備　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第5渦D P Z 紡 錘 車 5．5 上8 0 ．7　　　　 55 ．2 土　　 製 断面 は長方形で， 3 本単位の平行線文が，放射

状 に施 されてい る。

P L 19

D P 3 紡 錘 車 （3 ．7） 上2 不明 （9 ．0） 土　　 製 断面は長方形で， 2 列単位 の円形刺突文が，放

射状 に施 されている。

D P 4
！

紡 錘 車 （3誹 （1．1） 不 明 （6．7） 土　　 製 断面は長方形 と推定 され， 2 列単位の円形刺突

文が，放射状 に施 されている。

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！石 質

！ 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第58回Q 42 砥　　 石 （8誹 4．5 3．0 （188調 砂　　 岩 断面は長方形を里し，研 ぎ面は1面。

第調号健腰掛（第59図）

位置　調査区の南西部，C3b4区。

規模と平面形　長軸4．77m，短軸4．3mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－530－E

壁　壁高は8～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分はない。

ピット　4か所（PトP4）。P巨P4は長径30～36cm，短径23～26cmの楕円形，P2。P3は径26－32。mの円
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形で，深さは40～59cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。

炉　ほぼ中央部に位置している。長径70cm，短径61cmの楕円形で，床面を6cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉

である。炉の長径方向は住居跡の主軸方向と同じである。覆土は焼土粒子や炭化粒子を微量含む程度で，炉床

は硬くない。

炉土屠解説
1暗赤褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土拉了・少量，ローム粒子微量

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土居解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　弥生土器片39点，石器1点（敵石），礫2点が出土している。これらの遣物の大部分は，遺構全体の覆

土中に散在した状態で出土している。第60図13－17・TP75－TP78は弥生土器である。覆土中層では，TP

76の広口壷の胴部片が西側壁寄りから出土している。覆土下層では，14の広口壷の胴部から底部片が炉の南西

付近から横位の状態で，17の手淫土器が北東壁際から正位の状態で，Q33の敵石がP2の北西側からそれぞれ

出土している。床面では，13の広口壷の口緑部から頸部片が炉の東側から横位の状態で，16の広口壷の底部片

可　　皿1

F　30．2m
3　　　2

一・　一トtで、こ＿　　一

第59図　第23号住居跡実測図
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がP2の東側から正位の状態で，TP77の広口壷の胴部片とTP78の広口壷の底部片が北東壁寄りから，それ

ぞれ出土している。15の広口壷の底部片は，P2の北側と北東壁際の破片が接合したものである。覆土からは，

TP75の広口壷の口縁部片が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や床面の出土遣物から判断して後期後半と考えられる。

、、・：　・

∴

第60回　第23号住居跡出土遣物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表

醤乳
、1　、　－ヽ，

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第60図広　口壷A〔15．2〕口縁部から頚部の破片。口縁部には，櫛歯状工具（3本）による波状文が砂粒・長石・雲母・15％　　　　PL18

13 弥生土器B（11．6）施されている。口緑部と頸部の境には3条の隆帯が巡り軽い押圧が施され白色粒子・針状鉱物

ている。頚部は，櫛歯状工具（4本）による縦区画により四分割され，区浅黄橙色　普通

画内は波状文が施されている。

14

広［］壷B（7．0）胴部から底部の破片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施され砂粒・長石・石英・15％　　　　 PL18

弥生土器C　6．2 ている。底部木葉痕。 白色粒子

にぷい橙色　普通

外面煤付着
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図版番号 器　 種 計測値（cmラ ．器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎上 ・色調 ・焼成 備　　 考

第60図 広　 ＝　壷 B （4 。5） 底部の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の縄文 が施 されている。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 5 ％

15 弥生土器 C 〔13 ．2〕 底部砂 昌痕 。 白色粒千

にぷい黄褐色　 普通

16

広　 口　壷 B （3．2）底部 の破片。摩滅 しているが胴部 には，附加条二種 （附加 1 条）の縄 文が 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10 ％

弥生土器 C　 5．3 施 されてい る。底部木葉痕。 小礫

にぷい橙色　 普通

二次焼成

．17

手捏土器

弥生土器

A　 8．5

B　 3 ．0

丸底。ロ縁部一部欠損。内 の外面指頭 痕あ り。 砂粒・雲母・白色粒子

にぷい褐色

普通

95％　　　　 P L ユ8

T P 7 5

広　 口　壷

弥生土器

B （上7） 目線部 の破片。 口唇部 には，縄文が施 されてい る。 目線部は無文。 砂粒・雲母・白色粒千

にぷ い褐色

普通

5 ％

T P 76

広　 ＝　壷 B （12．3） 胴部の破片。胴部 には，附加条一種 （附加 2 条）の縄文 が施 されている。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10％

弥生土器 羽状構成 をとる。 雲母 ・小礫

暗赤褐 色　 普通

広　 口　壷 B （8 ．4） 胴部 の破片 。胴部 には，附加 条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されてい る。 砂粒 ・石 英 ・白色 5 ％

T P 7 7 弥生土 器 羽状構成 を とる。 粒子 ・小礫

明黄褐色　 普通

広 ［］壷 B （3。3） 底部の破片。胴部 には，附加条二種 （附加は 条）の縄文が施 されている。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 5 ％

T P 78 弥生士器 底部木葉痕。 白色粒子

にぷい黄褐色　 普通

図版番号 器　種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考長さ（cm）中綿 m） 厚さ（cm）重量（g）

第6掴Q33 敲　　 石 肛 4）恒 ・中 ・9 （429．4） 砂　　 岩 平面は楕円形を呈し，端部に敲打痕が残る。

第錆号健腰掛（第61回）

位置　調査区の北西部，B3g5区。，

重複関係　北東側を第309号土坑に，南側を第314号土坑に，それぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　確認できた西側壁と柱穴からタ　長軸在85m，短軸4。7mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－480－Eと推定される。

壁　傾斜地に構築されているため，北壁から東壁にかけての覆土は流出している。壁高は3～12。mで，外傾し

て立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固めた部分は確認できない。

ぽッ紅　8か所（P巨P8）。PlゆP3e P4は長径28～34恥短径22～28cmの楕円私　P2は径22。mの円形で，

深さは51～67cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。P5ほ長径28cm，短径24。mの楕円形で深さ13。m

である。南西壁寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6e P7は長径28～

37cm，短径22～24cmの楕円私　P8ほ径52cmの円形で言策さは7～19cmである。性格は不明である。

ピット土層解説
Pl

l　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム小ブロッ
ク・炭化粒子微量

P2

1　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微

l≡ヨ

里

P3

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム大ブロック。ローム小ブロック0ローム粒子少
Eヨ

里
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3　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微
巨ヨ

盈

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量



P4

1　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少量ラ　炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム太ブロック・ローム小ブロックをローム粒子少
Eヨ

嬰，

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック0ローム小ブロッ
ク少量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

尊豊　覆土は3層からなりタ　堆積状況がレンズ状を呈していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　白色粒子少量ク　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量
3　褐　　色　ロームノJ、ブロック中量

遺物　弥生土器片41瓦　礫6息　混入したとみられる縄文土器片1点が出土している。第62図TP79～TP84

は弥生土器の広口壷である。覆土は薄くほとんどが床面からの出土である。TP80の頚部片はP2の西側から，

同一個体と思われるTP82e TP84の胴部片が中央部から，TP83の胴部片がP2の北側からそれぞれ出土し

ている。覆土からは，TP79の目線部片が，TP81の頚部片がそれぞれ出土している。

所凰　本跡は，東側部分が傾斜地にかかるため，住居跡の全容をとらえられなかった。本跡の時期は，遺構の

形態や出土土器から判断して後期後半と思われる。

D　29．8m E

‾‾－‾‾　‾‾‾‾γl‾II‾‾‾　‾‾訂
第馴図　第25号住居跡実測図
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抱卵

辟霊9

TP81

第62図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（伽） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第62回 広　 口　壷 B （1．5） 口綾部の破片。口唇部 には，ヘ ラ状工具に よる刻みが施 されている。口緑 砂粒・石英・白色粒子 5 ％

T P 79 弥生土器 部 は無文。頚部 との境に，隆帯が巡っている。 明黄褐色

普通

T P 8 0

広　 口 壷

弥生土器

B （6．2） 頸部の破片。櫛 歯状 工具に よる波状文が施 されている。 砂粒 ・白色粒子 ・

赤色粒子

橙 色　 普通

5 ％

T P 8 1

広　 口　壷 B （1．4）頚部 の破片。柿歯状工 具 （5 本） による縦 区画 によ り分割 され，区画内に 砂粒 ・雲母 ・白色 5 ％

弥 生土器 は，波状文が施 され ている。 粒子 ・′ト礫

にぷ い橙色　 普通

T P 82

広　 口 壷 B （7．9）胴部の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。 砂粒・雲母・白色粒子 5 ％

弥生土器 羽状構成 をとる。 灰黄褐色

普通

T P 8 3

広　 口 壷 B （4．3） 胴部の破片。胴部には，附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 5 ％

弥生土器 羽状構 成をとる。 白色粒 子

灰 黄褐色　 普通

T P 84

広　 口　壷

弥生土器

B （4 ．7）胴部 の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 され てい る。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・

白色粒子

灰黄褐色　 普通

5 ％

第26号住居跡（第63図）

位置　調査区の中央部，C3b9区。

規模と平面形　南東壁は削平され確認できなかったが，床面及び柱穴の配列から，長軸4．29m，短軸3．45mの

隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－51。－W

壁　壁高は5－8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部と南西コーナー付近が，特に踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径20～22cmの円形で，深さ50cmである。規模から主柱穴と考えられる。P2

は径23－24cmの円形で，深さ15cmである。P3は長径37cm，短径30cmの楕円形で，深さ12cmである。どちらも，

性格は不明である。

炉　中央からやや北側コーナー寄りに位置している。径42－46cmの円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。覆土は焼土粒子や炭化粒子を微量含む程度で，炉床は硬くない。炉石は，炉の東側に位置し，

炉の長径と平行するように据えられている。炉石の上面は加熱を受けて赤変している。

炉土居解説
1　時赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

覆土　単一層であり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
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遺物　弥生土器片20点，炉石1点，礫6点，撹乱等により混入したとみられる土師器片3点，須恵器片2点が

出土している。第64図18・TP85－TP88は弥生土器の破片である。覆土は薄くほとんどが床面からの出土で

ある。18の広口壷の底部片がP2の東側から逆位の状態で，TP86の胴部片が北西壁寄りから，TP87の胴部

片がP3の東側付近から，TP85の胴部片がPlの覆土中層から，Q36の炉石が炉の火床面からそれぞれ出土し

ている。覆土からは，TP88の底部片が出土している。

所見　本跡は南東壁側が削平され，住居跡の全容をとらえられなかった。時期は，遺構の形態や出土土器から

判断して後期後半と思われる。

QI　　可

E　29．6m

l

第63図　第26号住居跡実測図
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第26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cmラ 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第64図 広　 口　壷 B （4．2） 底部の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されている。 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 10％

1 8 弥生土器 C 〔1 6．2〕 底部砂 自痕。 白色粒子

にぷい黄橙色　 普通

T P 85

広 ［］壷 B （7 ．6）胴部 の破片。胴部 には，附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施 されている。 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 竿％

弥生土器 羽状構成 をとる。 白色粒子

にぷい黄褐色　 普通

T P 8 6

広 ［］壷

弥生土器

B （6．5） 胴部の破片。胴部‾には，附加条二種 （附加 1 条）の縄 文が施 されている。 砂粒 ・雲母 ・白色

粒子 。小礫

にぷい黄褐色　 普通

5 ％

T P 8 7

広 ［］ 壷

弥生土 器

B （6 ．1） 胴部の破 片。胴部 には， 附加条二種 （附加 1 条） の縄文が施 され てい る。 砂粒・白色粒子・小礫

灰褐色

にぷい黄褐色　 普通

5 ％

T P 88

広　 口　壷 B （3．0）底部 の破片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。 砂粒 ・白色粒子 ・ 5 ％

弥生土器 底部 は，摩滅 してお り不明。 赤色粒子

にぷい黄褐色　 普通

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第64図Q 36 炉　　 石 24．5 9．0 6．4 2，132．6 石英斑岩 断面三角形を皇 し，全面に火熱を受け赤変して

いる。

P L 19

第朋考健贋跡（第65図）

位置　調査区の南東部，C4j5区。

規模と平面形　長軸5．08m，短軸5．04mの隅丸方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は5～8cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉の東側を中心によく踏み固められている。

ぽッ匪　4か所（PトP4）。P巨P3昏P4は径34～45cmの円形，P2は長径42cm，短径35cmの楕円形で言策

さば75～87cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

ピット土層解説
Pl・P2・P3・P4

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量　　3　褐　　色　ローム粒子中量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量　　　　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子多量

炉　中央部のやや北寄りに位置している。長径59cm，短径50cmの楕円形で，床面を8cmほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。炉の長径方向は，住居の主軸方向とほぼ同じである。炉の南側に，炉の長径と直交するよう

に炉石が据えられている。炉石の上面は，加熱を受け一部に煤が付着している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量

啓蓋　ローム粒子を少量含んだ黒褐色土の単一層である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　弥生土器片25点，土製品1点（紡錘車），炉石1点，礫5点，撹乱等により混入したとみられる縄文土

器片18点，土師器片17点が出土している。第65図のTP125～TP127は弥生土器である。TP1250TP126は

広口壷の胴部片，TP127は広口壷の底部片で，いずれも覆土から出土している。DP9の紡錘車は北西コー

ナー部の床面から，Ql05の炉石は炉内の火床面からそれぞれ出土している。

所凰　時期は，遺構の形態や出土土器から判断して後期後半と考えられる。
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第44号住居跡出土遺物観察表

馴 ㈲ 可 器 裡 計測値km） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　 i胎土 ・色針 焼成 備　　 考

第65図　 広　口 壷 B （3凍 胴部の破片。胴部には，隆帯が貼られ，下位には附加条二種∴洞は旧主条）「砂粒 の長石 や石英や 5 ％

T P 125　弥生土器 の縄文が施されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小礫

にぷい橙色　 普通

広　＝　壷 B （2．2ラ胴部の破片。胴部には，附加条二種 腑 加1条）の縄文が施されている。 砂粒さ石英・白色粒子 5 ％

T P ユ26　弥生土器 にぷい赤褐色

普通

広　＝　壷 B （3潮 底部の破片。胴部には芦　附加壌二種 （附加 1条）の縄文が施されている。 砂粒石数滴色粒子 5 ％

T P 127　弥生土器 底部砂日東。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤橙色

普通

図版番号 器　 種
計　　 測　 ・値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考径（cm） 軽 さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g ラ

郎5齢 P 9 紡 錘 車 4．9 3。9
・5　 日 工6

土　　 製 断面は算盤王状を呈 し，表面に刺突文を有する。 P L 川

図版番号 器 種 i　 計　 測　 値　 i 石 質 特　 徴　 i 備 考

長さ（cm）　幅（cm）　厚さ（cm）重量（g）
糎鵬は車　 石　 収 射 い さ1 日 ・7 iu牒 ・郎 砂　 岩 断面は三角形を乱 ，上面繍 愛して時 つ

第嫡考健贋妙（第66図）

位置　調査区の南東部，C‘4〔13区。、

規模と平面形　長軸4．68111，短軸4．181Tlの隅丸長方形である。，

主軸方向　N－310－E

壁　壁一缶は4－7川1で，緩やかに外傾して立ち上がる、－、

床　ほぼ平坦である。

ぽッ拒　4か所津l～P4）。Pl～P3ほ径32～48cmの閂私　P射ま長径50cm，短径42cmの楕円形で言采さば朋～

47（一mである、、規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる、∴

炉　中央部に位置している。長径Hhm，短径52cmの楕円形で，床面をユ3cmほど血状に掘りくぼめた地床炉で

ある。炉の長径方向は，住居の室軸方向とほぼ同じである。炉の北側に，炉の長径と直交するように炉石が据

えられている。炉石の上面は，加熱を受け一部に煤が付着している。

炉土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック0ローム粒子少鼠　炭化路子微量　　5　暗赤褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子の焼土中ブロック
2　褐　　色　ローム中ブロック，ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　微量
3　暗赤褐色　ローム粒子0焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　6　暗赤褐色　ローム′j、ブロック中鼠　焼土中ブロック少量
4　暗赤褐色　炭化粒子中量夕　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

澤豊　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
＿1　黒　褐　色　［トーム小ゾUlソク・［トーム粒千微量：

2　黒褐色　ローム小ブロックolブーム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　弥生土器片76点，炉石上軋　轢8点夕　撹乱等により混入したとみられる縄文土器片8点，土師器片36点

が出土している。遺物は炉の南側から多く出土している。第66。67図の383～386，TP128愈TP129は弥生土

器である。床面では，385の広口壷の胴部から底部片がP2の西側からタ　386の広口壷の底部片がP2の西側から，

TPユ28の広口壷のロ縁部片が南壁際から，Ql02の炉石が炉の火床面からそれぞれ出土している。P2の覆土

下層では，383の目線部躊底部一部欠損の広口壷が正位の状態で出土している。覆土からは，384の広口壷の頚

部から胴部片，TP＿129の広口壷の頸部片がそれぞれ出土している、「
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所見　時期は，遺構の形態や床面からの出土土器から判断して後期後半と考えられる。
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第66図　第45号住居跡・出土遺物実測図（1）
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芸千二
第67回　第45号住居跡出土遣物実測図（2）

第45号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　＿」　　　！

凶版番号才芸　種計測値（m） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第66図広　口壷A〔12．7〕□緑部・底部一部欠損。口唇部には，縄文原体が施されている。ロ緑部は砂拉・石英・白色粒子80％　　　　PL19

383 弥生土器B　22．4無文で，下端に隆帯が1条巡る。頚部から胴部にかけて，附加条二種（附にぷい赤褐色外面煤付着

C〔7．4〕

HlO．5

I13．0

加1条）の縄文が施されている。羽状構成をとる。 普通

384

広　口壷B（22．4）頸部から胴部の破片。頚部には，隆帯が1条巡る。頚部から胴部にかけて．砂粒・白色粒子・小礫40％　　　　PL19

弥生土器HlO．6

I14．4

附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。 にぷい黄橙色

普通

第67凶広　口壷B（8．0）胴部から底部の破片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施され砂粒・長石・雲母・10％

385 弥生土器C14．0ている。底部砂目痕。 ′ト礫

にぷい黄橙色　普通

第66凶広　口壷B（1．8）底部の破片。胴部には，附加条二律（附加1条）の縄文が施されている。砂粒・長石・石英・5％

386 弥生土器C〔8．4〕底部布目癖。 小礫

にぷい黄橙色　普通

第67図広　口董B（4．の口縁部の破片。口唇部には，縄文原体が施されている。口縁部は複合口縁砂粒・石英・白色粒子5％

TP128弥生土器 を里し，無文である。頸部には．櫛歯状工具による波状文が施されている。にぷい赤褐色

普通

TP129

広　口壷B（6．4）頚部の破片。櫛歯状工具（6本）による縦区画により分割され，区画内は砂粒・石英・白色拉子5％

弥生土器 波状文が施されている。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施さにぷい赤褐色

れている。 普通

図版番号器　種
計　　測　　値

石　質 特　　　　　　 徴 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cIu）重量（g）

雛咽QlO2炉　　石24．6 8．0 7．4 2，507．0安山岩断面は長方形を呈し，上面は赤変している。

第47号住居跡（第68図）

位置　調査区の中央部，C3g7区。

規模と平面形　長軸5．18m，短軸4．52mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は2－4cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。中央部と東壁の床面から，炭化材の小片が内側に向いた状態で出土している。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P4は径21・35cmの円形，P2・P3は長径33・59cm，短径26・50cmの楕円

形で，深さは53－89cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5は径33cmの円形で，深さ35

cmである。P3のすぐ南側に位置しているが，性格は不明である。

覆土　単一層である。焼土粒子，炭化材，炭化物を含むことから，人為堆積と考えられる。
土居解説
1　黒褐色　炭化材・炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
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遺物　弥生土器片8点，礫5点が出土している。いずれも細片で図示できるものは1点のみである。第68図の

TP130は弥生土器の広口壷の頚部片で，穫土から出土している。

所見　床面から炭化材が出土していることから，焼失住居の可能性が高い。時期は，住居の形態や覆土の出土

土器から判断して後期後半の可能性が高い。
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第68図　第47号住居跡・出土遺物実測図

第47号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第6 8図

T P 130

広　 口　壷

弥生土器

B （3．8） 頸部の破片。櫛歯状工具 （4 本） による縦区画 により分割 されている。 砂粒 ・白色粒子

にぷい赤褐色

普通

5 ％

4　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，竪穴住居跡31軒，鍛冶工房跡1基，掘立柱建物跡1棟，方形周溝墓1基，土坑5基を検出し

た。集落跡としては最も遺構数が多く，当遺跡の中心となる時代である。以下，検出された遺構の特徴と出土

遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡
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第　号健贋静　第m図）

位置　調査区の南部，E4a4区。

重複関係　中央部を第4号土坑，南東コーナー壁を第346号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　長軸6．18m，短軸6．08111の方形である。

主軸方向　N－240－W

壁　壁高は20－35emで，緩やかに立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，コーナー部を除いてよく踏み固められている。

ぽッ匪　4カ、所（P且～P射。P鼠ゆP3ほ長径46㊧50cm，短径38の44cmの楕円乳　P2は径45cmの円形で言深さ

は16～44cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P4は長径70cmタ　短径53cmの楕円形で，深

さ48cmである。性格は不明である。

炉　中央部から北西寄りに位置している。長径95cm，短径66cmの楕円形で資　床面を4cmほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。炉の長径方向は，住居の主軸方向とほぼ同じである。炉内の覆土に焼土粒子や炭化粒子を微

量含む程度で，炉床は硬くない、1

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土中ブロックの焼上粒子さ炭化粒子微量

貯蔵究　南東コーナー部に位置し　長径捕cm　短径舶cmの楕円形で　深さは2玩mである。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子中量

3　暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子0焼士粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロックゆローム粒子中量，炭化粒子微量

覆土　8層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　里　　色　赤色粒子も白色粒子少鼠　ローム粒子微量
2　黒褐色　赤色粒子の白色粒子少量芦　炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックの赤色拉予

粒子少量

色
色
色
胱

繍
褐
褐
璃

m
H
日射

暗
暗
ぶ

5　6　7　8
色′

〓

しトーム粒Jナ・・赤色粒J’・少量

しト→ム粒川】量，しトーム小ゾしいノケ・炭化粒自微量

tトーム粒J’・日射ヒ粒J’・・′小色粒J’・少量

U－1ム粒J’・多量，［トーム小ブロック中量∴　炭化粒丁・・

4　黒褐色　ローム粒子の赤色粒子。白色粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　赤色粒子少量

遺物　土師器片錮点　礫摘点　石製品　点　混乱閏板上　銑淳鋸Ogが出土している。遺物は覆土全体に散在し

ている。第69弓は図の69～80は土師器である。覆土中層では，7且の杯が南西壁寄りからタ　75の椀が南西壁際か

ら横位の状態でそれぞれ出土している。覆土下層ではタ　70の塚が炉の東側から，78の嚢が㌘2の北側から，79

の小形壷が南壁寄りからタ　80の小形壷がP3の北側からそれぞれ出土している。閥の婆は南東コーナー壁際か

ら逆位のつぶれた状態で出土したものと，北東コーナーにかけて出土した破片が接合したものである。覆土下

層から床面にかけては，72の杯がP3付近からタ　77の婆は中央部から北西壁寄りにかけて出土した破片がそれ

ぞれ接合したものである。床面では，69の棒と銅の高棒が北西コーナー部壁際から，73の高杯が炉の北東側か

らそれぞれ出土している、二・その他，Q31の双孔円板と鉄洋が覆土から出土している。、

所凰　本跡の覆土から鉄淳が出土しているがダ　鍛冶工房と関連する炉夕　羽打や金床石等は出土していない。時

期は，遺構の形態や覆土下層及び床面の出土土器から判断して中期　持世紀中葉）　思われる。

第相聞　第　号住居跡出土遺物実測図は）

ー76－
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第割図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）

第2号住居跡出土遺物観察表

∴∴∴＝

甘。コ‥。　　　　Q31　0 10cm

し二＿．＿＿‥…」…∴…」

図版番号 器　種 計測値（′cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第69図 土不 A 14．4 体部から口縁部の破片。体部は内攣日録部内・外面横ナデ。体部外面横砂粒・長石・雲母・45％

69 土　師器 B（5．5）して立ち上がり，目線部はやや外傾

する。目線部内面に稜をもつ。

位のヘラ削り，内面へラナデ。 白色粒子・小磯

赤褐色　普通

70

杯 A〔13．9〕底部から目線部の破片。丸底。体部厄緑部内0外面横ナデ。体部外面横砂粒・長石・雲母・45％

土　師器B　4．3 ほ内攣気味に立ち上がり，日録部は位のヘラ削り，内面放射状のへラ磨白色粒子・小礫

直立する。口縁部内面に稜をもつ。き。 にぷい橙色　普通

71

杯 A〔14．6〕底部から口緑部の破片。丸底。体部口緑部内・外面横ナデ。体部外両横砂粒・長石・雲母・40％

土　師器B（4．9）ほ内攣して立ち上がり，ロ綾部に至位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨白色粒子・小礫

る。 き。 橙色　普通

第71図 杯 A 14．0 休部から口縁部の破片。体部は内攣口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・石英・雲母・10％

72 土師器 B（3．8）して立ち上がり，口緑部は外傾する。

目線部内面に稜をもつ。

白色粒子・小礫

にぷい橙色　普通

73

高　　 杯 B（4．4）脚部の破片。脚部はラッパ状を皇し，脚部内・外面へラナデ。裾部内・外砂粒・長石・石英20％

土師器 D〔10．4〕裾部は水平に大きく開く。 面横ナデ。 明赤褐色

普通

74

高　　 年 A〔19．1〕杯部の破片。杯部は外面下位に稜を目線部内・外面横ナデ。杯部外面下砂粒・石英0雲母・25％

土　師器B（5．1）もち，外傾して立ち上がり，口縁部

は外反する。

位斜位のヘラ削り，内面ナデ。 白色粒子・小礫

橙色　普通

－78－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第71回 椀 A　 8．7 口縁部一部欠損。丸底。体部は内攣 日録部内 や外面横ナデ。体部外面剥 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 95％　　　　 P L 19

75 土 師 器 B　 7．7 して立ち上が り，目線 部に至る。 口 離のため調整不明。内面縦位のヘラ 小礫

縁部内面に稜を もつ。 磨 き。 浅黄橙色　 普通

76

襲 A 18 ．8 ロ縁 部 ・体 部一部 欠損。 突出 した平 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体 部外面上 砂粒 ・長石 。石英 ・ 85 ％　　　　 P L 1 9

土 師 器 B　28 ．7 底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 口 位 綻位のヘ ラ削 り，下位 ナデ， 内面 白色粒子 ・赤色粒子 外面煤付 着

C　 6．4 縁部 は外反す る。 ナデ。 赤褐色　 普通

77

婆 B （1上9） 底部 から体部の破片。平底。体部は 体部外面斜位 のパケ昌調整後 ，ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 30％

土 師 器 C　 6．4 球状 を皇 し， 中位 に最大径 をもつ。 内面 へラナデ。 小礫

にぷい橙 色　 普通

78

聾 B （4．6） 底部の破片。平底。体部は外傾 して 体部外面斜位 のヘ ラ削 り，内面 ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

土 師 器 C 〔8 ．8〕 立 ち上がる。 小礫

褐色　 普通

79

ミニチュア土器 B （2 ．9） 壷 形。底部 の破片 。平底。休部 は内 体部内 。外面ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英・ 40 ％

土 師 器 C　 4 ．8 攣気 味に立 ち上が る。 雲母 ・白色粒子

にぷい褐色　 普通

80

ミニチュア土器 A 〔7．0〕 壷形。体部 から目線部の破片。休部 体 部外面 縦位 のヘラ削 り， 内面粗い 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 40形

土 師 器 B （4．5） ほ内攣 して立 ち上が り， 目線部はや

や外傾す る。

ナデ。 内面上位 に輪積み痕。 白色粒子 0赤色粒子

にぷい橙 色　 普通

n
計　　 測　　 値 i 石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）孔径（cm）重量は ）

第71回Q 31匝 孔円板 （2．0） （1．9） 0．3
0可 仕 7）

滑　　 石 2孔が空けられている。

第3号健贋跡（第72図）

位置　調査区の南部，E4b5区。

規模と平面形　東側が調査区域外であるため，南北方向3．25Iu，東西方向は確認できた長さ3．1mで隅丸方形

または隅丸長方形と推定される。

壁　壁高は5～9cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。土質は軟弱であり，踏み固められた部分は確認できない。

尊皇　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　里　　色　赤色粒子・白色粒子少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・赤色粒子少量

第開園　第3号住居跡実測図

3　黒　　色　赤色粒子・ガラス質粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，赤色粒子・白色粒子少量

A　30．2m

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

［－1　‥1－111　！

－79－



遺物　土師器片2点，礫1点のみの出土である。土器はいずれも小片で図示できなかった。

所見　本跡は，東部が調査区域外に延びているため，全容を確認できなかった。また，床面が軟弱であり柱穴

や炉等が確認できなかった。時期は，出土土器の土師器嚢や周囲の住居跡から，中期（5世紀中葉）の可能性

が高いと思われる。

第5号住居跡（第73図）

位置　調査区の南部，D4d2区。

重複関係　北東コーナー部を第81号土坑と第130号土坑，西壁側を第82号土坑と第68号土坑にそれぞれ掘り込

まれている。

規模と平面形　長軸5．38m，短軸4．4mの長方形である。

主軸方向　N－290－E

壁　壁高は3－6cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，貯蔵穴付近から炉にかけてよく踏み固められている。

第73図　第5号住居跡実測図
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炉　北壁際の中央部に位置している。長径52cm，短径41cmの楕円形で，床面を7cmほど皿状に掘りくぼめた地

床炉である。炉内の覆土に焼土粒子・炭化粒子を少量含む程度で，炉床は硬くない。

炉土層解説

1　黒　褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　桓晴赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒千微量

3　極暗赤褐色　ローム粒子。焼土粒子。炭化粒子少量

ピッ睦　6か所　津l～P6）。Plは長径朋cm，短径36cmの楕円形，P2は径28cmの円形で，深さは33～35cmで

ある。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P3ゆP4は径23e37cmの円形で，深さ28。40cmである。

規模と配列からいずれも補助柱穴と考えられる。㌘5e P6は，長径42秒55cm，短径27。32cmの楕円形で，深さ

26・33cmである。性格は不明である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長軸110cm，短軸86cmの楕円形で，深さ63cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・中量，焼土粒子・炭化粒千微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒了一少量

5　褐灰色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

尊堂　2層からなる。確認できた面からの覆土は薄いが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考え

られる。

土層解説

1　黒褐色　白色粒子・赤色粒子少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　U一一ム粒丁一中量，ローム小ブロック少量，炭化粒千微量

遺物　土師器片的喪，礫5点が出土している。主な遺物は炉の周辺と貯蔵穴内から出土している。第74図の211～

214はいずれも土師器である。床面では，211の杯，213の高杯及び214の窯が炉の東側からそれぞれ出土してい

る了　212の高林は，貯蔵穴の覆土上層から横位のつぶれた状態で出土している。

新風　本跡の時期は，遺構の形態や床面及び貯蔵穴内の出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と考えられる。

1
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第開園　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 樺 舗綱鋸扁 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第74図 杯 A 〔14 ，6〕 体部か らロ縁部の破片。休部は内攣 口緑部 内 や外面横 ナデ。体部外面積 砂粒・雲母・白色粒子 25％

21ユ 土 師 器 B （4 ．8） して立ち上が り，目線 部はやや外 反 位 のへラ削 り，内面放射状のへ ラ磨 にぷい黄橙 色

する。目線 部内面に稜を もつ。 き。 普通

212

高　　 林 A 18 ．4 口縁 部一部 欠損 ∴　脚部 はラ ッパ状 を 目線部 内 ・外面横ナデご林部外面下 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 90％　　　　 P L 2 0

i

土 師 器 B l2 ．9 呈 し，堀部 は大 きく聞 く．林部 は外 位横位のヘ ラ削 り，内面ナデ。脚部 白色粒子 ・小礫

D 12 ．2 面 下位 に稜 をもち， 内攣気味 に立 ち 外面縦位のヘ ラ磨 き，内面へ ラナデ。 にぷい黄橙色

E　 7．6 上 が り， 目線部 に至 る。 裾部内 ・外面横ナデ。 普通

213 高　　 年 B （8．8） 杯部欠損。脚部 はラッパ状 を豊 し， 脚部外面縦位のヘラ磨 き，内面へラ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 50 ％

土 師 器 D 13．7

E　 7．6

裾部 は大 き く開 く。 ナデ。裾部内 ・外面横 ナデ。 白色粒千 ・小礫

橙色　 普通

ー81－



図版番号 器　 種 計洲勘品 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第月図 婆 B （4 ．9） 底部か ら体部 の破 片。平底 。休部 は 休部外面縦位のヘラ削 り，内面 ナデ。

】

砂粒 ・長石 ・石英 ・ 20 ％

214 土　師 器 C　 5．0 内攣 して立ち上 がる。 雲母 ・小礫

褐灰色　 普通

第謬考健屠跡（第75図）

位置　調査区の南西部，D2e6区。

重複関係　中央部を第159号土坑，北西壁を第158号土坑，南東壁を第347号土坑にそれぞれ掘り込まれている

が，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸5．05m，短軸4．87mの隅丸方形である。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は46～66cmで，ほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は確認できない。

ピット11か所（Pl～Pll）。Pl～P3は径33－39cmの円形で言莱さ12－66cmである。規模と配置からいずれ

も主柱穴と考えられる。P4は長径27日町　短径23emの楕円形で，深さ33（Ⅶである。南東壁寄りに位置している

ことから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5のP6ゆP8～PlOは径45～51cmの円形，P7◎PHは

長径62・87（、m，短径44・64mの楕円形で，深さは10－22cmである。いずれも性格は不明である。

炉　中央部からやや北西寄りに位置している。長径98cm，短径84emの楕円形で，床面を6mほど皿状に掘りく

ぼめた地床炉である。炉の長径方向は，出入り口施設をとおる住居跡の主軸から，やや西側をさしている。炉

内の覆土に焼土粒子や炭化粒子を中量から微量含む程度で，炉床は硬くない。

炉土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，径51－56cmの円形で，

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・白色粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子。赤色粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，赤色粒子微量
3　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・赤色粒子

微量

4　黒　褐　色［1－ム粒子少量，ロー一一一ム小ブロック・赤色粒千微量

3　黒褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒
子微量

深さは22cmである。

4　黒　褐　色　ローム粒千・炭化粒千微量
5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック。炭化粒子微量

自然堆積と考えられる。

5　暗褐色　ローム小ブロック

6　暗褐色　ローム小ブロック

粒子微量

7　暗褐色　ローム小ブロック

ローム粒子少量，赤色粒子微量
ローム粒子・赤色粒子少量，炭化

ローム粒子少量，赤色粒子微量

遺物　土師器片249点，礫1点，撹乱等により混入したとみられる陶器片2点が出土している。遺物は南西壁

際から南東壁際にかけてと，北コーナー付近の壁際から多く出土している。第76～78図の45－65は土師器であ

る。覆土中層では，57の嚢が中央部やや南寄りから出土している。覆土下層では，45の高杯が北東壁際から正

位の状態で，47の高年がP2の南側から逆位の状態で，48の高年と56の壷がP5の南側から，49の高年が南西壁

際から，50の高杯が中央部やや北寄りから，51の増が北西壁際から正位の状態で，52。53の相が北東壁際から

斜位の状態で，54の増が北西壁際から斜位の状態で，58の嚢が南西壁寄りから，62の台付嚢がP8の東側から，

63の台付嚢が北東壁際から出土している。また，46の高杯は南西壁際と北西壁寄り及びP6の南側から出土し

た破片が接合したものである。床面では，55の壷が南西壁際から，59の台付嚢が北東壁寄りから，60。61の台

付嚢が南西壁際から横位のつぶれた状態で，64の台付婆が北東壁際から，65の台付婆が南東壁際から出土して

いる。
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所見　本跡の時期は，遺構の形態や覆土下層及び床面からの出土土器から判断して前期（4世紀中葉）と思わ

れる。

第75図　第7号住居跡実測図

第76図　第7号住居跡出土遺物実測図（1）
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第77図　第7号住居跡：出土遺物実測図（2）
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第78図　第7号住居跡出土遺物実測図（3）

第7号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

⊆＝→－「∃

図版番号 器 種 恒 胤m）　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　　 匝土・色調・焼可　 備　 考

第77図 高　　 杯　A lO．5　口緑部－・部欠損。脚部はハの字状に口緑部内・外面横ナデ。杯部内・外砂粒・長石・雲母・95％　　　　 P L20

45 土師器 B　9．1 開く。杯部は内野気味に立ち上がり，面横位のヘラ磨き。脚部外面横位の白色粒子

D　7．1 口緑部に至る。 ヘラ磨き，内面ナデ。 にぷい黄褐色　普通

46

高　 】不 A　22．3 脚部から口縁部の破片。脚部は外方口緑部内・外面横ナデ。杯部内・外砂粒・長石・白色70％　　　　 P L20

土師器 B（10．9）に開く。杯部は外面下位に弱い稜を面斜位のパケ目調整後，ナデ，内面粒子・赤色粒子

E（3．2）もち，外傾して立ち上がる。 下位縦位のへラ磨き。 灰白色　普通

第76図 高　　 杯 A〔15．2〕脚部からロ縁部の破片。脚部は外方口縁部内・外面横ナデ。杯部内・外砂粒・長石・雲母・60％　　　 P L20

47 土　師器 B（8．0）

E（3．0）

に開く。坤こ部は内轡して立ち上がり，

ロ綾部に至る。

画ナデ。脚部外面へラナデ，内面ナ

デ。

小礫

灰白色　普通

48

高　　 杯

土師器

B（7．8）杯部欠損。脚部はラッパ状に開き，脚部外面縦位のヘラ磨き，内面斜位砂粒・長石・石英・40％

D 12．2

E　7．0

中位に3孔が空けられている。 のパケ目調整後，ナデ。 赤色粒子

にぷい橙色　普通

第77図 高　 J不

土師器

B（6．8）脚部の破片。脚部はラッパ状を呈し，脚部外面縦位のヘラ磨き，内面斜位砂粒・長石・石英・35％　　　　 P L20

49 D〔18．0〕裾部は大きく開く。中位に3孔が空のパケ目調整後，ナデ。裾部内・外小礫

E（6．6）けられている。 面ナデ。 にぷい黄橙色　普通

第76図 高　　 年 E（6．4）脚部の破片。脚部は外方に開き，中脚部外面縦位のヘラ磨き，内面横位砂粒・長石・石英・30％

50 土　師器 位に3孔が空けられている。 のパケ日調整。 赤色粒子

橙色　普通
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図版番号 器　 種 ！　 器 形 の 特 徴 i　 手 法 の 特 徴
胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第77図 用 A lO ．3 口綾部一部欠損。平底。体部 は球状 ロ縁部内 の外面横 ナデ。体部 内 を外 砂粒 ・長石 ・石英・ 95％　　　　 P L 20

5 1 土 師 器 B　 8．4

C　 3．0

を里す る。頚部で くびれ， 日縁部 は

内攣気味 に立ち上がる。

面横 位のヘラ磨 き。 赤色粒子

橙色　 良

52

用 A　 9．8 体部 ・目線 部一部欠損。平底。体部 口縁部外面縦位のパケ 冒調整後，ナ 長石・石英 ・白色粒 80％　　　　 P L 20

土 師 器 B　 7．1 は球状 を里 し， 目線 部は外傾 して立 デ，内面横 位のパケ目調整後 ，ナデ。 千 ・赤色粒子・小礫

C　 3 ．6 ち上がる。 体部内 ・外面ナデ。 浅黄橙色　 普通

川 B （5 ．5） 目線部欠損。やや突 出 した平底。体 目線部外面縦位のパケ自調整晩　 横ナ 砂粒 ・長石 ・行英・ 70 ％　　　　 P L 2 0

53 土　 師 器 C　 4 ．3 部 は内攣 して立 ち上が る。 デ，内面横位のパケ昌調整後，横 ナデ。 赤色粒子

体部外面斜位のパケ 昌調整 ，内面ナデ。 にぷい黄橙色　 普通

54

柑 B （5．4） 口縁部欠損 。平底。体部は球状 を望 口縁部 内面斜位のパ ケ目調整。体部 砂粒 ・長石 ・石英 70％

土　 師 器 C　 3．2 し，中位 に最 大径を もつ。頚部は く

の字状 に くびれる。

内 ・外面 ナデ。 橙色

普通

55

・＝たごヨ芝 A 〔2工2〕 目線部の破片。 目線部外面下位 に段 目線部内 ・外面横 ナデ。杯部 内 ・外 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10 ％

土 師 器 B （3 ．2） を もつ。 口縁部 は外反 して開 く。 面斜位のパケ 目調整後， ナデ。 赤色粒子

浅黄橙色　 普通

56

士箋芝 B （19．5） 体部の破片。体部は内攣 して立 ち上 休部外面縦位 のヘ ラ磨 き，内面ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 20％

土 師 器 が る。 体部 内面 に輪積み痕。 小礫

にぷい橙色　 普通

57

棄 A 〔25．1〕 体 部から目線部 の破片。頚 部は嬢 や 口縁部内 ・外面横ナデ。体 部外面縦 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 15 ％

土　 師 器 B （8 ．8） かに くびれ， 日縁部 は外反 する。 位のパケ 昌調整後，ナデ，内面横位

のヘ ラ削 り。

赤色粒子 ・小礫

明赤褐色　 普通

58

襲 A 〔19滴 体部か ら口縁部の破片。頚部 は くの 目線部外面縦位のパケ昌調整後，横 ナ 砂粒 ・長石 ・石英・ 10％

土　 師 器 B （5．4） 字状 にくびれ，目線部は外反す る。 デ，内面横位のパケ目調整後 ，横 ナデ。

体部外面斜位のパケ昌調整 ，内面ナデ。

赤色粒子

にぷい黄褐色　 普通

台 付 嚢 A 〔17諸〕 目線部の破 片。 口縁 部は S 字状に外 口縁部 内 の外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・右華 5 ％

59 土　 師 器 B （2 ．0） 反する。 灰 褐色

普通

第78図 台 付 棄 A　20 ．0 完形。脚台部 はハの字状 に開 く。体 日縁部外面縦位 のパケ 目調整後，横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 95 ％　　　　 P L 2 0

60 土 師 器 B　33．6 部 は球状 を皇 し，中位 に最大径 をも ナデ。内面横位 のパケ目調整後，横 白色粒子 ・小礫 外面煤付着

D lO．6 つ。体部 と脚台部の接合 はソケッ ト ナデ。体部 内 の外面斜位 のパ ケ目調 褐灰色　 普通

E　 6．3 式。頸部は くの字状 にくびれタ　ロ縁

部 は外反する。

整 。脚 台部 内 の外面斜位のパ ケ冒調

整。

61

62

第77図

台 付 婆 A 17．0 脚台部欠損 。体部 は内攣 して立ち上 口縁部外面縦位のパケ自調整徽　 横ナ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 80 ％　　　　 P L 20

土　 師 器

台 付 婆

B （23 ．3）

A 18 ．9

が り，中位 に最大径 をもつ。頚 部は く デ，内面　 横ナデ。体部外面斜位のハ 白色粒子 ・赤色粒子 外面煤付着

の字状 に くびれ，目線部は外反す る。 ケ目調整，内面横位 ・斜位のヘラ削 り。 浅黄橙色　 普通

脚 台部欠損。体部 は内攣 して立 ち上 目線部外面縦位 のパケ 自調整後 ，横 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 70 ％

土 師 器

台 付 婆

B （20．9）

B （6．3）

が り，中位 に最 大径を もつ。頚部 は く ナデ。内面横 ナデ。体部 内 ・外面斜 白色粒子 外面煤付着

の字状 にくびれ ，口縁部 は外 反する。位 のパケ 目調整。 にぷい赤褐色　 普通

脚台部の破片。脚台部はハの字状 に 脚 台部 内の外面斜位のパケ 目調 整後， 砂粒 ・長石 ・石姓 ・ 15％

63

64

6 5

土　師 器

台 付 婆

D　 8．8 開 く。

脚台部の破片。脚台部 はハの字状 に

横 ナデ。

脚台部内 ・外面斜位 のパケ 目調整。

小礫

15 ％

E　 4 ．8 橙色　 普通

B （6 ．0） 砂粒 ・長石 ・石英 。

土 師 器

台 付 婆

D　 9．8 開 く。

脚台部 の破片。脚台部 はハの字状 に

雲母 ・白色粒子

E　 5．0

B （6．7）

橙色　 普通

脚台部内 。外面斜位 のパ ケ昌調整。 砂粒 ・長石 ・五英 ・ 5 ％

土　 師 器 D 〔8．8〕 開 く。 赤色粒子

E　 5．6 明褐色　 普通

第窃常住贋跡（第79◎80図）

位置　調査区の中央部，C3il区。

重複関係　東壁北コーナー寄りを第3号地下式境に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸7．12m，短軸6．94mの方形である。

主軸方向　N－16e－W

壁　壁高は15～27cmで，やや外傾して立ち上がる。

壁溝　全属している。上幅28～35cm，下幅9～15cm，深さ8～13cmで，断面形はU字状である。
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壁溝土層解説

ユ0　黒褐色　ローム粒子e今市軽石粒子・七本桜軽石粒子微量
11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・今市軽石粒子の七本桜軽石粒子少量
12　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量

床　主柱穴に囲まれた中央部が硬化している。北東コーナー部と南東コーナー部から焼土塊が確認された。

ぽッ匪　7か所（Pl～P7）。mO P3◎P4は長径40～57cm，短径35～蟻mの楕円乳　P2ほ径航mの円形で，

深さは3ト86cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5ほ径29cmの円形で言采さ25cmであ

る。南壁寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は長径62C。，短径50cm

の楕円形，P7は径23cmの円形で言莱さは6～1宛mである。P6は掘り込みが浅く資　P7は中央寄りに位置して

いることから，性格は不明である。

ピット土層解説
Pl

l　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ　5　褐

ロック微量

P4

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子中量

色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

P5

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム′j、ブロック少量

2　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子中量

炉　中央から北西コーナー寄りに位置している。長径110cm，短径6hmの楕円形で，床面を10cmほど皿状に掘

りくぼめた地床炉である。炉の長径方向は出入り口施設をとおる住居跡の主軸とほぼ同じである。炉床は加熱

を受けて赤変硬化し，長期間使用したと思われる。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中鼠　焼土中ブロック少量夕　炭化粒子微量
3　にぷい赤褐色　焼土小ブロック0焼土粒子中量，焼土中ブロック微量

貯蔵究　南壁の南西コーナー寄りに位置し撃　長径123cm，短径63cmの楕円形で言深さは43cmである。

貯蔵穴土層解説

1　里　　色　ローム粒子・白色粒子・赤色粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロックのローム小ブロック・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム中ブロック。ローム小ブロック0ローム粒子少量，炭化粒子微量

尊皇　9層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックや今市軽石粒千・七本桜軽石粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・赤色粒子e今市軽石粒子・七本桜軽石粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子e今市軽石粒子e七本桜軽石粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子。炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・赤色粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロックolブーム粒子微量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子。赤色粒子微量

8　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子の赤色粒子少量，炭化粒子微量

9　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化物。炭化粒子微量

遺物　土師器片姐0点，石器1点（砥石），礫28氏　炭化軋　撹乱等により混入したとみられる縄文土器片16氏

弥生土器片7点が出土している。これらの遺物の大部分は，全体に散在した状態で覆土から出土している。第

81図の81～90は土師器である。覆土中層では，85の小形高杯が南壁寄りから正位の状態で，89のミニチュア土

器がP2の西側から，90のミニチュア土器が中央部からそれぞれ出土している。また，81の高杯は南西コーナ

ー寄りの覆土中層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。床面では，86の器台がP4の東側か

ら正位の状態で，82◎84の高年が中央部から，Q32の砥石が南壁際からそれぞれ出土している。また，83の高

年は中央部の北側と南側から出土した破片が接合したものである。その他，87088の賓が覆土からそれぞれ出

土している。
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所見　本跡は，覆土・床面の炭化材及び焼土範囲の検出状況から判断して，焼失住居である可能性が高い。時

期は，遺構の形態や床面からの出土土器から判断して前期（4世紀中葉）と思われる。

4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5「醇季

0　　　　　　　　　　　　　2m

」　　」二、．＿＿」

第79図　第8号住居跡実測図（1）
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128．8m

第80図　第8号住居跡実測図（2）
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第8号住居跡出土遺物観察表

⊂二二〕。。2
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図版番号 器　 種 計測値（m） 器　形　 の　特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第81図 高　　 杯 A　21．5 杯部の一部・脚部下位欠損。脚部は 口緑部内・外面横ナデ。杯部外面ナ 砂粒・長石・石英 75％　　　　 P L 20

81 土 師 器 B （10．5）外方に開き，中位に3孔が空けられ デ，内面斜位のヘラ磨き。脚部外面 橙色

E （3．3）ている。杯部は外面下位に稜をもち，

外傾して立ち上がる。

縦位のヘラ磨き，内面ナデ。 普通

ー89－



にヨ 昆　 賭 i計醐離扁
器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土 ・色調 欄 成　 備　 考

第81図

82

高　 杯　 A 〔2H 〕

土 師 器　 B （6 ．5）

林部の破 片。林 部は外伸 し　 ≠　　　 師

が り，ロ縁 部に至る0　　　　　 状のヘ ラ磨 き0

0 、サ　　　　 立　　 従位のへ 紳磨 き　 内面横位

タ　迫　　　　　　 二㍍

赤灰色

普通

砂粒 ・長石 ・石英 ・ 40％

83

高　 林　 B t 8・5）

土 師 器　 D 13．8

E　 7 ．2

禁 誓 禁 監 禁 開き漂 票 慧芸0 フ ’ 霊芝震 色粒子 ・

にぷい黄橙色　 普通

ふ　　　 0 、サ　　　 立　 斜位のパケ 目調整後　 綻位 砂粒 ・長石 。雲母 や
40 ％

84

高　 杯　 B （8 ．7）

土 師 器　 D 〔13．4〕

E　 7．3

脚部の破片。脚部 はラ ッパ状 に開 き， 脚部外面拳 法　　　 PP鼠 ，′、

中位 に 3 孔が空け られてい る0　　 のヘラ磨 き0内面斜位 のパケ 目調整0

杯部 の破片。杯部 は内攣気味 に立 ち ロ縁部内 湖 面横 ナデ0 杯部 内 湖

白色粒子

にぷい黄橙色　 普通

砂粒 ・長石 ・石英

灰黄褐色

普通

砂粒 ・長石 ・石英

黒褐色

普通

砂粒 ・長石 ・石英

50％

85

小形高杯 Å 10 ．0

8 5％　　　 P L 2 1

土 師 器 B （4 ，1） 上が り，中位 か ら外博 するe　　　 画料位のヘ ラ磨 き0

ム　　　　　　　　 ーや　　 立　　　 ナ

86

器　　 台

土 師 器

A　 6．2

B　 6 ．8

D　 8 ．4

E　 5．2

脚部一部欠損。脚部 はラッパ状 に開

き， 中位 に 3 孔が空 けられて いる0

器受 部は皿状 を皇 し，ロ縁部 に至 る0

器受部中央に単孔 がある0

Jmf

ロ縁 部内 ・外面横 ナデ。脚部外面

デ，内面へラナデ。

よ一W　　　　　　　　　　　　 ニざ＋ 一月「立　　　　 ハ

15％

87

梁

上 帥 器

A 〔10，9〕

B L 7．郎

体部か ら臼縁部の破片0 休部は内攣

して立 ち上が り，頚部 は くの字状 に

け主 ［封巌親は外 反す る

臼縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外薗

ケ目調 整，内面へ ラナデ。

プ迫

にぷい赤褐色

普通

」」　　　　　　　　′ヨき、
0

88

棄

土 師 器

A H 5．01

B （5．6）

体部か らロ縁部 の破 片0 体部 は内攣 臼縁部内 ・外面横 ナア0 奉部　 許

して立 ち上が り，頸吾障 緩やかに外 位 のパ ケ目調整，内面ナデ0

反す る。

ム　　　　　　 VL　　　 立　　　　 ｝や　内面へ ラナデ

砂粒 ・長石 ・雲母 ・

白色 粒子

黒褐色　 普通

砂粒 ・長石 ・石英

灰褐色

普通

砂粒 ・長石 ・石英 ・

赤色粒子

黄橙色　 普通

15 ％

35％

89

ミニチュア土器 B （3．4） 鉢形。底部か ら体部の破片。平底。 「捧部外廟 ナァ，　　　 。

50 ％　　　 P L 2 1

土 師 器 C 〔4 ．2〕 体部 は内攣 して立ち上が る0

壷形。体部か らロ縁部一部欠乱 平 日縁部内 ・外面横ナデ0 体部外面ハ

底。体部は内攣 して立 ち上が り， ロ ケ 目押圧，内面斜位のパ ケ目調整。90

ミニチュア土器

土 師 器

A 〔3．2〕

′B　 5．1

C　 2．8 縁部 はやや外傾 す る。

図版番号 器　 種

計　 測　　 値
石　 質 特　　　　　 徴

断面は長方形を宴し，研ぎ面は3 乱 不規則な

線刻12本有 り。

備　　 考

P L 27

長さ（。m） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第81図Q 32 砥　　 石 （15．7） 6．2　　 （上2） （177．8） 凝 灰 岩

第9号住居跡（第82回）

位置　調査区の中央部，C3i4区。

規模と平面形　長軸5溺m，短軸5・57mの方形である。

主貴方蔦，N－117－W

壁　壁高は23～35cmで，やや外傾して立ち上がる0

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は確認できない。

ピッ匝10か所（PトPlO）oP巨P4は径25－37cmの円形で言葉さ45～88cmである。規模と配置からいずれ

も主柱穴と考えられるoP5は径30cmの円形で言策さ12cmである。南東壁寄りに位置していることから誹入

り口施設に伴うピットと考えられる。P6～PlOは，径20～32cmの円形で，深さ12～4緬である。配列からい

ずれも補助柱穴と考えられる。

貯蔵究南東コーナー部に位置し，長径110cm，短径95cmの楕円形で言葉さ72cmである。

写蔵至芸説誓曇至芸恵赤色断微量　　言霊冨≡三三霊言霊睾鐙漂－ム小プロツ
覆土11層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

一90－
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土屠解説

1　黒褐色
2　黒褐色

3　黒褐色

4　黒褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

ローム粒子・赤色粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・赤色粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・赤色粒子

微量
ローム粒子少量，ローム′トブロック・炭化粒子・赤色

粒子微量
赤色粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化

粒子微量
ローム粒子少量．ローム小ブロック・赤色粒子微量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・赤色
粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム′トブロック・今市軽石粒子・

七本桜軽石粒子微量
9　褐　　色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量，赤色粒子微

豆

10　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・今市軽石粒子・七本
桜軽石粒子微量

11黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片60点，石製品1点（紡錘車），礫10点，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片3点，弥

生土器片16点が出土している。これらの遺物の大部分は細片で，壁際の覆土に散在している。第83図の91－95

は土師器である。覆土中層では，Q34の紡錘車がPlOの東側から出土している。床面では，92の賓が南西壁際

から横位の状態で，94の嚢が北西壁寄りから横位の状態でそれぞれ出土している。貯蔵穴の覆土下層からは，

91の椀が逆位の状態で，93の嚢が横位の状態で，95の小形椀が正位の状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や床面及び貯蔵穴内の出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

し－1－－－1十－－‥一一一一一一」

－92－
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第83図　第9号住居跡出土遺物実測図



第9号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値kmラ　　　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 欄 成 i 備　 考

第83図 椀 A　H ．寸　 目線 部一部 欠損㍉　丸底〕休 部は内攣　 目線部内 ・外面櫨ナデし休部外面櫨 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 90 ％　　　 P L ご1

9 1 土 師 器 B　 8 ．2　 して立ち上 が り，目線部は直立する。 位のヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。 小礫　　　　　　　 目線部内薗楓痕

目線部 内面 に稜 を もつ∴ 赤褐色　 普通

92

婆

士 帥 器

A 〔12耳目 底部一部欠損。平底。体部 は内攣 し　 目線部内 の外面横 ナデ。休 部外面下

B 2 9．7　 て立 ち上が る。頚部 は くの字状 に く　位縦位のヘラ削 り，中位縦位 のヘラ

砂粒 ・長石 ・石英 ・ 95％　　　 P L 20

赤色粒子 ・小礫　　 外面煤付着

C　 8．0　 ぴれ， 日縁部は外反す る。　　　　 磨 き，内面ナデ。 黄橙色　 普通

聾 A ユ8．1　 完形。中央が くぼ む平底。体部は内　 目線部 内 0外面横 ナデ。体部外面横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 100 ％　　　 P L 20

93 土 師 器 B 14 ず9　 攣 して立ち上がる。頚部は緩やかに　 位 のヘラ削 り，内面へ ラナデ。体部 小礫　　　　　　　 外面煤付着

C　 6 ．4　 くびれ，目線 部は外反する。　　　 内面上位 に輪積み痕。 灰褐色　 普通

婆 A　H 」　 目線 部一部 大損 十平底 ∴休部は内攣　 目線部 内 ・外面櫨 ナデ∴休部外面下 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 95 ％　　　 P L コ。

94 土 師 器 B　ユ5 ．2　 して立ち上 がる。頚部 は緩 やかに く　位縦位 の斜位のヘ ラ削 娠 内面 ナデ。 白色粒 子・赤色粒子　 外面煤付着

C　 6 ．0　 びれ，目線部 は外反す る。 橙色　 普通

95

小 形 椀 A　 8．1　 完形。平底。体部 は内攣 して立 ち上　 目縁部内 の外面横 ナデ。体部外画桟 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 100 ％　　　 P L 2 1

土 師 器 B　 4。6　 が りタ　ロ縁部 に至 る。　　　　　　 位のヘ ラ磨 き，内面放射 状のヘラ磨 白色粒子

C　 3．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き。 にぷい橙 色　 良

図版番号

口 重　　　 計　 測　 値　 i 新

特　　　　　　 徴 備　　 考
器　 径k m　 厚 さk m 孔酌 m再 壷纏 う 石 見

第83図Q 34
紡 錘 可　 05　 日 ・中　 07　 日 82　 安 山 岩

断面は台形を皇 し，放射状に線刻されている。 P L 27

第竃の号健腰妙（第85回）

位置　調査区の中央部，C2g7区。〕

重複関係　南東壁を第282号土坑に掘り込まれているが，床面までは達していないご

規模と平面形　長軸5．46m，短軸5．16mの方形である。、‥、．

主軸方向　N－33e－W

壁　壁高は43－54cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平粗で，コーナー部を除いてよく踏み固められている。ニ

ぽッ匪　5か所（㌘1～P5）。P巨P4は長径42ゆ48cm，短径35。40cmの楕円形，P2e P3ほ径35055cmの円

形で言采さば39～50cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5ほ長径56cm，短径42cmの楕

円形で言策さ射cmである。南東壁寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部からやや北西寄i月二位置しているe　長径79cm，短径56cmの楕円形で，床面を5cmほど皿状に掘りく

ぼめた地床炉である。炉の長径方向は，出入りロ施設をとおる住居跡の室軸方向とほぼ同じである。炉内の覆

土に焼土粒子や炭化粒子を中量から少量含む程度で，炉床は硬くない。－

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　炭化粒子・ローム粒子中量，ローム小ブロックe焼土小ブロック・焼土粒子少量

貯蔵穴　北コーナー部に位置し，長径56ぐ町　短径44cmの楕円形で，深さは41cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックe焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量

覆土13層からなる。ナ　上層から中層にかけては，ローム小ブロックやローム粒子をまばらに含むことや不自然

な堆積状況から判断して人為堆積，下層はレンズ状を呈していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　色　ロ・－ム粒丁・微量

2　黒　　色　ローム粒子・白色粒子微量

－93－

3　黒　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子e白色粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・白色粒子微量



5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，白色粒子徴10　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
璽

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ
ロック微量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

9　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，白色粒子・
赤色粒子微量

11黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
12　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，白色粒子微

甲

13　黒褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック・白色粒子微量

遺物　土師器片720点，石器1点（砥石），礫17点，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片7点，弥生土

器片21点が出土している。遺物は中央部から北東コーナー部にかけてと，南東コーナー部の覆土に集中して出

土している。第84・86－88図の96－114は土師器である。覆土上層では，96の杯が炉の北側から出土している。

102の相は南側から中央部付近の覆土上層から中層にかけて出土した破片が接合したものである。覆土中層で

は，106の小形壷が炉の上面から，104の壷が炉の南西側から，110の嚢が南西壁寄りから，それぞれ出土して

いる0覆土下層では，97の高杯が北側コーナー部から横位の状態で，98の高杯は112の嚢に逆位の重なった状

態で，108の嚢が中央部の北西側から，109の嚢が北西壁寄りからそれぞれ出土している。また，101の器台は

P3の上面と南東コーナー付近の覆土下層から床面にかけて出土した破片が，105の壷は中央部付近の覆土下層

から床面にかけて出土した破片が，107の嚢は中央部付近の覆土下層から床面にかけて出土した破片が，111の

嚢は中央部から北側付近の覆土中層から床面にかけて出土した破片が，114の賓は南東壁寄りから北西壁寄り

の覆土下層から床面にかけて出土した破片がそれぞれ接合したものである。床面では，100の小形高杯がP3の

東側から正位の状態で，103の壷がP3の上面から横位の状態で，Q35の砥石が貯蔵穴の北側からそれぞれ出土

している。また，113の嚢は中央部から北西側にかけて出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や覆土下層及び床面の出土土器から判断して前期（4世紀中葉）と思われる。

第84図　第10号住居跡出土遺物実測図（1）

－94－



第85図　第10号住居跡：実測図
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第87図　第10号住居跡出土遺物実測図（3）
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第88図　第10号住居跡出土遣物実測図（4）

第10号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　主　　　　！

0　　　　　　10cm

仁一i　」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第84図 杯 A 〔10．7〕休部から口縁部の破片。体部は内管 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面縦 砂粒・長石・雲母・ 10％

96 土 師 器 B （3．2） して立ち上がり，口緑部は外傾する。

ロ緑部内面に稜をもつ。

位のへラ磨き，内面へラナデ。 白色粒子

赤橙色　 普通

97

高　　 杯 A　21．4 脚部下位欠損。脚部は外方に開き、中 杯部外面縦位のヘラ磨き，内面放射 砂粒・長石・雲母・80％　　　　 P L 21

土 師 器 B （11．1）位に3孔が空けられている。杯部は 状のヘラ磨き。脚部外面縦位のヘラ 白色粒子 ・小礫

E （3．4）内攣して立ち上がり，口緑部に至る。磨き，内面ナデ。 にぷい橙色　 普通

98

高　　 杯 A　21．3 口綾部一部・脚部下位欠損。脚部は ロ緑部内・外面横ナデ。杯部内・外 砂粒 ・石英・白色 80％　　　　 P L21

土 師 器 B （12．2）外方に開く。杯部外面下位に稜をも 面縦位・斜位のヘラ磨き。脚部外面 粒子 ・小礫

E （3．6） ち，口縁部は外傾して立ち上がる。 縦位のヘラ磨き，内面ナデ。杯部内・

外面，脚部外面赤彩。

にぷい赤褐色

普通

100

小形高坤こB （3，4）杯部欠損。脚部はラッパ状に開き， 脚部外面縦位のヘラ磨き後，下位横 砂粒・長石・石英・ 50％　　　　 P L 21

土 師 器 D　 7．5

E　 3．0

中位に6 孔が空けられている。 ナデ。内面梼ナデ。 白色粒子・赤色粒子

にぷい橙色　 普通

101

器　　 台 A 〔9．1〕器受部一部欠損。脚部はラッパ状に開 ロ縁部内・外面横ナデ。器受部内・ 砂粒・長石・石英・ 75％　　　　 P L 21

土 師 器 B （9．4） き，中位に4孔が空けられている。器 外面横位のヘラ磨き。脚部外面縦位 雲母・白色粒子

D ll．6 受部は皿状を里し，端部はつまみ上げ のヘラ磨き，内面ナデ。器受部内・ 赤橙色　 普通

E　 7．0 られている。器受部中央に単孔がある。外面，脚部外面赤彩。

102

柑 A 〔11．0〕休部から口綾部の破片。体部は球状 口緑部外面縦位のヘラ磨き，内面横 砂粒・長石・石英・35％

土　師 器 B （14．2）を呈し，中位に最大径をもつ。口緑 位のヘラ磨き。休部外面横位のヘラ 白色粒子

部は外傾して立ち上がる。 磨き，内面へラナデ。 にぷい赤褐色　 良
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図版番号 器　 種 舗錮縮粛 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第鋸 図 ＝短誓芝 8 （13 ．8） 目線 部欠損 J 平底十休部下位 は外傾 休部外面縦位のヘラ磨 き，内面上位 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 80 ％　　　　 P L 21

10ニ1 土 師 器 C　 4 ．2 して立ち上 が り， 中位 から緩 やかに ナデ，下位斜位のハヶ 月調整後， ナ 雲母 ・赤色粒子

内攣す る。 デ。 明黄褐色　 普通

104

てこたr雪ぎ A 〔16．71 目線部の破片。複合 口縁 を里 し，外 目線端部ナデ J l縁折 り返 し部ナデ工 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5 ％

土 師 器 B （5．2） 博 して立 ち上が る。 頚部外面縦位 ・横位 のヘ ラ削 り，内

面ナデ。

白色粒子 ・小礫

にぷい赤褐色　 普通

第87図 てこと㌻雪ぎ A 〔20．5〕 体部か ら日録部の破片。体部 は球状 目線部 内 ・外面横 ナデ㍉休部外面縦 砂粒 ・長石 ・石英・ 50％　　　　 P L 2 1

1 05 土 師 器 B （46．小 を皇 し，中位 に最大径 をもつ。頚部 位のヘラ磨 き，内面 ナデJ 休部上位 白色粒子

ほ直立 し，日録部 は大 きく外 反す る。

複合 口縁 を里す る。

に輪積 み痕 。 にぷい黄橙色　 普通

第86図 小 形 壷 A　 8．0 目線部一部欠損い休部は内攣 して立 目線部内 ・外面櫨ナデ軋　 一部斜位の 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 95％　　　　 P L 2 1

10（う 土　 師 器 B　 9．6 ち上が る。頚部 は くの字状 に くびれ， ヘラ磨き．体部外面上位ナデ乾　 斜位 白色粒子 ・小礫

日縁部は外反する。 のヘ ラ磨 き，下位横位のヘラ削 り，内

面ナデ．底部外面剥離のため調整不明。

赤橙色　 良

第87図 棄 A 17．8 体部か ら目線部の破片√休部は内攣 目線部 内・外面斜位 のハケ 目調整後、 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 40％

10 7 土　 師 器 B （16言） して立 ち上が り，中位に最大径 をも 横 ナデ。体部外薗斜位 のパケ 冒調 整， 白色粒子 ・小礫

つ。頚部は くの字状 にくびれ，目線

部 は外反する。

内面上位斜位 のヘ ラ削 り。 橙色　 普通

第84図 棄 A 1 7．8 体部か ら目線部の破片。休部は内攣 目線部 内 ・外面横ナデい休部外面縦 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 50％

10 8 土 師 器 B O 7凍 して立ち上が り，中位に最大径 をも 位 のパ ケH 調整，内面ナデ。体部内 赤色粒子 ・小礫

つ。頚部で緩やかに くびれ，口縁 部

はやや外傾する。複合 冒縁 を呈す る。

面 に指頭圧痕 ・輪積み東㍉ 特色　 普通

第87国 襲 A 〔15．4〕 体部か ら冒縁部の破片。体部は内攣 目線部外面斜位のパケ ‖調整後，横 砂粒 ・石英 ・白色 30 ％

10 9 土　 師 器 B （14 ．3） して立ち上が り，中位 に最大径 を も ナデ，内面横位のパケ 冒調整後，横 粒子 ・小礫

つ。頚部は くの字状 に くびれ，口縁 ナデい休部外面斜位のパケ ‖調整， 黄橙色　 普通

部は外反する。 内面へ ラナデ。

第84国 棄 A 0 0 ．61 休部か ら日録 部の破 片。体部 は内攣 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 20 ％

11 0 土 師 器 B （9 ．4） して立ち上 が り，中位 に最大径 を も 位 のパ ケ目調整，内面斜位のハヶ 月 白色粒子 ・小礫

つ。頚部 は くの字状 に くびれ，冒縁

部は外反する。

調整後，ヘ ラナデ。 赤橙色　 普通

第87回 襲 A 14 ．0 体 部一部 欠損 。やや突出 した平底。 目線部内 ・外面植ナデ主体部外 面斜 砂粒 ・長石 ・赤色 65 9g　　　　 P L 2 1

H l 土　師 器 B　20 ．0

C 〔れ8〕

休 部は内攣 して立ち上 が り， 中位 に

最大径を もつ。頚部 は くの字状 に く

びれ，冒縁部 は外 反する。

位のパ ケ冒調整，内面へラナデ。 粒子 ・小礫

黄橙色　 普通

第88図 襲 B （15 ．6） 底部 から体部 の破片。 やや突 出 した 体部外面下位横位のヘラ削 り，内面 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 40 ％

20 ％

50％

H 2

第87図

土 師 器

襲

C　 6 ．8

B （8．3）

平底 。体部 は内攣 して立 ち上が り，

中位 に最大径 をもつ。

底部 から体部 の破片。 やや突 出 した

へ ラナデ。

体部外面縦位のヘラ磨 き，内面斜位

礫

橙色　 普通

砂粒 ・石英 ・白色

113 土　 師 器 C　 6．6 平底 。体部は内攣気味 に立ち上がる。 のパケ 冒調整。 粒千 ・小礫

にぷい橙色　 普通

砂粒 ・長石 ・雲母 ・第88図 賓 A 17．6 体部 から目線部 の破片。体部 は内攣 口縁部外面横 ナデ，内面斜位 のパケ

114 土 師 器 B （20．6） して立ち上が り， 中位 に最大径 をも 目調整後，横 ナデ。体部外面上位斜 小礫

つ。頚部 は くの字状 に くびれ， 日録

部 は外反す る。

位のパケ 目調整，内面 ナデ。 にぷい黄橙色　 普通

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 i

i 石 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第88図Q 35 砥　　 石 22．2 18．9 3．7 上880．9 砂　　 岩 断面は長方形を呈し，研ぎ面は2両。光沢あり。 P L 二27

第m考健思跡（第89図）

位置　調査区の西部，ClllO区。

重複関係　南コーナー部を第844・846号土坑に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸6．28m，短軸6．22mの方形である。

主軸方向　N－450－W

壁　壁高は55～63cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

ー98－



㊨

旦3。．6m

、、‾＼二二
第89図　第11号住居跡実測図

一、雪こく〒〒ニ戸＞‾
3　2　　1

－99－

2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト一一一一一一一一十－ll」



床　わずかに凹凸がある。跨み固められた部分はない。南コーナー部から，粘土塊が確認された。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は径32－38cmの円形で，深さ45－71cmである。規模と配置からいずれ

も主柱穴と考えられる。P4・P5は長径73・88cm，短径65・69cmの楕円形で，深さ12・14。mである。性格は不

明である。

炉　中央部からやや西寄りに位置している。長径79cm，短径45cmの不整楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘り

くぼめた地床炉である。炉の長径方向は，住居の主軸方向とほぼ同じである。炉内の覆土に焼土粒子を中量か

ら多量含み，炉床はやや硬化している。

炉土層解説
1黒褐色　焼土粒子多量，ローム′トブロック少量
2　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径89cm，短径70cmの楕円形で，深さは43cmである。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量

覆土　6層からなる。土層のしまりが強くレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　　色　ローム粒子少量，白色粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・赤色粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，赤色粒子微量
4　黒　　色　ローム粒子中量，白色粒子・赤色粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

6　灰褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム′トブロッ

ク・炭化粒子微量

遺物　土師器片488点，礫17点，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片35点，弥生土器片3点，陶器2

点が出土している。遺物は中央部の覆土中層から床面にかけて多く出土している。第90・91図の249－261は土

師器である。覆土中層では，250の杯がP2の北側から，251の杯が中央部からそれぞれ出土している。249の杯，

253の高杯は，中央部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。254の相は，中央部と東コーナー付

近の覆土下層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。床面では，252の高杯，257の嚢が中央部

から，255の坤が南西壁寄りから斜位の状態で，256の嚢が北西壁寄りから正位の状態で，260のミニチュア土

器が北西壁寄りから，261のミニチュア土器が北西壁際からそれぞれ出土している。258の賓は中央部の床面と

北西壁際から出土した破片が接合したもので，259の小形嚢は床面のPlの西側と炉の西側から出土した破片が

接合したものである。

所見　249－251の杯，253の高杯は，中央部付近の覆土中層から出土していることから，本跡には伴わないと

もの考えられる。時期は，遺構の形態や覆土下層及び床面からの出土土器から判断して前期（4世紀中葉）と

思われる。

第90図　第11号住居跡出土遺物実測図（1）
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第91図　第11号住居跡出土遺物実測図（2）
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第H号住居跡出土遺物観察表

図版番ぢ恒 旨 種
計測値（cmラj　　 器 形 の 特 徴 ！　 手 法 の 特 徴

胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第90図 杯 A 14 ．6 体部一部欠損。体部は内攣 して立ち 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・白色 80 ％

24 9 土 師 器‖ B　 7 ．9 上が り，日綾部 は直立する。日縁吾持　ラナデ，内面横位のへ ラ磨 き。 粒子 ・礫

内面に稜 をもつ。 にぷい赤褐色　 普通

杯 A　ユ3．4 体部一部欠損。平底。体部 は内攣 し 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 80％　　　　 P L 2 1

2 50 土　 師 器 B　 5．7 て立 ち上が り， 口縁部 に至 る。 日縁 位 のヘ ラ削 り， 内面放射状 のヘ ラ磨

き。

白色粒子 ・小礫

C　 5．8 部内面に稜 をもつ。 橙色　 普通

杯 A 〔13 ．6〕 底部か ら目線部 の破 片。体部は内攣、目線部内 ・外面横ナデ。体部外面積 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 50 ％

25 1 土　師 器 B　 5 ．3 して立ち上 が り，口緑部は直立する。 位のヘ ラ削 り，内面放射状のヘラ磨

き。

小磯

にぷい赤褐色　 普通

第9ユ図 高　　 年 A　24．2 杯部一部欠損。脚部は ラッパ状 に開 口縁部 内 ・外面横 ナデ。杯部外面縦 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 80％　　　　 P L 2 1

25 2 土　 師 器 B 〔13湖 き，上位に 3 孔 が空け られている。 位 のへ ラ磨 き，内面放射状のヘ ラ磨 白色粒子 ・小礫

D lO ．8 杯部は内攣 して立ち上が り，口縁部 き。脚部外 面縦位のヘ ラ磨 き，内面 橙 色　 普通

E　 5．8 に至 る。 横位のパケ 自調整後，ナデ。

第90図 高　　 杯 A 〔19．1〕 杯部 の破片。杯部 は外面下位 に稜 を 目線 部内 ・外面横 ナデ。杯部外 面縦 砂粒 ・長石 ・白色 40％

253 土 師 器 B （6．7） もち，外傾 して立 ち上が る。 位 のヘラ磨 き，内面斜位のヘ ラ磨 き。 粒子 ・小礫

橙色　 普通
l 柑 A l L 1 体部 。口縁 部一部欠損。体部は内攣 目線部内 ・外面パ ケ自調整後，横ナ 砂粒 ・長石 ・白色 70 ％　　　　 P L 22

2 54 土 師 器 B　 6 ．6 して立ち上 がる。頚 部は くの字状 に デ。体部外面上位縦位のパ ケ目調整 粒子 ・小礫

C　 3．6 くびれ， 口縁部 は内攣気味 に立ち上 後，横ナデ，下位横 位のヘ ラ削 り， 浅黄橙色　 普通

が る。 内面へ ラナデ。

255

柑 B （7．8） 目線部欠損。平底。体部 は球状 を里 頚部外面縦位 のパケ昌調整後，横 ナ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 80％　　　　 P L 2 1

土 師 器 C　 4 ．3 す る。頚部は くの字状 にくびれる。 デ。体部 内面上位 ナデ，下位へ ラ削 雲母 e 赤色粒子

り，内面 ナデ。 浅黄橙 色 ン普通

第91図 婆 A 16 ．ユ 底 部欠損。体部 は球状 を呈する。頸 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面斜 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 80 ％　　　　 P L 2 2

2 56 土 師 器 B （23．2） 部 は くの字状 に くびれ， 目線部 は外

反す る。

位のパケ 自調整，内面へ ラナデ。 雲母 ・白色粒子

にぷい黄橙色　 普通

257

婆 A 1 9．0 体部か ら口嫁部の破片。体部 は内攣 目線部 内 の外面横 ナデ。体部外面斜 砂粒 ・長石 ・白色 45％

土 師 器 B （16．9） して立 ち上がる。頚部は くの字状に

くびれ，目線 部は外反する。

位 のパ ケ目調整，内面へ ラナデ。 粒子 ・小礫

にぷい黄橙色　 普通

婆 A 〔15 ．8〕 体部 か ら目線部 の破 片。体 部は内攣 口縁部内 8 外面パケ 目調整後，横ナ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 30 ％

258 土 師 器

小 形 婆

B （ユ7．0）

A 12．4

して立 ち上が る。頚部 は くの字状 に デ。体部外面縦位のパケ 目調整，内 雲母 ・白色粒子

くびれ， 口綾部 は外反す る。 面ナデ。 にぷ い橙色　 普通

体部か ら目線部の破片。体部 は球状 日録部 内 e外面横 ナデ。体部外面縦 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 60％

25 9 土　 師 器

ミニチュア土器

B （13．3）

B （5 ．6）

を呈す る。頚部 は くの字状 に くびれ，位 のヘ ラ削 り， 内面 ナデ。

頚部縦位のパケ 目調整。体部内 ・外

白色粒子 ・小礫

90 ％　　　　 P L 22

口縁部は外反する。 にぷい赤褐色　 普通

目線部 欠損 。壷形 。体部 は球状 を里 砂粒 ・長石 。雲母 ・

260 土 師 器 C　 3．5 する。

目線部一部欠損。平底。体部 は直立

面ナデ。 白色粒子

灰 白色　 普通

砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 95％　　　　 P L 2 2ミニチュア土器 A　 4 ．8 体部外面斜位 のパケ目調整， 内面へ

261 土　 師 器 B　 3 ．5

C　 3 ．5

し，目線部はやや内攣する。 ラナデ。 白色粒子

にぷい黄橙色　 普通

第帽号住居跡（第92図）

位置　調査区の西部，Clf8区。

規模と平面形　長軸5。06m，短軸3。86mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－500－E

壁　壁高は10～18cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　褐色のローム土で，平坦である。

ぽッ紅　6か所（PトP6）。P2－P4は径35～38cmの円私　Plは長径52cm，短径45。mの楕円形で言葉さは14～

25cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられるo P5は長径41cm，短径35cmの楕円形，P6は径51cm

の円形で，深さは8の12cmである。いずれも性格は不明である。
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覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・今市軽石粒子・七本桜軽石粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・今市軽石粒子・七本桜軽石粒子少量，ローム小ブロック微量
3　里　　色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・今市軽石粒子・七本桜軽石粒子微量

遺物　土師器片250点，礫6点，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片12点が出土している。遺物は全

体の覆土に散在した状態で出土している。第93図の262～264は土師器である○いずれも覆土下層から確認され，

262の壷がP3の南東側から，263の台付嚢と264のミニチュア土器が中央部の北東寄りからそれぞれ出土している。

所見　264は，パケ目調整が施されている鉢形のミニチュア土器で，第13号住居跡からも同様の土器が出土し

ている。時期は，遺構の形態や覆土下層からの出土土器から判断して前期（4世紀中葉）と思われる。

第92回　第12号住居跡実測図

262

0　　　　　　　10cm

「一十∵」

第93図　第12号住居跡出土遺物実測図
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第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cmj 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第93図 て土ご笠E B （2 7．0） 底部 から体部の破片。休部は内攣 し 体部外面剥離 のため調整不明，内面 砂粒 ・石英 ・白色 40％

2 62 土 師 器 C 〔7．8〕 て立 ち上が り，中位 に最大径 をもつ。 ナデ。 粒子 ・小礫

赤橙色　 普通

26 3

台 付 婆 D　 8 ．6 脚台部の破片。脚台部はハの字状 に 脚台部外画料位のパケ 目調整，内面 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 5牒

土 師 器 E　 5．0 開 く。 ナデ。 雲母 ・小磯

橙 色　 普通

26 4

ミニチュア土器 A　 7．4 完形。鉢 形。体部 は内攣気味 に立 ち 体部外面斜位のパケ 目調整後，ナデ。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 100％　　　 P L 2 2

土　師 器 B　 6．1

C　 4．2

上が り，日録部 に至 る。 内面斜位のパケ 目調整後，指頭 に よ

るナデ。

白色粒子

にぷい黄橙色　 普通

第臓号健贋跡（第94図）

位置　調査区の北西部，Blj8区。

重複関係　中央部を第166号土坑，北東壁を第165号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

第錮図　第13号住居跡実測図
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規模と平面形　北西コーナー部は，調査区城外のため確認できなかった。長軸5．9m，短軸4．93mの隅丸長方

形である。

主軸方向　N－62。－E

壁　壁高は5－10cmで，緩やかに立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。土質は軟弱で，踏み固められた部分はない。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，径50cmの円形で，深さは28cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・赤色粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・赤色粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

覆土　2層からなる。ローム粒子等が均一に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土居解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ロー卑小ブロック微量

遺物　土師器片12点，礫2点が出土している。ほとんどが土師器の細片である。第

95図の66は土師器のミニチュア土器である。貯蔵穴内の覆土中層から逆位の状態で

出土している。

所見　ほとんどが細片のため，図示できた土器は1点のみであった。第95図の66は，

パケ目調整が施されている鉢形のミニチュア土器で，第2号掘立柱建物跡からも同

様の土器が出土している。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して前期（4世

紀中葉）と思われる。

第13号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

」」＿＿＝＝∃

第95図　第13号住居

跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第95図 ミニチュア土器 A 〔4 ．9〕 鉢形。 ロ緑部一部欠損。平底。休部 体 部外画 料位 のパケ 目調 整，内面上 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 70 ％

6 6 土 師 器 B　 5．6

C　 4 ．0

は直立 し，□縁部でやや内攣する。 位 斜位 のパケ 目調整， 内面 下位へ ラ

削 り。

白色粒子

灰黄褐色　 普通

第15号住居跡（第96・97図）

位置　調査区の北西部，C2a4区。

重複関係　第242号土坑と第243号土坑をそれぞれ掘り込み，南東コーナー部を第241号土坑，北側を東西方向

に第5号溝にそれぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　長軸6．54m，短軸6．34mの隅丸方形である。

主軸方向　N－53。－E

壁　壁高は18－30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅21－43cm，下幅9－14cm，深さ8－12cmで，断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。北西壁下の北側コーナー寄りから，北東壁と平行して延

びる溝を1条確認した。長さ2．89m，上幅22－33cm，深さ7－12cmで，断面形はU字状である。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P2は長径34・57cm，短径28・39cmの楕円形，P3・P4は径28・38cmの円

形で，深さは32・79cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。
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第96図　第15号住居跡実測図（1）
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第野図　第15号住居跡実測図（2）

ピット土層解説
Pl

l　暗褐色　ロームノトブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

2　暗褐色　ローム′」、ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微
Eヨ

＿こ莫＿

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

5　褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

‾‾‾二Il「‾‖

0　　　　　　　　　　　　　1m

』二二二圭二二二二二∃

P4

1暗褐色　ローム粒子中量，ロームノトブロック少量，炭化粒子微
Lj

嬰＿

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

炉　2か所。炉1は北東壁寄りに位置している。長径92cm，短径55cmの楕円形で，床面を9cmほど皿状に掘り

くぼめた地床炉である。炉2は中央部からやや北東寄りに位置している。長径86cm，短径50cmの楕円形で，床

面を3cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。ともに加熱を受けているが，あまり赤変硬化していない。

炉1土層解説
1　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブ

ロック微量

炉2土層解説
1　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少鼠　焼土粒子微量

2　にぷい誘潤色　ローム粒子中量，焼土中ブロック8焼土粒子・炭化粒
子少量

貯蔵穴　西コーナー部に位置し，長径53cm，短径41cmの楕円形で，深さは27cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・今市

軽石粒子・七本桜軽石粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム小プロッタ中量，ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ

ロック微量

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，

土層解説

1　里　　色　白色粒子少量，赤色粒子微量

2　里　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク微量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ
ク微量

8　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

9　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

自然堆積と考えられる。

4　里　　色　ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片215点，礫31点，炭化物，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片14点，弥生土器片39点

が出土している。これらの遺物の大部分は，全体の覆土に散在した状態で出土している。第98図の121～127は

土師器である。覆土下層では，122の杯が南東壁際から出土している。126の嚢は，南東壁際と西側コーナー部

から出土した破片が接合したものである。124の嚢は，中央部と北東部の覆土下層から床面にかけて出土した

破片が接合したものである。床面では，121の杯が北西壁際から正位の状態で，123の杯が中央部から，127の

ミニチュア土器がP3の北東側から正位の状態でそれぞれ出土している。貯蔵穴の下層からは，125の嚢が出土

している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や床面及び貯蔵穴内の出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。
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第報国　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表

〒＿二＿士

竿二‾

図 版番 号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 98図 杯 A 14 ．2 口縁 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 休部 は 内攣 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 9 5％　　　　 P L 22

12 1 土　 師 器 B　 5．0 して 立 ち上 が り， 口縁 部 は ほ ぼ直 立 位 の ヘ ラ削 り， 内 面 放 射 状 の ヘ ラ 磨 赤 色粒 子

す る。 目 線 部 内 面 に 稜 を もつ。 き。 にぷい黄橙 色　 普 通

12 2

杯 A 14 ．7 口縁 部 ・体 部 一 部 欠損 。 丸底 。 休 部 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 南 棟 砂粒 ・長石 ・石 英 ・ 80 ％　　　　 P L 22

土 師 器 B　 5．7 は 内 攣 して 立 ち 上 が り， 目線 部 に至 位 の ヘ ラ削 り， 内 面 放 射 状 の ヘ ラ 磨 白 色粒 子 ・小 礫

る。 目線 部 内 面 に稜 を もつ。 き。 橙 色　 普 通

12 3

杯 A 〔14 ．2〕 体 部 か ら目線 部 の破 片 。休 部 は内 攣 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 中 砂粒 ・長石 ・石 英 ・ 2 5％

土 師 器 B （ 5．3） して 立 ち 上 が り， 口縁 部 に至 る。 口 位 横 位 の ヘ ラナ デ ， 下 位 斜位 の ヘ ラ 雲 母 ・白色 粒 子

縁 部 内面 に稜 を もつ。 削 り， 内 面 放 射 状 の ヘ ラ 磨 き。 にぷい赤 褐色　 普通

12 4

嚢 A 16 ．4 体 部 か らロ緑 部 の破 片 。 体 部 は内 攣 口縁 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 体部 内 ・外 砂粒 ・石 英 ・白色 30 ％

土 ．師 器 B （16 ．0） して 立 ち上 が る。 頚 部 は くの字 状 に 面 剥 離 の た め 調 整 不 明 。体 部 内面 に 粒 子 ・′ト礫

くび れ ， 目線 部 は外 反 す る。 輪 積 み 痕 。 褐 色　 普 通

12 5

襲 A 14 ．1 口 縁 部一 部 ・体 部 中位 以 下 欠 損 。 体 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。体 部外 面 斜 位 砂 粒 ・石英 ・雲母 ・ 30 ％

土 師 器 B （6 ．1） 部 は 内攣 して立 ち上 が る。 頚 部 は く の ヘ ラ削 り ，内面 横 位 の へ ラ削 り後 ， 白色 粒 子 体 部 外 面 砥 石転 用

の 字 状 に くび れ ，口 縁 部 は 外 反 す る 。 縦位 の ヘ ラ磨 き。休部 内 面 に輪積 み痕 。 にぷ い橙 色　 普 通 痕

12 6

襲 B （3 ．2） 底 部 の破 片 。 突 出 した平 底 。 体 部 は 体 部 内 ・外 面 へ ラ ナ デ 。 砂 粒 ・長 石 ・石英 ・ 10 ％

土 師 器 C　 7 ．4 外傾 して立 ち上 が る。 赤 色 粒 子 ・小 礫

明赤 褐 色　 普 通

12 7

ミニチュア土器 A 〔3 ．5〕 鉢 形 。 口縁 部 ・体 都 一 部 欠 損 。 体 部 体 部 内 ・外 面 指頭 に よ る ナ デ。 砂 粒 ・長 石 ・白色 50 ％　　　　 P L 2 2

土 師 器 B　 3 ．3 ほ球 状 を里 し，内 攣 して 立 ち上 が る 。

口縁 部 に， 2 孔 が 空 け られ て い る。

粒 子

暗 赤 褐 色　 普 通

第柑号住居跡（第99図）

位置　調査区の中央部，C3e2区。

重複関係　北西部を第277号土坑に掘り込まれているが，床面までほ達していない。

規模と平面形　長軸5．15m，短軸4．72mの隅丸方形である。

主軸方向　N－600－E

壁　壁高は20－25cmで，やや外傾して立ち上がる。
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床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は確認できない。

ピット　5か所（PトP5）o Pl・P2は，径28・33cmの円形で，深さ8・10cmである。規模と配置からいず

れも主柱穴と考えられるo P3・P4は，径37・41cmの円形で，深さ7cmである。位置的に補助柱穴と考えられ

るo P5は，長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さ21cmである。位置的に壁柱穴と考えられる。

炉　中央部からやや北東コーナー寄りに位置している0径98cmほどの円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼ

めた地床炉である0炉内の覆土に焼土粒子や炭化粒子を少量から微量含む程度で，炉床は硬くない。

炉土居解説
1　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，長径53cm，短径41cmの楕円形で，深さは48。。である。

貯蔵穴土居解説

1黒　色　ロームノJ、ブロック・ローム粒子・炭化粒子・今市軽石粒子・七本桜粒軽石粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

叫　　　Ul
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覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土居解説
1黒　色　ローム小ブロック・ローム粒子・今市軽石粒子・七本　4　暗褐色　今市軽石粒千・七本桜軽石粒子少量，ローム小プロッ

桜軽石粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・今市軽石　5　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

粒子・七本桜軽石粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・今市軽石粒子・七本

桜軽石粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片450点，須恵器片1点，石製品6点（双孔円板），礫9点，混入したとみられる縄文土器片21点，

弥生土器片21点が出土している。これらの遺物は中央部のやや北側の覆土から，破片の状態でまとまって出土

している。第100図の128－139は土師器で，140は須恵器である。覆土上層では，128－131の杯，134・135の高

杯，139の甑，140の把手付椀，Q46の双孔円板が中央部のやや北側から，132の小形鉢が北西壁際から，136の

高杯が北東壁際から，Q44・Q47の双孔円板が中央部から，133の高杯が北西壁寄りから，137の相が中央部の

やや南側からそれぞれ出土している。覆土下層では，Q45・Q48の双孔円板が中央部のやや北側から出土して

いる。床面では，138の聾が中央部のやや南側から出土している。その他，Q49の双孔円板が覆土から出土し

ている。
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第100図　第18号住居跡出土遺物実測図
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所見　本跡は，中央部付近の覆土上層から中層にかけて，土器片等がまとまって出土している。ほとんどが破

片の状態であることから，投棄された可能性が考えられる。覆土上層から出土した杯と，床面から出土した嚢

はほぼ同時期であることから，中期（5世紀中葉）と思われる。

第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色謀巨 焼成 備　　 考

第 100 図 杯 A 〔13．6〕 底部か ら口縁 部の破片。底部中央に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外両横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 30 ％

128 土 師 器 B　 5．3

C　 2 ．8

指頭ほ どの くぼみを もつ。体部 は内

攣 して立 ち上が り， H 縁部 は直立す

る。口縁部内面 に稜 をもつ。

位のヘ ラ削 り，内面ナデ。 白色粒子

暗赤褐色　 普通

129

杯 A 〔14．0〕 休部 から目線部の破片。体部 は内攣 日縁 部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 ・石英 15％

土　 師 器 B （4．5） して立 ち上が り， 口縁部 はわずか に ラナデ， 内面斜位 のヘ ラ磨 き。 暗赤褐色

外反する。口縁 部内面に稜 をもつ。 普通

130

杯 A 〔13．8〕 体部か ら口緑部 の破片。体 部は内攣 口縁部内 e外面横ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10 ％

土 師 器 B （4 ．3） して立ち上が り， 口縁部 はわずかに 位のヘ ラ削 り。内面放射状のヘラ磨 白色粒子

外反する。 き。 暗赤褐色　 普通

131

杯 A 〔14 ．4〕 口縁部 の破片。休部 は内攣 して立 ち 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部 外両横 砂粒 ・石英 ・白色 10 ％

土 師 器 B （3 ．0） 上 が り， 目線部 に至 る。 位のヘ ラ削 り，内面 ナデ。 粒子

にぷい橙色　 普通

132

小 形 鉢 A　 8．7 口縁部一部欠損。突出 した平底。体 休部外面 ナデ， 内面へ ラナデ。 砂粒 ・石英 ・白色 95％　　　　 P L 22

土 師 器 B　 3．8

C　 3．7

部 は内攣 して立ち上が り，口縁部に

至 る。

粒子

にぷい橙 色　 普通

133

高　　 杯

土 師 器

A 15．0 杯部一部 ・脚部 一部 欠損 。脚部は柱 口縁部内 ・外面横ナデ。杯部内 ・外 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 70 ％

B （7 ．9） 状 を呈 している。杯部 は外面 下位 に 面へ ラナデ。脚部外面へラナデ，内 白色粒子

E （4 ．6） 稜を もち，外傾 して立 ち上 がる。 面ナデ。 にぷい赤褐色　 普通

134

高　　 杯

土　 師 器

B （6 ．1）

E （4．5）

！

脚部 の破片。脚 部はやや外方に開 く。 脚部外面縦位のヘラ磨 き，内面ナデ。

！

砂粒 ・石英 ・雲母 ・

白色粒子 ・小礫

淡赤橙色　 普通

20 ％

135

高　　 杯

土　 師 器

B （5．7）

E （4．8）

脚部の破片。脚部は外方 に開 く。 脚部外面縦位 のヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・

赤色粒子

にぷい赤褐色　 普通

15％

136

高　　 年

土　 師 器

E （5．0） 脚部の破片。脚部 は柱状 を呈す る。 脚部外面縦位のヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・

白色粒子

明赤褐色　 普通

10 ％

137

用 A 〔9．6〕 口縁部の破片。 目線部はやや内攣気 口縁 部外面縦位 のヘラ磨 き， 内面 ナ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 15％

土　 師 器 B （6．0） 味 に立 ち上がる。 デ。 口縁部 内 ・外面赤彩。 小礫

赤褐色　 普通

138

莞 B （3．5） 底部の破 片。平底 。体部 は外傾 して 体部外面斜位のヘ ラ削 り，内面ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10％

土　師 器 C　 6．6 立ち上がる。 赤色粒 子

明赤褐 色　 普通

139

鯨 B （4 ．5） 体部 の破片。体部 は内攣気味 に立 ち 体 部外面斜位のヘ ラ削 り，内面 ナデ。 砂粒 ・石英 ・雲母 5 ％

土 師 器 C 〔9．4〕 上 がる。 褐色

普通

140

把手付椀 A 〔9．4〕 体部から目線部の破片。体部は内攣 し 日縁部 ，体部 内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 35 ％　　　　 P L 22

須 恵 器 B （8．7） て立ち上が り，目線部は直立する。 口 体部 に櫛歯状工具 （5 本） による波 白色粒子

縁端部は尖る。体邸 にC 字状 の把手 を 状文 を施 し，把手貼 り付 け後，ナデ。 灰色　 普通

貼 り付けている。体部と口縁部の境に 口縁部内 ・外面，把手上位，体部内

断面三角形 の鋭い凸線 を 1条有す。 面下位 に自然粕付着。

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm）孔径 （cm）重量 （g ）

第10姻 Q44 双孔 円板 3．9 3 ．9 0．5 0．4 ユ2．9 滑　　 石 2 孔 の他， 2 つの途 中が空 けられている。 P L 27

Q 45 双孔 円板 3．4 3 ．7
0・5　 巨 2

7．6 粘 板 岩 2 孔 が空 けられている。 P L 27

Q 46 双孔円板 3．0 3．7 0 ．5 0 ．2 8 ．2 滑　　 石 2 孔が空 けられ てい る。 P L 27

Q 47 双孔 円板 2．6 3．3 0 ．3 0 ．2 3 ．7 粘 板 岩 2 孔が空け られてい る。 P L 27

Q 48 双孔 円板 2 ．5 3．2 0．5 0 ．2 5 ．4 粘 板 岩 2 孔が空け られている。 P L 27

Q 49 i双孔 円板 （工9） 3．5 0．4 0．2 （4．9） 粘 板 岩 2 孔が空け られている。 1 ／ 3 欠損。 P L 27
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第22号住居跡（第101図）

位置　調査区の北部，B2hO区。

重複関係　北東コーナー部を第337号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4。2m，短軸3．1mの長方形である。

主軸方向　N－800－E

壁　壁高は21～32cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，西部から中央部にかけてよく踏み固められている。南東コーナーの貯蔵穴上面には焼土，南

西部の床面には炭化材が確認された。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径26cm，短径20cmの楕円形，P2e P3は径15。27cmの円形で言葉さほ24～

65cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

炉　東壁際の中央に位置している。長径76cm，短径65cmの楕円形で，床面を13cmほど皿状に掘りくぼめた地床

炉である。炉内の覆土に焼土粒子や炭化粒子を中量から微量含む程度で，炉床は硬くない。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼士粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径64cm，短径55cmの楕円形で，深さは48cmである。土層解説の1e2層

は，貯蔵穴の上面で確認された焼土である。

焼土e貯蔵穴土層解説

1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒　3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土ノJ、ブロック・炭化粒　5　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子少量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，炭化粒子微量

尊皇10層からなる。中層から下層にかけて焼土粒子，炭化物，炭化粒子が少量から微量含まれていることや，

ブロック状の堆積状況がみられることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1里　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　里　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子
炭化物・炭化粒子微量

3　灰褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
5　黒　　色　ローム粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物徴
臼

里

7　里　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

8　黒褐色　ローム粒子少量
9　黒色褐　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
10　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片440点，須恵器片1点，石製品2点（剣形品。双孔円板），不明鉄製品1点，礫20点，炭化物，

混入したとみられる縄文土器片2点，弥生土器片5点が出土している。これらの遺物の多くは，西壁の中央部

から東壁の中央部にかけての覆土から出土している。第102～104図の141～155は土師器である。覆土中層では，

141の杯が北壁寄りから正位の状態で出土している。覆土下層では，142の椀が中央部のやや北側から逆位の状

態で，143の椀が南西コーナー部から斜位の状態で，144の椀が北壁寄りから逆位の状態で，145の高杯が南壁

寄りから，148の聾が東壁寄りから斜位の状態で，150の嚢が東壁寄りから正位のつぶれた状態で，151の嚢が

北壁寄りから，153の嚢が南西コーナー部からそれぞれ出土している。また，152の嚢は西壁寄りと北壁寄りか

ら出土した破片が接合したものである。149の聾は中央部と北壁寄りの覆土中層から床面にかけて出土した破

片が接合したものである。床面では，146の相が中央部から正位の状態で，147の婆が中央部から横位のつぶれ

た状態で，155の嚢が南西コーナー寄りからそれぞれ出土している。また，154の嚢は，中央部西側と東壁寄り

から出土した破片が接合したものである。貯蔵穴の下層から，Q50の剣形品が出土している。その他，Q51の

双孔円板とMlの不明鉄製品が覆土からそれぞれ出土している。
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所見　本跡の炉は，東壁際の中央に位置している。位置的に竃であった可能性もあるが，砂質粘土粒子や補強

材を含んだ構築状況がなかったことから炉と判断した。また，床面に焼土や炭化材がみられることから，焼失

住居の可能性も考えられる。時期は，遺構の形態や覆土下層及び床面の出土土器から判断して中期（5世紀中

葉）と思われる。

第101図　第22号住居跡実測図
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第102図　第22号住居跡出土遺物実測図（1）
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第104回　第22号住居跡出土遣物実測図（3）

第22号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10 2 図 珂こ A 〔1 6．1〕 底部か ら口緑部の破片。休部は内攣 口緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面梼 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 75 ％

14 1 土　師　 器 B　 4 ．8 して立ち上が り，口縁部 は外反す る。 位のヘ ラ削 り， 内面放射状のヘ ラ磨 白色粒子 ・礫

□綾部内面に稜 をもつ。 き。 にぷい橙色　 普通

142

椀 A 15．3 完 形。突 出 した平底。休部 は内攣 し 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10 0 ％　　　 P L 22

土　 師 器 B　 6．5

C　 6．4

て立ち上 が り， 口縁部 に至 る。 ラナデ，内面ナデ。 白色粒子 ・赤色粒子

明赤褐色　 普通

体部外面煤付着

14 3

椀 A 13．2 完形。平底。休部 は内攣 して立 ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休部外面横 砂粒 ・雲母 ・白色 10 0％　　　 P L 22

土　 師 器 B　 7．2 が り，口緑部は直立す る。 口縁部内 位 のヘラ削 り，内面放射状 のヘ ラ磨 粒子

C　 5．2 面 に稜 をもつ。 き。 にぷい橙色　 普通

144

椀 A l l．3 口緑部一部欠損 。平底。体部は内攣 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面下 長石 ・石英 ・雲母 ・ 95％

土 師 肯 B　 8 ．6

C　 4 ．3

して立ち上 が り．口緑部 は直立す る。

口縁 部内面 に稜 を もつ。

位横位のヘ ラ削 り，内面 ナデ。 白色粒 子 ・小礫

橙 色　 普通

第 103 凶 高　　 士不 A 〔14諸〕 杯部一部欠損。脚部 はラ ッパ状 を呈 杯部外面下位斜位のヘ ラ削 り，内面 砂粒 ・長石 ・石英 70％

14 5 土　 師 器 B　 9，7 し，裾部 は水平 に大 き く開 く。杯部 斜位のヘ ラ磨 き。脚部外面縦位のへ 明赤褐色

D ll．2 は外面下位 に稜 をもち，外傾 して立 ラ磨 き，内面ナデ。裾 部内 ・外面横 普通

E　 5，8 ち上が る。 ナデ。脚部 内面中位 に輪積 み痕。

146

柑 B （10 ．5） 口緑部欠損。平底。休部は算盤玉状 休部外面横位 のヘラ削 り，内面ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 70％　　　　 P L 2 2

土 師 器 C　 3 ．7 を里 し，中位 に最大径を もつ。 白色粒 子

明赤褐 色　 普通

休部外面煤付着

14 7

蛮 A　 20，6 休部 一都欠損。 突出 した平底 で， 中 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面上 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 90％　　　　 P L 2 2

土　 師 器 B　3 2．9 央が やや くぼむ。休部は球状 を呈 し， 位斜位のパ ケ目調整後，ナデ，下位 雲母 ・白色粒子 ・

C　 8．1 中位 に最大径 をもつ。頚部は屈曲 し，

口緑部 は外反す る。

斜位のヘ ラ削 り。内面ナデ。 小礫

にぷい橙色　 普通

148

磐 A 1 5．0 口緑部 ・休部一部欠損。突出 した平 口縁 部内 ・外 面横 ナデ。休部外面下 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 80 ％　　　　 P L 2 2

土　 師 器 B　2 4．3

C　 7．2

底。体部は内攣 して立 ち上が り，中

位 に最大径を もつ。頸部は屈曲 し，

口緑 部は外反する。

位斜位 のヘラ削 り，内面 ナデ。 雲母 ・白色粒子 ・

小礫

にぷい黄橙色　 普通

14 9

塵 A 〔16 ．1〕 体部 か らロ緑部 の破 片。体部は内攣 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面下 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 65％

土　 師 器 B （18．7） して立ち上 が り， 中位 に扇：大径 をも 位斜位のヘ ラ削 り，内面ナデ。休部 白色粒子 ・小磯

つ。頸都 は くの字状 に くびれ， ロ縁

部 は外反す る。

内面上位に輪積み痕。 橙色　 普通
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図版番号 器　 種 計測値kmj 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 103 図 愛 A 19．3 体 部欠損。平底。体部 は内攣 して立 目線部内 ・外面横 ナデこ体部外面上 砂粒 ・長石 ・ノ丘英 ・ 40 ％

150 土 師 器 B （26．5） ち上 が り， 中位 に最大径 をもつ。頸 位へラナデ∵下位横位のヘ ラ削 り後学 白色粒子 ・小礫

C　 6．5 部 は屈曲 し，目線部は外反す る。 斜位 のへラ磨 き。内面へ ラナデ。内

面上位 に輪積み痕。

にぷい黄橙色　 普通

ユ51

餐 A l4 ．8 体部 ・底部欠損 。目線 部は直立 し， 口縁部 内 ・外面横ナデ√休部内面上 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 20 ％

土 師 器 B （7 ．2） 上位で外反する。 位 に輪積み痕。 白色粒子 。赤色粒子

にぷ い橙色　 普通

第 104 図 襲 A 15 ．6 体 部から目線部 の破片。体部 は内攣 目線部内 0 外面横 ナデ。体部外面上 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 20 ％

152 土 師 器 B （8．射 して立 ち上が る。頚部 は くの字状 に 位へ ラナデ，内面ナデご体部内面上 白色粒子

くびれ， 目線部は外反す る。 位に輪積 み痕 。 にぷい黄橙色　 普通

153

愛 A 〔16遁〕 体部 から口縁部の破片。体部は内攣 口縁部 内 ・外面横 ナデJ 体部外面斜 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ ユ5％

土　 師 器 B 「臥男 して立 ち上がる。頚部は屈曲 し，日 位 のヘラ削 り， 内面へ ラナデ。体部 白色粒子 ・小礫

縁部は外反する。 内面上位 に輪積み痕。 褐灰 色　 普通

第 103 図 聾 A 〔14 ．8〕 目線部の破片。ロ縁部は ほぼ直立 し， 目線部内 e外面横ナデ。 砂粒 ・石英・雲母 ・ 15％

15 4 土　師 器 B ぐ5．5） 上位で外反する。 白色粒千 ・赤色粒子

灰黄色　 普通

第 104 凶 聾 B （ユ5誹 底部から体部 の破片。平底。体部 は 体部外面下位縦位のヘラ削 り， 内面 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 25 ％

ユ55 土 師 器 C　 5．7 内攣 して立 ち上が り， 中位 に最大径

を もつ。

へ ラナテ㌔ 赤色粒千 ・小礫

にぷい橙色　 普通

図版番号 器　 種

計　 測　 値　　　 i 新

特　　　　　　 徴　　　　　　　　 備　　 考長さ（cm中 綿 m j
摩さ（cm）孔径（cm）重量は ） 石 貝

雛0掴Q灘 剣 形 品 7」
2牛 8

0．2
2当 骨 石

基部に小孔が空けられている。断面は台形　 P L 28

を墨 し営　片面に鏑を有する。

Q 5ユ 双孔円板 3」
3可　 0・6

0．2
5・9 恒 板 岩 2孔が空けられ，表面は凹凸である。 ！

図版番号　 器　棟
計　　 測　　 値 ！材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 縮 cm）恒 （cm）重量（gj

第棚 M l 序順 製品 （3．1） 0可　 0・3 （2．2） 鉄 断面は長方形で，一方の端部が屈曲している。

第鍼号健贋静（第鼠05図）

位置　調査区の北部，B3i5区。

重複関係　東側を南北方向に第8号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　一辺が7。6mはどの方形である。南西壁側を除く壁際に，棚状施設が巡っている。北西壁側の

棚状施設は，幅728cm，奥行き44～60cm，床面からの高さHcmほどである。北東壁側の棚状施設は　幅楢5cm撃

奥行き46～60cm，床面からの高さ15cmほどである。南東壁側の棚状施設は，幅735cm，奥行き51～82恥　床面

からの高さ18cmほどである。

主軸方向　N－580－E

壁　壁高は且8～鮒cmで　やや外傾して立ち上がる。それぞれの棚状施設からの壁高は，北西壁側で40cmほど，

北東壁側で12eluほど，南東壁側で35cmほどである。

床　ほぼ平坦で，主柱穴を結んだ中央部がよく踏み固められている。

ぽッ拒　8か所（Pl～P8）。P巨㌘3儲P4は径28～32cmの円形，P2ほ長径59cm，短径50cmの楕円形で言莱

さは41～76cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5は径28cmの円形，P6は長径26cm，短

径22cmの楕円形で　深さはH～13cmである。いずれも北西壁側の棚状施設部分に位置し，規模と配置から壁柱

穴と考えられる。P’7は径70cmほどの円形で，深さ4娠mである。P8は長径28cm，短径22cmの楕円形で言葉さ20

cmである。いずれも性格は不明である。
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ピット土層解説
P3

ユ　暗褐色　ローム小ブロックやローム粒子少鼠　炭化粒子微量　　4　暗褐色　ローム拉子中鼠　ローム小ブロック少鼠　炭化粒子徹
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子e炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　量
3　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

P4

1暗掲色　しトム粒J’中量∴［トム小ゾし「ノラ少量，封じ粒J’・・：う　晴粘色　ローム小プロ、ソク・しトム粒‾jl一少量．鹿沼軽石粒冊を
鹿沼軽石粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

2　暗褐色　ロトム小ブロックのローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼　4　暗褐色　ローム小ブロックの。ーム粒子の鹿沼軽石粒子微量
軽石粒子微量

炉　中央部から北東壁寄りに位置している。長径mcm　短径娠mの楕円形でタ　床面を4cmほど皿状に掘りくぼ

めた地床炉である。炉内の覆土に焼土粒子や炭化粒子を少量から微量含む程度で，炉床は硬くない。
炉土層解説

1暗赤褐色　焼上中ゾし「ノウ・焼上粒J’・少量，しトーム粒j’・・炭化粒Jつ散量

貯蔵栗　東コーナー部に位置し，長径72cmタ　短径65cmの楕円形で言莱さ54cmである。

尊堂　は層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　里　　色　ローム粒子の赤色粒子微量
コ　黒　掲　色　しトーム粒「少量．しトーム小ゾし11ノウ・赤色拉自微量
3　黒褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少量夕　炭化粒子。赤色

粒j’・微量
4　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，炭化粒子微量
う　暗　褐　色　しトー！、小ゾし「ノケ・Tトーム粒「・炭化粒JT・少量∴トト1

ム中ブロック微量

6　暗褐色
7　暗褐色
8　暗褐色
9　褐　　色
摘　褐　　色

11黒　掲　色

ローム粒子中量乍ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム小ブロックeローム粒子。炭化粒子微量

［トーム粒子中量．ローム小ブU、ソク少量，炭化粒子微量

ローム小ブ［ブック・ローム粒子少量．炭化粒千微量

Lトーム小ブし「ソク・しトーム粒J′骨壷

ロー一一一ム小ブt「ノケ・U一一ム粒召牲蔓

遺物　土師器片2誇摘点　土製品　点　紡錘車上　着製品路蕉　双孔閏板接点e勾玉　蔚　石器　点　砥石上

鉄製品2点（刀子）礫鋸ノ蕉　撹乱等によ　混入したとみられる縄文土器片　息　弥生土器片69点が出土して

いる。これらの遺物の大部分は汐　全体の覆土に散在した状態で出土している。第106～108図のユ56～且81は土師

器である。覆土上層ではタ　温8の婆とQ鮒の混乱閏板が酋コーナー部から出土している。且58の杯は中央部付近

の覆土上層から中層にかけて出土した破片が，蟻の杯は中央部付近の覆土上層から下層にかけて出土した破

片がぎ　膵の高杯は中央部と南西壁寄りの覆土上層から中層にかけて出土した破片がタ　温77の婆は㌘3の東側と

P4の東側の覆土上層から中層にかけて出土した破片が，ユ78の婆はP3の北側から中央部の覆土上層から中層

にかけて出土した破片がそれぞれ接合したものである。覆土中層では，159の杯が中央部から，168の椀が北西

壁寄りから正位の状態でタ　且72の高杯が㌘7の西側から，175の高塚が中央部から，Q53～Q57の混乱閂板がP且

の西側から，Q62の双孔閏板とQ65の砥石が酋コーナー部からそれぞれ出土している。また，156の杯は中央

部から南側にかけての覆土中層から出土した破片がタ163の杯は南西壁寄りから出土した破片が，174の高年は

中央部付近の覆土中層から出土した破片が，162の杯は中央部と北西壁寄りの覆土中層から下層にかけて出土

した破片が，鼠66の椀は北コーナー部と東コーナー部の覆土中層から床面にかけて出土した破片がそれぞれ接

合したものである。覆土下層ではタ157の棒が中央部から正位の状態で，鼠69の椀が中央部から斜位の状態で，

且73の高杯が北西壁寄りからタ　且79の婆が中央部から，Q鋸の双孔円板が中央部の南西寄りから，Q64の勾玉が

中央部からタ165の杯が東コーナー部から逆位の状態でそれぞれ出土している。床面ではタ　且76の壷が中央部の

西寄りから，170の椀が北東壁際の中央部からつぶれた状態で，164の杯が東コーナー部から，DP5の紡錘車

がP5の西側から，Q66の砥石が北東壁寄りからそれぞれ出土している。貯蔵穴の覆土上層では，ユ67の椀が横

位の状態で，ユ8且の婆が横位の状態でそれぞれ出土している。その鶴　ユ60の杯グ　Q52砂Q58e Q59の双孔円板，

Ⅳ「2・M3の力千が覆土から出土している。．

所農　本跡は，南西壁を除く壁際に，地山をそのまま利用した棚状施設が付設されている。棚状施設をもつ住

居跡は本跡のみである。遺物は，遺構全体に破片の状態で散在し，出土層位が中層から下層にかけて集中して

いることタ　位置的に離れた土器の破片が接合していることなどから，投棄された可能性が考えられる。時期は，

遺構の形態や覆土下層及び床面の出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。
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第105図　第24号住居跡実測図（1）
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第106図　第24号住居跡（2）・出土遺物実測図（1）
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⊂刀＝＝コ⊂⊃　　　　　Q54

第107図　第24号住居跡出土遺物実測図（2）
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一寺宝告　モー主三一
C町＝p Q58　　肛刀⊃　　Q59　　∝コD Q60　　⊂コ∝＞　　Q61　0ロも　　Q62

く＝＝⊃D Q63 、賢二

－＿11一二；‥Ii：－

DP5

第108図　第24号住居跡出土遣物実測図（3）

第24号住居跡出土遺物観察表

⊂〕Q65

く≡≡≡ヨ：
］

P M2

てこ二コー
［

8　M3

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　・－1　－　　」

0　　　　　　10cm

I ll l

図版番号・器　種計測値（伽） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第106図杯A14．4口縁部一部・底部欠損。休部は内野口緑部内・外面横ナデ。体部外両横砂粒・長石・石英70％

156 土師器B（7．1）して立ち上がり，口縁部はほほ直立位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨にぷい橙色

する。ロ縁部内面に稜をもつ。き。 普通

157

坤こA12．9休部から口緑部の破片。体部は内攣口縁部内・外面横ナデ。体部外面積砂粒・長石・石英60％

土師器B　7．0して立ち上がり，口緑部はほぼ直立位のヘラ削り，内面へラナデ後，放赤褐色

する。ロ綾部内面に稜をもつ。射状のヘラ磨き。 普通
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図版番可 器 種 i　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 凍 土 e色調 欄 成 i 備　 考

第 ユ06 図　　 捧 A 甘生郎 上体部 からロ縁部 の破片。丸底。休部 は　 打線部内 も外面横 ナデ。体部外両横、砂粒 ・長石 ・在英・ 45％

158　　 土 師 器 B 摘 。釦　 内攣 して立 ち上が り，ロ縁部はわずか 位 のへラ削 軋　 内面縦位 。横位のへ 白色粒 子・赤色粒子

に外反す る。打線部 内面 に稜 をもつ。 ラ磨 き。 にぷい橙 色　 普通

林 A 〔摘 薄日 目線部 の体部一部欠損。丸底。休 部 「汀線部内 の外面横 ナデ。体部外両横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 70％

ユ59　　 土 師 器 B　 5。2　 ほ内攣 して立ち上が り，目線部は直　 位 のヘ ラ削 軋　 内面放射状のヘラ磨 白色粒子

立する。　　　　　　　　　　　　　 き。 橙色　 普通

杯 A＿トL り　 休 部から目線 部の破片〕休部 は内曾　 ＝緑部内 ・外面植ナデ∴休部外面植 砂粒・長石・白色粒子 」。％

160　　 土　師 器 B （ 。り　 して立 ち上が 軋 打線部は外反する。 位のヘ ラ削 軋　 内面ナデ。 明赤褐色

目線部内面 に稜 をもつ。 普通

杯 A l工ご　 目線 部一部 欠損∴丸底．休 部は内曾　 目線 部内 ・外面横 ナデし休部外面植 砂粒 ・長石 ・石英・ γ0％

蟻　　 土　 師 器 B　 5。ユ　 して立 ち上が 娠 目線部 は直立す る。 位 のヘラ削 り， 内面放射状のヘ ラ磨 白色粒 子

き。 にぷい橙色　 普通

杯 Å 〔ユ2 ．5〕 体部か ら目線部の破片。体部は内攣　 目線部内 の外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 30％

ユ62　　 土 師 器 B 摘 。射　 して立ち上が 娠 目線部 は外反する。 ラナデ9　内面横位のヘ ラ磨 き。体部 赤色粒子

H 縁部内面に稜 を もつ。　　　　　　 内面上位 に輪積み痕。 にぷい赤褐色　 普通

杯

ユ63　　 土　師 器

A 〔ユ3 。2〕 底 部か ら目線部 の破片。底部 中央に　 仁子縁部内 の外面横ナデ。体部外両横

B　 5 。0　 指頭 ほどの くぼみ をもつ。体部 は内　 位のヘ ラ削 軋　 内面放射状 のヘ ラ磨

砂粒 ・長石 ・石英・ ご5 ％

白色粒子

C　 且。8　 攣 して立 ち上が りタ　ロ縁部 は外反す　 き。 明赤褐色　 普通

iる。 冒縁部内面 に稜 をもつ。

称 A ヱ5。0　 底部か ら口縁部の破片。丸底。体部　 は縁部 内 の外面横 ナデ。休部外面横 砂粒 ・長石 ・石英・ り0㌦

16 4　　 土　 師 器 B　 6 淵　 は内攣 して立ち上が 娠　 打線部 に至　 位 のヘ ラ削 軋　 内面放射状のヘ ラ磨 赤色粒子

る。打線 部内商に稜 をもつ。　　　　 き。 赤褐色　 普通

杯 A 〔摘 耳目 休部 か ら目線 部の破 片。休部は内攣　 目線部内 の外面横ナデ。体部外廟 へ 砂粒 ・長石 ・在英 ・ 持 ％

蟻5　　 土 師 器 B 再 。目 して立ち上 が 娠 冒縁部は外反する。 ラナデタ　内面ナデ。 実母 ・小礫

目線 部内商 に稜 を もつ。 赤橙色　 普通

椀 Å 15。7　 巨‾摘東部 ゆ体 部一一一一′一一部欠損。突 出 した平 日二綾桑部内 の外商横 ナデ。休部外商へ 砂粒 ・長石 ・石英・ 酪㌔　　　 P L 器

ユ6　　 土　 師　 搭 B　 6キ2　 底。体部 は内攣 して立 ち上が 軋 ［ニ　ラナデ　 内面 ナデ。 小礫

C　 5。7　 線部 に至 る。 にぷい橙 色　 普通

椀 A 13。4　 完形。丸底。体部は内攣 して立ち上　 目縁部内 き外面横 ナデ。体部外両横 砂粒 ・石英 ・実母 ・ 五山㌔　　　 P L ご1

16 7　　 土　 師 器 B　 6 ．　 が 娠　 目線部はわずかに外反する。 位のヘ ラ削 娠　 内面ナデ。 白色粒子

＝縁 部内面に稜 を もつ。 樟 色　 普通

椀 A 〔ユ　湖　 底部 から目線部 の破片。 丸底。体部　 打線部内 の外面横ナデ。休部外面上 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 砧 ％

ユ68　　 土 師 器 B　 7．6　 は内攣 して立 ち上が りタ　ロ緑部 は直　 位横位のヘ ラ磨 凱　 下位横位 のヘラ 白色粒子

立す る。 打線部内画 に稜 を　 つ。　 削 軋　 内面横 位のヘラ磨 き。 淡赤橙色　 普通

椀 A 封行隻　圧鶉離臣一部欠損。丸底。休部は内攣　 日縁部 内 0外商横 ナデ。体部外両横 砂粒 0 雲母 。白色 i95％

蟻　　 土　 師　答 B　 5。8　 して立 ち上が り営　口縁部 に至る。　 位 のヘラ削 り， 内面へ ラナデ。 警霊 、志警 普通 i

椀 Å　 8 ．9　 に寺縁部 も体部一部欠損 。丸底。体部　 目線部内 e外面横 ナデ。体部外両横 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 80㌔

17 0　　 土　 師 器 B　 5 せ6　 ほ内攣 して立ち上 が りタ　ロ縁 部に至 位のヘ ラ削 軋　 内面放射状のヘラ磨 白色粒子

る。　　　　　　　　　　　　　　　　 き。 にぷ い褐色　 普通

第 107 図　 高　　 杯 B は 。郎　 杯部 下位 の破片。杯部外商下位 に突　 杯部外面横位のヘ ラ削 り言 勺面放射 砂粒 や石英 の白色　 25 ％

17 1　 土　 師 器 管 を もち努　外傾 して立 ち上が る。　 状のヘ ラ磨 き。 粒子 ・小礫

にぷい橙色　 普通

高　　 林 B （5志日 舞部∴ 脚部一部欠損。脚部 はラッパ　 脚部外 面縦位 のベラ磨 き， 内面へ ラ 砂粒 ・長石 ・石英・ 市％

ユ72　　 土 師 器 B　 9言　 状 を＿呈 し，裾部は水平 に開 く。　　 ナデ。 白色粒子

E　 4 。3 橙色　 普通

用

ユ73　　 土　 師 器

A lO ．0　 体部下位欠損。体部は内攣 して立ち　 目線部内 の外面横 ナデ後，外面縦位 や

釦 需 用 ‖ 上がる。頚部は くの字状 に くびれ芦　 内面横位のヘ ラ磨 き。体部外面横位

砂粒 も長 石 e石 英　 60％

明赤褐色

日縁 部は外博 して立ち上 がる。　　 のヘ ラ削 り後 やへラナデ，内面ナデ。 普通

体部内面に輪積み痕。

用

ユ74　　 土 師 器

A　 9。5　 体部 下位欠損。体部 は内攣 して立 ち　 目線部内 の外商横 ナデ後，縦位 のへ

B 日 用 ‖ 上が る。頚部 は くの字状 に くびれ， ラ磨 き。体 部外面横位 のヘ ラ削 り，

砂粒 e長石 も石英 。 50 ％　　　 P L 2 3

白色粒子 ・小礫

目線部 は外傾 して立 ち上が る。　　 内面 へラナデ。体部内面に輪積 み痕。 にぷい橙色　 普通

第 106 回　　 柑 A 〔9諸〕 目線部の破片。 口縁部は外傾 して立　 目線部 内面積 ナデ，外面横 ナデ後ヲ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 川％

ユ75　　 土　 師 器 B （3。4） ち上が る。目線端部は営　つ まみ上げ　 舵位 のヘ ラ磨 き。 白色粒子

られている。 橙 色　 普通

第 107 図　　 壷 A ユ7 ．0　 口縁 部の破 片。頚部は くの字状 に く　 口縁部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 0石英 せ　20％

176　　 土 師 答 B （5昔 日 びれ，日縁部 は外 反する。 白色粒子

浅黄橙色　 普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 107 図 禁 A 〔16 ．6〕 休部 から目線部の破片。休部 は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。休 部外面斜 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 20 ％　　　　 P L 23

177 土 師 器 B （1上5） して立 ち上が る。頚部 は くの字状 に 位のヘ ラ削 り，内面へラナデ。 赤色粒子 体部外面砥石転用

くびれ， 口縁部は外反す る。 灰褐色　 普通 痕

178

襲 A 〔18．7〕 体部か ら口縁部の破片。体部は内攣 口縁部外 両横 ナデ，内面へ ラ削 り後 ，砂粒 ・長石 ・石英 ・ 20 ％

土　 師 器 B （18．2） して立ち上がる。頚部は くの字状に 横 ナデ。体部外面へ ラ削 り，内面へ 白色粒子

くびれ，口縁部 は外反する。 ラナデ。 にぷい褐色　 普通

澄匡瓦 Å 〔10．8〕 体部か ら口縁部 の破 片。休部は内攣 日縁部内 ・外面横ナデ。体部外両横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 30％

17 9 土 師 器 B （7良） して立ち上 がる。頚部 は くの字状 に 位のヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。体部 白色粒子 りJ、礫

くびれ， 口縁部 は外傾す る。 内面 に輪積み痕。 赤褐色　 普通

應瓦 A 〔18 ．2〕 体部 から口縁部の破片。体部 は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部 外面斜 砂粒 ・雲母 ・白色 30 ％

180 土 師 器

i

B （8 ．6） して立 ち上が る。頚部 は くの字状 に 位のヘ ラ削 り後，縦位 のヘラ磨 き。 粒子 ・小礫

くびれ， 口縁部は外反す る。 内面へラナデ。 橙色　 普通

禁 A 14．8 口縁部 ・体部一部欠損。平底。体部 目線部 内 ・外面横 ナデ。休部外面下 砂粒・長石・石英・礫 85 ％　　　　 P L 2 3

18ユ 土　 師 器 B　20．5 は内攣 して立ち上が り，中位 に最大 位 へラ削 り， 内面 ナデ。 にぷい橙色

C　 5。0 径 をもつ。頚部 は屈 曲 し，日縁部は

外反する。

普通

器　種
j

計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考i 径（。m） ！長さ（cm当 孔衡 cm）重量0日

4．2 1つ 0．4 42．0 土　　 製 断面は長方形で，4本単位の平行線文が放射状

に，側面には波状文が施されている。

P L 27

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚さ（cm）孔径 （cm ）重量 （g ）

第10凋 Q 52 双孔円板 3．4 3．7 0 ．6 0 ．2 12．6 滑　　 石 2 孔が空け られ てい る。

Q 53 双孔円板 2 ．6 3 ．1 0 ．4 0．2 5．3 滑　　 石 2 孔が空け られている。

Q 54 双孔 円板 2 ．7 3 ．0 0 ．5 0．2 7．0 滑　　 石 2 孔 と 1 つの途中孔が空 け られている。

Q 55 双孔 円板 2．5 3．2 0．4 0．2 4 ．9 滑　　 石 2 孔 が空け られている。

Q 56 双孔 円板 2．7 2．6 0．3 0 ．2 3 ．6 ［滑　 石 2 孔 が空 け られている。

Q 57 双孔 円板 2・4 i 2・8
0．3 0 ．2 4 ．4 滑　　 石 2 孔 が空 けられている。

酎 渦 齢8 双孔円板 2．3 2．3 0．4 0 ．2 3．4 滑　　 石 2 孔が空 けられ ている。

Q 59 双孔円板 2 ．1 工9 0．4 0．2 2．5 粘 板 岩 2 孔が空 けられてい る。

Q 60 双孔円板 工9 2 ．1 0 ．2 0．2 工6 滑　　 石 2 孔が空け られている。

Q 61 双孔 円板 工8 （2 ．ユ） 0 ．3 0．2 （ 1．9）滑　　 石 2 孔が空け られている。 1 ／ 3 欠損。

Q 62 双孔 円板 工7 1．9 0．4 0．1 工4 粘 板 岩 2 孔が空け られている。

Q 63 双孔 円板 工6 （2」） 0．3 0 ．2 （ 工6）滑　　 石 片方のノj、孔半分 か ら先 は欠損。

Q 64 勾　　 玉 4．5 3．2 （0．3） 0 ．2 （ 3．4）粘 板 岩 基部 に小孔が空 けられてい る。表裏面剥離。 P L 2 8

Q 65 砥　　 石 （1工9） （7．4） （5．6） － （782．3）砂　　 岩 断面 は長方形 を皇す。研 ぎ面は 1 両。

Q 6 6 砥　　 石 4上8 2上5 10 ．3 － 上30 0．0 砂　　 岩 断面 は長方形 を皇す。研 ぎ面は 3 両。 P L 2 7

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
刀身（cm） 身幅（cm） 重ね（cm） 重量（g）

第108図M 2 刀　　 子 （4．8） 1．0 0．4 （4．3） 鉄 刃部の破片。

M 3 刀　　 子 （2．7） 1．2
0・3 i （2・0）

鉄 刃部の破片。

第甜号住居跡（第109図）

位置　調査区の北部，B4dl区。

重複関係　商東壁を第29号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　一辺6。4mはどの方形である。
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主軸方向　N－350－E

壁　壁高は27～38cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西コーナー付近から南コーナー部を除いて巡っている。上幅16～30cm，下幅6～13cm言葉さ13～18cmで，

断面形はU字状である。

壁溝土層解説

8　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　9　暗褐色　ローム粒子少量

床　ほぼ平坦で，コーナー部を除いてよく踏み固められている。北西部や北東部の床面から，炭化材小片が出

土している。

ぽット　6か所（Pl～P6）。Pl。P3は径34。57cmの円形で，P2。P4は長径28．32cm，短径22e24cmの楕

円形で言采さば58－64cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5は径30cmの円形で，深さ

12cmである。P6は径42cmの円形で言策さ14cmである。いずれも住居跡の中央部に位置し，掘り込みも浅いこ

とから，性格は不明である。

ピット土層解説
Pl

1

2

3

4

5

6

・

・

・

ロ

・

ロ

ク
ク
ク
　
，
ク

ッ
　
ソ
　
ツ
量
ソ
量

ロ
　
ロ
　
口
　
中
口
　
中

J

J

　

　

　

ナ

フ
フ
フ
千
ブ
子

中
小
小
粒
小
粒

ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム

一

一

一

一

一

一

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
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色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐

黒
黒
暗
暗
暗
暗

ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量
－ム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
－ム′トブロック少量，炭化物・炭化粒子微量

P4

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・今市軽石粒子・七本桜軽石粒子少量

炉　中央部から南西壁寄りに位置している。長径93cm，短径53cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼ

めた地床炉である。炉の長径方向は住居跡の主軸と同じである。炉内の覆土に焼土粒子や炭化粒子を中量から

少量含む程度で，炉床は硬くない。

炉土層解説
1暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

貯蔵究　南西コーナー部に位置し，長径95cm，短径77cmの楕円形で，深さは18cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
3　黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　暗褐色
7　暗褐色

ローム粒子・白色粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・白色粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土中ブロックe焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物0白色粒子微量
白色粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・白色粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・白色粒子微量
ローム粒子・白色粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片275色　石製品1点（双孔円板），石核1点，礫16点，鉄淳353g，炭化材，撹乱等により混入

したとみられる縄文土器片5氏　弥生土器片16点が出土している。これらの遺物は，遺構全体の覆土に散在し

た状態で出土している。第110図の196－206は土師器である。覆土上層では，201の杯が北西壁寄りから逆位の

状態で出土している。覆土下層では，197e198の杯が西コーナー付近から正位のつぶれた状態で，200の杯が

北東壁際から正位のつぶれた状態で，206の小形嚢が中央部から斜位の状態でそれぞれ出土している。196の杯

は中央部から西コーナー部付近の覆土下層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。床面では，

199の杯が中央部から正位の状態で，204の高杯が北東壁際から，205の聾が中央部から破片の状態でそれぞれ

出土している。202の杯は，P3の西側と貯蔵穴覆土内から出土した破片が接合したものである。貯蔵穴の覆土
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上層では，203の杯が出土している。その他，Q67の双孔円板とQ68の石核が覆土から出土している。

所見　本跡は，床面から炭化材が出土していることから，焼失住居の可能性が高い。また，本跡のすぐ東側に

第1号鍛治工房跡があり，鉄棒はそこからの流れ込みと考えられる。時期は，遺構の形態や出土土器から判断

して中期（5世紀中葉）と思われる。

‾l∵二∴l…‾ll…‾‾

竺：二㌢
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第110図　第27号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡出土遺物観察表

‾＠頂
く二⊃

二

図 版 番 号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 110 区l 杯 A 17 ．2 口緑 部 ・休 部 一 部 欠損 。 丸 底 。 休 部 口綾 部 外 面横 ナ デ， 内面 横 ナ デ後 ， 砂 粒 ・長 石 ・白色 70 ％　　　　 P L 2 3

196 土　 師 器 B　 7 ．5 は 内攣 して立 ち上 が り， 口縁 部 は 外 縦位 の ヘ ラ磨 き。 休 部 外 面 横 位 の へ 粒 子

傾 す る。 口縁 部 内面 に稜 を もつ 。 ラ削 り， 内面 放射 状 のヘ ラ磨 き。 にぷ い 橙 色　 普 通

197

杯 A 15 ．3 口縁 部 ・休 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 休 部 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。 休 部 外 面 斜 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 95 ％

土 師 器 B　 7 ．0 は 内轡 して 立 ち上 が り， ロ緑 部 は ほ 位 のヘ ラ削 り，一内面 放 射 状 のヘ ラ磨 白色 粒 子 ・小 礫

ぼ直 立 す る。ロ綾 部 内面 に稜 を もつ 。 き。 赤 褐 色　 普 通

1 98

杯 A 14 ．4 ロ緑 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 休 部 は 内 攣 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 休 部 外 面 横 砂粒 ・石英 ・雲 母 ・ 95 ％　　　　 P L 2 3

土　 師 器 B　 6 ．3 して立 ち上 が り，口縁 部 は直 立 す る。 位 の ヘ ラ削 り， 内 面 放 射 状 の ヘ ラ磨 白色 粒 子 ・小 礫

口縁 部 内 面 に稜 を もつ 。 き。 赤 褐 色　 普通

1 99

杯 A 14 ．0 完 形。 底部 中央 に指 頭 ほ どの くぼみ を 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 砂粒 ・石英 ・雲 母 ・ 100 ％　　　 P L 23

土 師 器 B　 5 ．7 もつ。休 部 は内攣 して立 ち上 が り，口緑

部 は外 傾す る。口縁 部 内面 に稜 を もつ 。

ラナ デ ， 内 面 放 射 状 の ヘ ラ磨 き。 白 色粒 子 ・小 礫

明 褐 色　 普 通
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図版番可 器 種 巨酬 撮 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 1ユ0 図　　 年　　 A　ユ3．0 目線部一部欠損 。底部 に くぼみを も 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 95 ％

20 0　　 土 師 器　 B　 6 ．3 つ。平底 。休部 は内攣 して立ち上が ラナデラ　内面放射状 のヘラ磨 き。 白色粒子

C　 3 。8 り，日縁部 はやや外傾す る。 目線部 にぷい赤褐色

内面 に稜 をもつ。 普通

杯 A 〔ユ5調 目線部 ・体部一部欠損。丸底。体部 目線部 内 。外商横 ナデ。体部外面横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 90％

20ユ 土 師 器 B　 6．0　 は内攣 して立 ち上が り， 口縁部 に至 位 のヘラ削 り， 内面放射状のへ ラ磨 赤色粒子 ・小 礫

る。 日縁部内面に稜 をもつ。 き。 赤褐色　 普通

杯　　 A 〔15．5〕 口縁部 。体部一部欠損。底部中央に 目線部内 や外面横ナデ。体部外面上 砂粒 ・長石 ・白色 70 ％

20 2　　 土 師 器　 B　 5．7 くぼみ をもつ。体 部は内攣 して立ち 位へ ラナデ，下位横位のヘ ラ削 り， 粒子 ・小礫

C 〔4 誹〕 上が り，ロ縁部 は外傾 する。 目線部

内面に稜 をもつ。

内面放射状のヘ ラ磨 き。 明赤褐色　 普通

杯　　 A 13．2 ロ縁部 e体部u一部欠損。丸底。体部 日縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面積 砂粒 ・長石 ・在英・ 70％

203　　 土　 師 器

i

B　 5．0　 下位 は緩やか に内攣 し， 中位か ら直

立す る。 口縁部は外傾 して立 ち上が

位のヘラ削 り，内面縦位 。斜位のへ

ラ磨 き。

雲母・白色粒十 小礫

にぷい橙色

り，内面 に稜 をもつ。 普通

204

偽　　 称 A　ユ4 ．8 脚部欠損 。杯部は外面下位に稜 をも 日録部 内 ・外面横ナデ。杯部外両横 砂粒 ・長有 ・石英 ・ 40 ％

土　 師 器 B （4 ．9） ち，内攣 して立ち上がる。 位 のヘ ラ削 り，内面放射状のヘ ラ磨 白色粒子

き。 にぷい赤褐色　 普通

髪 A　ユ4 。0　 体部下位 欠損。体部 は内攣 して立 ち 目線部内 0 外面横 ナデ。体部外而斜 砂粒 ・長石 ・刷 ・ 25 ％

20 5　　 土 師 器　 B （9。5） 上 が り営　口縁部 に至 る。頚部 は くの 位のヘ ラ削 り，内面 ナデ。体部 内面 白色粒子 ・礫

字状 に くびれ， ＝縁部 は外反す る。 に輪積 み痕。 赤褐色　 普通

小 形 婆　 A lO．6　 口縁部一部欠損。丸底 。体部は内攣 し 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面上 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 95％

206　　 土 師 器　 B　 9．2　 て立 ち上が 娠 中位 に最大径 をもつ。 位横位 のヘ ラ磨 き，下位斜位のヘ ラ 白色粒子 体部外面煤付着

C　 3．8　 日縁部は短 く，外傾 して立 ち上が る。 削 り， 内面 ナデ。 にぷい赤褐色　 普通

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！

！　　 斤 特　　　　　　 徴 彿　 考
長さ（cm） 幅k m） 厚さ（cm）孔径（cm）重量（g） 石　 質

勘1凋Q67 双孔円板 （4可 （3滴
0．6 0。3 （13。5） 粘 板 岩 片方の小孔半分から先は欠損。

図版番号

竺 垂 i　 計　 測　 値 i

i 石 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
器 孝 恒 （。m中 扁（。m）恒 。。再 量（g）

勘1個Q68 石　 核巨 ・中　 06　　 上中　 24・5 石　　 英 横長剥片e縦長剥片の剥離痕がある。

第期考健腰妙（第1H図）

位置　調査区の北東部，B5i＿1区。

重複関係　中央部を東西方向に第9号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　北東側が調査区域外のため確認できなかった。南北方向は確認できた長さで5。04m，東西方向

は6．8Illで，方形または長方形と推定される、－、

主軸方向　N－220－W

璧　壁高はH～鋼cmで　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は確認できない。

ぽッ睦　6か所（Pl～P6）。Ple P2は径29の38cmの円形で言葉さ15⑳3娠mである。規模と配置からいずれ

も主柱穴と考えられる。P3e P4ほ径27◎40cmの円形で言深さ36の46cmである。北西の壁際に位置しているこ

とから，壁柱穴と考えられる。P5ほ径26cmの円形で言策さ17cmである。P　は　長径購cm　短径封cmの楕円形

で言采さ46cmである。いずれも住居跡の中央部に位置していることからタ　性格は不明である。
ピット土層解説
Pl

ユ　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子e焼土粒子。炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子も炭化粒子微量
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P2

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，径87cmほどの円形で，深さは55cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム′トブロック・ローム拉　4　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量

子・炭化材微量

炉　住居跡の約半分が調査区城外であるが，住居の東西方向の長さから，ほぼ中央部に位置していると推定さ

れる。長径130cm，短径は確認できた長さで21cmであり，形状は不明である。床面を14cmほど皿状に掘りくぼ
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めた地床炉で，覆土に焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子を少量から微量含む程度で，あまり赤変硬化して

いない。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子の焼土中ブロックe炭化粒　4　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土小ブロックの焼土粒子少量　　　　　　　　　　　6　極暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子。廃土小ブロック微量
3　極暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

尊皇　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローーム粒子・炭化粒丁一・赤色粒子微量
2　黒　褐　色　ローF一ム粒子・赤色粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子。赤色粒子微量

4　黒褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，赤色粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片250点，礫5点が出土している。遺物は壁際を中心に出土している。第H図の207～2ユ0ほ土師

器である。床面では，207・208の杯が貯蔵穴近くの南壁際から正位の重なった状態で，210の葉が酋壁際から

それぞれ出土している。209の杯は貯蔵穴の覆土下層と南壁際の床面から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や床面の出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。

第醐　図　第測号住居跡出土遺物実測図

第30号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 112 図 杯 A l・L l 目線 部一部 欠損 し　底部中央 に指頭 は 目線部内 ・外面横 ナデ予体部外面横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 95％　　　　 P L 2 3

2 07 土　 師 器 B　 5．9 どの くぼみを もつ。体部 は内攣 して 位のヘ ラ削 り，内面放射状のへ ラ磨 雲母 ・白色粒子

立 ち上が り，目線部はほぼ直立する。 き。 にぷい赤褐色

日録部 内面 に稜 をもつ。 普通

20 8

杯 A　ユ4．8 口縁部一部欠損。丸底。体部 は内攣 口縁部内 も外面横 ナデ。体 部外面上 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 95％　　　　 P L 23

土　 師 器 B　 5．0 して立 ち上が り，目線部 は直立 する。 位 へラナデ，下位綻位 のヘラ削 り。 白色粒子

日経部内面 に稜 をもつ。 内面放射状 のヘラ磨 き。 赤褐色　 普通

209

杯 A 14 ．2 日録部 を体部一部欠損。丸底。体部 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部外両横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 90 ％　　　　 P L 23

土 師 器 B　 5 ．9 ほ内攣 して立 ち上が り，日縁部はほ 位 のヘラ削 り。内面剥離 のため調整 雲母

ぼ直立する。目線部内面 に稜 をもつ。 不 明こ 明赤褐色　 普通

婆 A 〔16．01 体 部か ら日縁 部の破 片。体 部は内攣 日縁部 内 。外面横 ナデ。体部外面縦 砂粒 ・雲母 ・白色 40 ％　　　　 P L 2 3

2 10 土　 師 器 B （2上2ラ して立ち上 が り，中位 に最 大径 を も 位のヘ ラ削 り，内面 ナデ。 粒子 ・小礫 休部外面下位煤付

つ。頚部は屈曲 し，目線部は外反す る。 明赤褐色　 普通 着
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第32号住居跡（第113図）

位置　調査区の北部，B3a9区。

規模と平面形　長軸4．05m，短軸3．73mの隅丸方形である。

主軸方向　N一一260－E

壁　壁高は48－67cmで，やや外傾して立ち上がる。西壁際から，焼土塊が確認された。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められれている。床面の構築は，中央部を残し四隅を掘り下げたあと，

暗褐色土にローム土と炭化粒子を混ぜた土を埋め戻して貼床としている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl・P3は長径29・38cm，短径24・31cmの楕円形，P2は径30cmの円形で，深さ

は15－33cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P4は径25cmの円形で，深さ10cmである。

南西壁寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5は，長径31cm，短径21cm

の楕円形で，深さ12cmである。南西コーナー部の壁際に位置していることから，壁柱穴と考えられる。P6は，

第113図　第32号住居潮；実測図
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径30cmの円形で，深さ15cmである。配列から補助柱穴と考えられる。P7は，長径70cm，短径52cmの楕円形で，

深さ10cmである。掘り込みも浅く，位置的に柱穴とは考えにくいため，性格は不明である。

ピット土層解説
P2

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　4　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

炉　中央部から南西コーナー寄りに位置している。長径63cm，短径50cmの楕円形で，床面を23cmほど掘りくぼ

めた地床炉である。炉の長径方向は，出入り口施設を通る住居跡の主軸と直交する。炉内の覆土に焼土小ブロ

ックや焼土粒子が少量含まれる程度で，炉床は赤変していないが硬化している。

炉土居解説
1　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土′トブロック・焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径54cm，短径49cmの楕円形で，深さは38cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量　　　　　　　4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。第8層は貼床の土層である。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒了‥白色粒子・　5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，白色粒子・赤色

赤色粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒　6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒了ヰ量，ローム中プロツ
千・日色粒子・赤色粒了・微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・白色粒子微量

3　暗褐色　ローム粒了中量，ローム小ブロック・白色粒子少量，　7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中プロツ
ローム中ブロック・赤色粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　ク少量，白色粒子微量

4　黒褐色　ワーム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・白色　8　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，ローム中プロツ
粒子・赤色粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク少量，焼土粒子・炭化粒子・白色粒子微量

遺物　土師器片565点，礫59点，軽石1点，炭化材，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片86点，弥生

土器片5点が出土している。遺物は細片が多く，北西壁際を中心に出土している。第114・115図の115－119は

土師器である。覆土中層では，117の嚢が中央部から，119の台付嚢が北東壁寄りから出土している。床面では，

115・116の壷と118の嚢が北西壁寄りから，Q72の軽石が北側コーナー部からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や床面の出土土器から判断して前期（4世紀中葉）思われる。

く「‾‾‾‾－1‾‾一　日‾‾‾‾フ：ク

（

！　　　も

第114図　第32号住居跡出土遺物実測図（1）

10cm
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第115図　第32号住居跡出土遺物実測図（2）

第32号住居跡出土遺物観察表

二二
0 10cm

．．　　　　　　　　　　t　　　　．－－　　　　　　　　　　　　　　．　　　－・．　　　　　t・－・．・．

図版番号 器　 種 計測値（cm） 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第114凶 壷 A 13．0 休部下位欠損。休部は内攣して立ち 口縁部内・外面斜位のパケ目調整後，砂粒・長石・石英・ 30％　　　　 P L 23

115 土 師 器 B （19．0）上がる。頚部はくの字状にくびれ， 横ナデ。休部外面斜位のパケ目調整 白色粒子

口綾部は外反する。 後、縦位のヘラ磨き。内面へラナデ。 にぷい橙色　 普通

116

璽E B （12．7）休部の破片。休部は内野して立ち上 休部外面斜位のヘラ磨き。内面ナデ。砂粒・長石・石英・ 30％

土 師器 がる。 休部内面に輪積み痕。 小礫

浅黄橙色　 普通

117

嚢 A 〔15．6〕休部から口緑部の破片。休部は内攣 ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面斜 砂粒・長石・赤色 15％

土 師器 B （9．5） して立ち上がる。頚部はくの字状に 位のパケ目調整，内面斜位のパケ日 粒子

くびれ，口綾部は外反する。 調整後，ヘラナデ。 にぷい橙色　普通

第115図 要 B （13．6）底部から体部の破片。平底。体部は 体部外面横位のヘラ磨き，内面下位 砂粒・石英・雲母・30％

118 土師 器 C　 5．7 内攣して立ち上がり，やや上位に最

大径をもつ。

横位のパケ目調整。 白色粒子

灰褐色　 普通

119

台付 棄 B （7．2）脚台部の破片。脚台部はハの字状に 脚台部外面斜位のパケ目調整後，ナ 砂粒・長石・石英・10％

土 師 器 D lO．0

E　 6．0

開く。 デ，内面斜位のハヶ月調整。 白色粒子

橙色　 普通

図版番号 器　種
計　　 測　　 値

石　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cIu）重量（g）

勘15回Q72 軽　　 石 5．6 4．4 3．1 22．3 軽　　 石 断面は楕円形を呈し，暗褐色である。

第33号住居跡（第116図）

位置　調査区の北部，B3C6区。

重複関係　東側を南北方向に第8号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　斜面部に位置し，壁が削平されている。炉と貯蔵穴が確認できたことから住居と判断したため，

規模と平面形は不明である。

主軸方向　不明である。

床　踏み固められた部分は確認できない。

貯蔵穴　炉の北側に位置し，長径90cm，短径72cmの楕円形で，深さ32cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒　　色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

炉　長径95cm，短径44cmの楕円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。覆土は砂質を含んだ

焼土粒子が少量含まれる程度で，炉床は硬くない。
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炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，砂質粒子微量
2　暗赤褐色　ローム拉了ヰ量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

第116図　第33号住居跡実測図

遺物　出土遺物は，土師器片38点が

出土している。第117図の120は土師

器の嚢である。貯蔵穴の覆土中層か

ら破片の状態で出土している。

所見　本跡のすぐ西側には，第22・

24号住居跡が位置している。出土し

た土師器の嚢や，周囲の住居跡から

判断して，中期（5世紀中葉）の可

能性が高いと思われる。

第33号住居跡出土遺物観察表

1m

』＝「一一一一十一一一一二二∃

／j薫軍
120

0　　　　　　　　　　　10cm

l　－　11　－　－・I

第117図　第33号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（仰） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 11 7 図 襲 A 〔19．8〕 休 部から口緑部 の破片。体部 は内攣 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 10 ％

120 土　 師 器 B （9．8） して立ち上が る。頚部 は屈 曲 し， 口

綾部 は外反す る。

位のヘ ラ削 り，内面へラナデ。 白色粒子 ・小礫

明赤褐色　 普通

第36号住居跡（第118図）

位置　調査区の東部，C5e3区。

規模と平面形　長軸4．96m，短軸4．82mの方形である。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は8－30C汀Iで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，南西壁際から中央部にかけてよく踏み固められている。中央部の床面から炭化材の小片
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が内側に倒れた状態で，中央部と南西壁側から焼土塊が検出された。貯蔵穴の北側から，長軸1．7m，幅0．25

mほどの粘土の高まりが，貯蔵穴と床面とを区画するような状態で検出された。

ピット　4か所（P1－P4）。Pl・P3・P4は径24－29cmの円形，P2は長径40cm，短径32cmの楕円形で，深

さは46－58cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

ピット土層解説
P2

1　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

P3

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子微量

3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　褐　　色　ローム′トブロック・ローム粒子中量

炉　中央部からやや北西寄りに位置している。長径32cm，短径17cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りく

甘　甘　電γ
第118図　第36号住居跡実測図
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はめた地床炉である。炉の長径方向は，住居の主軸方向とほぼ同じである。炉床の中央部は，赤変しているが

あまり硬化していない。

炉土居解説
1　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック・ローム粒子微量

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径82cm，短径74cmの楕円形で，深さは58cmである。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

覆土　8層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土居解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　5　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子徴　6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
重

3　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化物・
炭化粒子微量

4　黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・壌土粒子・炭化粒子微
量

8　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片220点，石製品8点（双孔円板），鉄製品1点（鎌），礫7点，撹乱等により混入したとみられ

る縄文土器片1点，弥生土器片4点が出土している。遺物は，南コーナー付近から西コーナー付近にかけての

覆土から多く出土している。第119・120図の274－285は土師器，286は須恵器である。床面では，276・277の

吼283の壷，284の乳　Q79・Q80の双孔円板が南コーナー付近から，Q74－76の双孔円板が炉の北西側から，

Q78の双孔円板がP3の西側から，M30の鎌が北西壁際からそれぞれ出土している。貯蔵穴の上層から中層で

は，274・275・278の杯，282の札285の嚢，Q77・Q81の双孔円板がそれぞれ出土している。貯蔵穴の下層

から底面では，279の杯，280・281の椀がそれぞれ出土している。その他，覆土から286の感の口縁部片が出土

している。

所見　床面から炭化材が出土していることや焼土塊が確認されたことから，焼失住居と考えられる。時期は，

遺構の形態や床面及び貯蔵穴からの出土土器から判断して中期（5世紀後葉）と思われる。

［‾∃＝‾ ‥∴∴ノ・＿．
第119図　第36号住居跡出土遺物実測図（1）
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第120図　第36号住居跡出土遣物実測図（2）

第36号住居跡出土遺物観察表
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‾′「ニ

ぎM。。

10cm

LL－一一十一一一一一一一一一一一一一」

図版番号 器　種 計測値（cm） 話　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第119区l 杯 A 15．1 底部からロ縁部の破片。休部は内攣口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石・石英・60％

274 土師器 B　5．3 して立ち上がり，ロ緑部に至る。口

縁部内面に稜をもつ。

ラナデ，内面斜位のヘラ磨き。 白色粒子

橙色　普通

275

杯 A 15．6 底部から口縁部の破片。休部は内攣□縁部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・長石・石英・60％

土　師器 B　5．3 して立ち上がり，口綾部に至る。口位のヘラ削り，内面横位のヘラ磨き。白色粒子

緑部内面に稜をもつ。 体部外面赤彩。 橙色　普通

276

杯 A 15．4 口縁部一部欠損。休部は内攣して立口緑部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・長石・石英・95％　　　　 PL23

土師器 B　5．4

C　4．2

ち上がり，口縁部に至る。 位のヘラ削り，内面斜位のヘラ磨き。白色粒子

にぷい赤褐色　普通

277

杯 A 14．7 完形。底部中央に指頭ほどのくぼみが口縁部内・外面横ナデ。休部外面ナ砂粒・長石・石英・100％　　　 PL23

土師器B　5．6

C　4．9

ある。体部は内攣して立ち上がり，ロ

綾部に至る。口縁部内面に稜をもつ。

デ，内面斜位のヘラ磨き。 白色粒子

明赤褐色　普通

278

杯 A〔14．4〕底部からロ縁部の破片。休部は内攣口緑部内・外面横ナデ。体部外面横砂粒・長石・石英・50％

土師器 B　5．8 して立ち上がり，口縁部は外反する。位のヘラ削り，内面横位のヘラ磨き。雲母・小礫

にぷい橙色　普通

279

1不 A〔14．6〕底部から口緑部の破片。体部は内攣口縁部内・外面横ナデ。体部外面剥砂粒・石英・雲母・60％　　　　 PL23

土師器 B　5．4 して立ち上がり，ロ緑部は内傾する。雑のため調整不明，内面放射状のへ白色粒子

休部外面に稜をもつ。 ラ磨き。 明赤褐色　普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼成 備　　 考

第 119 図 椀 A 13．7 体部 ・口綾部一部 欠損 。丸底。休部 日録部内 ・外商横ナデ。休部外面横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 80 ％

280 土　 師 器 B　 6．9 は内攣 して立 ち上 が り，目線部 は短

く外反す る。目線部内面 に稜 をもつ。

位のヘ ラ削 り，内面ナデ。 雲母 ・白色粒子

橙色　 普通

281

椀 ．A 12．8 目線部一部欠損。丸底。体部 は内攣 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体部外面横 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 95％　　　　 P L 24

土 師 器 B　 7．6 して立 ち上が り， 口縁部 は短 く外反

す る。

位 のへラ削 り，内面 ナデ。 白色粒子 ・小礫

浅黄橙色　 普通

282

相 ． A　 9．5 体部一部 ・底部欠損。体部は算盤玉 目線端部横 ナデ。 口縁部外面縦位の 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 70 ％　　　　 P L 2 4

土　師 器 B （13 ．5） 状 を呈する。頚部は くの字状 にくび ヘラ磨 き， 内面へ ラナデ。体部外面 白色粒子

れ，口縁 部は外傾する。 横位 のヘ ラ削 り，内面 ナデ。体部内

面 に輪積み痕。

赤褐色　 普通

第 120 図 忠男貰 A ll．6 体部 中位 ・底部一部欠損。突出 した平 目線部内 ・外面横 ナデ。休部外面上位 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 50％

283 土 師 器 B 〔22．5〕 底。体部は球状 を呈す る。頚 部ぱ くの 縦位 のヘラ磨 き，下位縦位のヘラ削 り， 雲母 ・白色粒子

C 〔6．4〕 字状 に くびれ， 日録部 は外 反す る。 内面へ ラナデ。体部 内面 に輪積み痕。 明赤褐色　 普通

284

嚢 A 18．7 目線部一部 ・底部欠損。体部 は中位 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面縦 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 85％

土 師 器 B （23．1） に最大径 をもつ球状 を里す る。 位 のヘラ削 り，内面ナデ。体部 内面 雲母 ・小礫 休部外面煤付着

頚部は屈曲 し， 口縁部 は外反す る。 に輪積 み痕 。 にぷ い橙色　 普通

285

襲 A 16 ．8 体部か ら目線部の破片。体部は内攣 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外面縦 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 25 ％

土　 師 器 B （11．2） して立ち上がる。頚部は くの字状に 位 のヘラ削 り， 内面へ ラナデ。体部 雲母 ・白色粒子

くびれ，口縁部は外反する。 内面輪積み痕。 浅黄橙色　 普通

第 119 図 燵 A 〔8 ．4〕 頚部か ら目線 部の破片。日録部外面 目線部内 ・外面 ロクロナデ。頚部上 砂粒・雲母・白色粒子 5 ％

286 須 恵 器 B （2．8） 下位 に明瞭 な稜 を もち，外傾 して立 位 に櫛歯状工具 による波状文が施 さ 黄灰色

ち上 がる。 れてい る。 普通

第120図Q74 双孔円板

計　　測　　値

長さ（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

滑　　石

特　　　　　　徴

3孔が空けられている。

Q 7 5 双寸L H 取 2 ．8 3 ．1 0 ．4 0 ．2 5 ．2 滑　　 石 2 孔 が 空 け られ て い る 。 P L 28

Q 76 双 孔 円 板 2 ．8 2 ．8 0 ．3 0 ．2 4 ．2 滑　　 石 2 孔 が 空 け られ て い る 。 P L 28

Q 77 双 孔 円 板 2 ．6 2 ．6 0 ．5 0 ．2 4 ．2 滑　　 石 2 孔 が 空 け られ て い る 。 P L 28

Q 78 双 孔 円 板 2 ．4 2 ．8 0 ．3 0 ．2 3 ．5 滑　　 石 2 孔 が空 け られ て い る。 P L 28

Q 79 双 孔 円板 2 ．3 2 ．4 0 ．4 0 ．2 3 ．6 滑　　 石 2 孔 が 空 け ら れ て い る。 P L 28

Q 8 0 双 孔 円板 2 ．2 2 ．2 0 ．4 0 ．2 2 ．7 滑　　 石 1 孔 が 空 け ら れ， 1 ／ 2 欠 損 。 P L 2 8

Q 8 1 双孔 円板 2 ．6 2 ．2 0 ．4 0 ．2 3 ．9 滑　　 石 2 孔 が 空 け られ て い る。 P L 2 8

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

！材 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第120回は0 鎌 （3．6） 2．1 0．1 （2．4） 鉄 刃部片。

第欝考住居跡（第121図）

位置　調査区の東部，C5bl区。

重複関係　南東壁側を第395。398号土坑に，南東コーナー部を第396号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　斜面部に位置し，北東壁側は削平されている。遺存する北西壁及び主柱穴の配置から，長軸4。11

m，短軸4．08mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－80－Eと推定される。

壁　壁高は，北西壁が12cmで，緩やかに夕日頃して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，中央部がよく踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl。P2は長径31e34cm，短径24。27cmの楕円形，P3は長径28cm，短径20cmの

不整楕円形で，深さは18－35cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P4は長径48cm，短径35
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cmの不整楕円形で，深さ20cmである。性格は不明である。

ピット土層解説

Pl・P2・P3

1　黒　褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム′j、ブロック中量，ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

覆羞　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　炭化粒子少量，ロームノj、ブロック・焼土粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片460点，礫12点，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片4点が出土している。細片が多

く，図示できたものは3点のみである。第122図の287～289は土師器である。288の高杯，289の婆はいずれも

中央部の床面から出土している。その他，覆土から287の杯が出土している。

所凰　傾斜地に位置しているためタ　北壁側が削平されており，正確な規模は不明である。時期は，遺構の形態

や床面からの出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。

FL　28．6m

二二
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第相国　第37号住居跡実測図
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窮相国　第37号住居跡出土遺物実測図

第37号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

L二二二二二土二二二二二∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第122 図 杯 A 〔14．8〕体部から口縁部の破片。体部は内攣 日縁部内・外面横ナデ。休部外面横 砂粒・雲母・白色 30％

287 土 師 器 B （5．6） して立ち上がり，口縁部は直立する。位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨 粒子 ・小礫

口縁部内面に稜をもつ。 き。 明赤褐色　 普通

288

高　　 林 A 16．1 杯部一部 ・脚部欠損。杯部外面下位 目線部内・外面横ナデ。体部外面上 砂粒・長石・石英・40％

土　師 器 B （4．2） に稜をもち，外傾して立ち上がる。 位縦位のへラ磨き，下位横位のヘラ

削り，内面斜位のヘラ磨き。

白色粒子

明褐色　 普通

窯 A 〔17．4〕体部から口縁部の破片。体部は内攣 口緑部内・外面横ナデ。休部外面斜 砂粒e長石・雲母・ 20％

289 土 師 器 B （12．6） して立ち上がる。頚部はくの字状に

くびれ，口縁部は外反する。

位のヘラ磨き，内面ナデ。 白色粒子・小礫

にぷい褐色　 普通

第38号住居跡（第123図）

位置　調査区の東部，C4aO区。

重複関係　南東コーナー付近を，第392号土坑に掘り込まれている。また，第43号住居跡と南側で重複してい

るが，覆土が削平されているため，新旧関係は不明である。

規模と平面形　斜面部に位置し，削平されており，主柱穴及び貯蔵穴のみが遺存している。主柱穴及び貯蔵穴

の配置から，長軸5．18m，短軸4．52mの長方形と推定される。

童軸方向　N－60－Eと推定される。

床　削平されているため遺存していない。

ピット　4か所（Pl～P4）。Ple P3e P4は径30～35cmの円私　P2は長径35cm，短径25。mの楕円形で，深

さは7～16cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

ピット土層解説
Pl・P2。P3・P4

1　黒　褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子中量

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径76cm，短径59cmの楕円形で，深さは31cmである。

遺物　土師器片29点，石製品1点（双孔円板），礫2点，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片3点が

出土している。第124e125図の290－293は土師器である。貯蔵穴の覆土中層では，290の杯が破片の状態で，

291の婆が横位の状態でそれぞれ出土している。貯蔵穴の覆土下層では，292の嚢が斜位の状態で，293の嚢が

横位の状態でそれぞれ出土している。その他，貯蔵穴の覆土からQ82の双孔円板が出土している。

所見　傾斜地であるため，覆土が削平されており，正確な平面形は確認できなかった。時期は，貯蔵穴内から

出土した290の杯，291の婆から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。重複している第43号住居跡とはほぼ

同時期であることから，新旧関係は不明である。
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第125図　第38号住居跡出土遺物実測図（2）

第38号住居跡出土遺物観察表

10cm

□て＝＝＝P Q82 L　＿　　一I I

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第124図杯A〔15．4〕底部から口緑部の破片。休部は内攣ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・長石・石英・25％

290土師器B（6．8）して立ち上がり，口縁部は直立する。

口緑部内面に稜をもつ。

位のヘラ削り，内面斜位のヘラ磨き。白色粒子・礫

赤褐色　普通

第125図棄A16．8底部から口緑部の破片。平底。休部ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・石英・雲母・65％　　　　PL23

291土師器B　25．3は内攣して立ち上がる。頚部はくのラ削り，内面へラナデ。休部内面輪白色粒子・′ト礫

C　6．0字状にくびれ，口縁部は外反する。積み痕。 明赤褐色　普通

第124図要A17．5休部下位欠損。体部は内攣して立ち口縁部内・外面横ナデ。体部内・外砂粒・長石・石英・65％

292土師器B（21．8）上がる。頚部はくの字状にくびれ，

口縁部は外反する。

画へラナデ。 白色粒子・ノJ、礫

黄橙色　普通

第125図禁A15．5休部から口縁部の破片。体部は内攣ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・長石・石英・55％

293土　師器B（20．8）して立ち上がる。頚部はくの字状にナデ，内面へラナデ。体部内面に輪白色粒子・小礫

くびれ，口縁部は外反する。積み痕。 褐灰色　普通

図版番号器　種
計　　測　　値

石　質特　　　　　　徴 備　　考
長さ（cm）幅（clu）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第125回Qだ双孔円板2．92．90．40．25．6滑　　石2孔が空けられている。

第39号住居跡（第126・127図）

位置　調査区の東部，C4f6区。

重複関係　東壁を第608号土坑に，南西コーナー部を第606号土坑に，南壁を第622号土坑にそれぞれ掘り込ま

れているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸8．8m，短軸8．24mの方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は31－40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南壁側と各コーナー付近を除く部分が掘り込まれている。上幅22－28cm，下幅8－13。m，深さ5～15。m
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第126図　第39号住居跡実測図（1）



H　29．4m

「）・・‾

で，断面形はU字状である。

壁溝土居解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　2m

L・．＿．＿一二⊥二＿＿」

：＼－＼了，¶
！　　　i l

3　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。中央部の床面から，長さ50cmほどの炭化材が内側に

倒れた状態で出土し，東壁の中央部から焼土塊が確認された。

ピット11か所（Pl－Pll）。Pl－P4は径45－57cmの円形で，深さ63－103cmである。規模と配置からいず

れも主柱穴と考えられる。P5は長径76cm，短径68cmの楕円形で，P6は径70cmほどの円形で，深さは38・48cm

である。いずれも壁際に位置していることから，壁柱穴と考えられる。P7は径40cmの円形で，深さ87cmであ

る。P2とP3を通る直線上に位置していることから，補助柱穴と考えられる。P9～Pllは径20－32cmの円形

で，深さ20－23cmである。いずれも性格は不明である。

ピット土層解説
P3

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム′トブロック微量

P4

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク微量

3　褐　　色　ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム′トブロック・ローム粒子微量

炉　中央部に位置している。長径118cm，短径93cmの楕円形で，床面を30cmほど掘り込み，厚さ18cmほど粘土

を入れて構築している。炉の覆土は，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子を少量から微量含み，赤変硬化し
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ている。、

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　廃土小ブロック。焼土粒子少量，ローム小ブロックやローム粒子。焼土中ブロック0炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック0ローム粒子。廃土小ブロックの焼土粒子の白色粘土粒子微量
4　黄褐色　白色粘土粒子多量，ローム粒子中量，ローム小ブロックの黒色粒子少量
5　褐　　色　ローム小ブロックがローム粒子中量，黒色粒子微量

貯蔵究　3か所。貯蔵穴1は，南東コーナー部に位置しタ　長径ユ2lcm　短径摘2cmの楕円形で言深さは65細であ

る。底面にはタ　粘土塊が確認された。貯蔵穴2は資　北西コーナー部に位置しヲ　径73cmの円形で言深さは35cmで

ある。貯蔵穴3はタ　北西コーナー部に位置し，径65cmの円形で言深さは39cmである。

貯蔵穴1土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロックやローム粒子微量

2　暗褐色　白色粘土小ブロック0白色粘土粒子少量蟄　ローム粒子や焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子の焼土粒子。炭化粒子0白色粘土小ブロック。白色粘土粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子e炭化粒子の白色粘土粒子微量

貯蔵穴2土層解説
1　黒　出　色　し「一∴粒イ・・焼上粒J’・・炭化粒自微量
2　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴3土層解説
1　暗褐色　炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロックゆローム粒子中量，炭化路子微量
3　暗褐色　炭化粒子少量ラ　炭化材微量
4　褐　　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子微量

啓蓋　6層からなる。ローム粒子が均一であることやレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられ

る。

土層解説

1　里　　色　ローム粒子微量

2　窯褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子微量

焼土塊土層解説

1　赤褐色　焼土中ブロック。焼土粒子中鼠　炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土小ブロックも焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

3　にぷい赤褐色　廃土小ブロック中量撃　焼土粒子ゆ炭化物少鼠　ローム

中ブロックの炭化粒子微量

複　にぷい赤褐色　炭化粒子少量，焼土粒子微量

4　黒　褐色

5　黒　褐色
6　黒褐色

5　にぷい赤褐色

6　暗褐色
7　褐　　色

8　褐　　色

ローム粒子少量

ローム小ブロック少量ブ　ローム粒子微量

ローム粒子少量チ　ローム小ブロック微量

炭化粒子中鼠　焼土粒子微量

ロトム粒子0炭化粒子少量チ　焼土粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片凱膵煎　須恵器片2蒸　着製品　虎　視孔閏夜　色　勾玉　点上　石器　点　砥石上　鉄製品

点　刀子　点　鉱　点　鎌　点上　鉄浮醐g，礫77点，炭化種子自乾㍉撹乱等により混入したとみられる縄

文土器片28点，弥生土器片78点が出土している。遺物は，遺構全体の覆土に散在した状態で出土している。第

且28e129回の294～310は土師器，311～3ユ3は須恵器である。覆土上層で軋　294の杯9　305の婆が㌘2の北側か

ら，297の棒がP7の東側から，302の高杯が中央部の西寄りから，Q83◎Q84の双孔閂板が南西コーナー付近

からそれぞれ出土している。308の鯨は，中央部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。覆土下

層では9　295の棒，Q89の勾も　Q9且の砥石，M59の鎌が炉の南東側から，Q87の双孔円板がP4の北側から，

303の紺が中央部から学　Q90の砥石が東壁際から，3鋸の杯が商壁寄りからそれぞれ出土している。床面ではタ

中央部から296の棒，304の監　306の小形聾が，P4の西側から309の手淫土器が芦　炉の南東からQ85の双孔関

東が，M3且の刀子がP4の北側から，M34e M35の鉄鉱が南壁寄りからそれぞれ出土している。炉の覆土上層

では，M33の鉄鉱が，覆土中層では，299の棒が，底面では300の杯がそれぞれ出土している。貯蔵穴1の覆土

上層では，298の杯，307の甑が，貯蔵穴3の底面では∴　3mの杯が正位の状態でそれぞれ出土している。その

他，覆土から310の手淫土器，312の捧タ　313の高杯，Q88の双孔閂板，Q92の砥石，M32の刀子がそれぞれ出

土している。

所農　本跡は，床面に炭化材が出土し，東壁中央部から焼土塊が確認されたことから，焼失住居と考えられる。

覆土上層及び中層から出土した土器は，出土状況から流れ込みと考えられる。時期は，遺構の形態や覆土下層，

床面及び貯蔵穴内からの出土土器から判断して中期（5世紀中葉．）と思われるご
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第128図　第39号住居跡出土遺物実測図（1）
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第129図　第39号住居跡出土遺物実測図（2）

第39号住居跡出土遣物観察表
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　の　特　 徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第128図 杯 A 12．7 ロ綾部一部欠損。体部は内攣して立 口縁部内・外面横ナデ。体部外面横 砂粒・長石・石英・80％　　　　 P L23

294 土師器 B　6．3 ち上がり，口緑部は直立する。口縁 位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨 白色粒子・小礫

部内面に稜をもつ。 き。内・外面赤彩。 明赤褐色　普通

295

杯 A 〔13．6〕底部から口縁部の破片。休部は内攣 口緑部内・外面横ナデ。休部外面横 砂粒・雲母・白色 60％

土師器 B　5．7 して立ち上がり，ロ綾部は直立する。位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨 粒子

口縁部内面に稜をもつ。 き。 明赤褐色　普通

296

杯 A 〔13．6〕底部から口緑部の破片。休部は内攣 口緑部内・外面横ナデ。体部外面横 砂粒・長石・石英・55％

土師器 B　5．4 して立ち上がり，ロ緑部は直立する。位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨 小礫

口緑部内面に稜をもつ。 き。内・外面赤彩。 橙色　普通

297

杯 A 13．7 底部から口縁都の破片。休部は内攣 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒・長石・石英・55％

土　師器 B　5．0 して立ち上がり，口綾部は直立する。ラナデ，内面放射状のヘラ磨き。内 白色粒子

口緑部内面に稜をもつ。 面黒色処理。 明赤褐色　 普通

ー146－



図版番号 器　 種 計測値（cm）！　 器 形 の 特 徴 i　 手 法 の 特 徴
胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 128 図 杯 A 〔14．4〕 底部 から口縁部の破片。平底。体部J 目線部内 ・外面横 ナデ。休 部外面横、砂粒 ・長石・石英 ・ 55 ％

298 土 師 器 B　 6．8

C　 4．4

ほ内攣 して立 ち上が り， 口縁部は直

立す る。 口縁部内面 に稜 をもつ。

位のヘラ削 り，内面放射状 のヘラ磨

き。

白色粒子 ・小礫

赤橙色　 普通

299

杯 A 1 3．8 底部か ら口縁部の破片。体部は内攣・口縁部 内 ・．外面横 ナデ。休部外面横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 50％

土　師 器 B　 5．6 して立ち上が り，口縁 部に至 る。口 位 のへ ラ削 り，内面放射状のへ ラ磨 白色粒 子

縁部内面に稜 を もつ。 き。内 ・外面赤彩。 明赤褐色　 普通

杯 A 〔13．8〕 底 部か ら目線部 の破 片。休部 は内攣 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外両横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 40 ％

300 土 師 器 B　 5．3 して立 ち上が り，目線 部は外反する。

口縁部内面 に稜 をもつ。

位のへ ラ削 り，内面 ナデ。 白色粒子

橙色　 普通

301

杯 A 〔9．8〕 底部か ら口縁部の破片。体部は内攣 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面 ナ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 25％

土　師 器 B　 4 ．8 して立ち上が り，口縁部に至る。 デ， 内面横位 のヘ ラ磨 き。 白色粒子

にぷい橙 色　 普通

302

高　　 杯 A 〔14 ．0〕 杯部一部 欠損。脚部 はラ ッパ状 を里 口縁部内 も外面横ナデ。杯部外面積 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 70％

土 師 器 B　 9．8 し，裾部 は大 き く開 く。杯部外面下 位のへ ラ削 り，内面ナデ。脚部外面 白色粒子

D 〔9．4〕

E　 5．8

位 に稜 をもち，内攣気味 に立 ち上が

る。

縦位のヘラ磨 き，内面 ナデ。脚部 内

面に輪積み痕 。

にぷ い橙色　 普通

303
i

川

土 師 器

B （9 ．5）

C 〔4 ．5〕

体部の破片。体部は算盤玉状 を呈す

る。

体部外面横位 のヘ ラ磨 き，内面ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・

白色粒子

明褐色　 普通

30％

澄虹瓦 A 16 ．7 休 部から口縁部 の破片。休部 は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・石 英 ・ 35％

304 土　 師 器 B （ユ4．6） して立 ち上が る。頚部 は くの字状 に

くびれ， ロ縁部は外反す る。

位のヘ ラ磨 き，内面へラナデ。 白色粒子

明赤褐色　 普通

305

棄 A 〔22．0〕 体部か らロ縁部の破片。頚部は くの 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外面積 砂粒 ・長石・雲母 ・ 10 ％

土　師 器 B （6 ．5） 字状 にくびれ，口縁 部は外反する。 位 のヘ ラ削 り， 内面へ ラナデ。 白色粒子 ・小礫

明黄褐色　 普通

306

小 形 磐 A lL 9 口縁酢一部 欠損 。丸底 。休部 は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面下 砂粒・長石 ・石英 ・ 95％

土 師 器くB　 9．5 して立ち上 が り，口縁部は外反する。

日縁部内面 に稜 をもつ。

位横位のヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。 白色粒子

浅黄橙色　 普通

甑 A 18．6 休部一部欠損。単孔式で，底部は卵 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面下 砂粒 ・長石・石英 ・ 90 ％　　　　 P L 2 4

30 7 土 師 器 B 1 7．3 形 を呈す る。休部は内攣 して立ち上 位縦位 のヘラ削 り， 内面 へラナデ。 雲母 ・小礫

C　 2 ．2 が り，口縁部は外傾する。 にぷい橙色　 普通

甑 B （5 ．0） 底部の破片。単孔式 で，休 部は内攣 休部外面下位斜位のヘ ラ削 り，内面 砂粒・長石 ・石英 ・ 10％

308 土　 師 器 C　 4．0 して立ち上 がる。 ナデ。 雲母 ・白色粒子

橙 色　 普通

309

手捏土器 B （2．4） 底部 から休部の破片。底部 中央 に く 体部内 ・外面指頭に よる粗いナデ。

体部 内 ・外面指頭 による粗い ナデ。

休部か ら目線部内・外面 ロクロナデ。

砂粒 ・長石・石英 ・ 50 ％

50％

95％　　　　 P L 24

5 ％

5 ％

土　 師 器

手捏土器

C　 2．4

A 〔2 ．5〕

ぼみがあ る。休部は直立す る。

底部か ら口縁部の破片。鉢形。体部

白色粒子

にぷい橙色　 普通

砂粒 ・長石 ・石英 ・

310 土　 師 器 B　 3 ．2 は内攣 して立ち上 がる。 日縁部 は軽 白色粒子

C 〔3．2〕 く摘 み上 げ られている。 明赤褐色　 普通

杯 A lO．1 日縁部一部 欠損。底部 は内攣 して立 砂粒 ・長石 ・石英 ・

311 須 恵 器

杯

B　 4．6

1′

A 〔1工0〕

ち上が る。受部 は外方 にの びる。口

縁部 は内傾する。

底部か ら受部の破片。底部は内攣 し

底部下端手持ちへラ削 り。

体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転

小礫

灰色　 普通

砂粒 ・長石 ・石英

312 須 恵 器

高　　 杯

B　 3 ．1

B （5．8）

て立ち上がる。受部 は短 く外 方にの

ぴる。

脚部 の破片。脚部はハの字状に開 き，

ヘ ラ削 り。

脚部内 ・外面 ロクロナデ。

暗灰色

普通

砂粒 ・長石 ・石英

313　　 3貞 恵 器 D 〔10．6〕

フ

裾部端部 は，肥厚 している。脚部 に

重か し孔が空 けられてい る。

黄灰色

普通

図版番号
計　　　 測　　　 値

口

！石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考‖ 長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm）孔径 （cm）重量 （g ）

第12掴 Q83 双孔 円夜 2 ．6 （3．1） 0．4 0 ．2 （5 ．4） 滑　　 石 2 孔 が空け られている。一部 欠損。

Q 84 双孔 閂板 2．3 2 ．7 0．4 0 ．2 3 ．8 滑　　 石 2 孔 が空 けられている。

Q 85 双孔 円板 （4．1） 4 ．6 0．3 h O．2 （11．0） 滑　　 石 2 孔が空 けられている。一部欠損。

Q 87 双孔円板 1．7 上8 0．4 0．2 2．0 滑　　 石 2 孔が空 けられ ている。

Q 88 双孔円板 （2．2） （2．5） 0．4 0．2 （2．5） 滑　　 石 1 ／ 4 遺存。小孔は ひとつ遺存。

Q 89 勾　　 玉 4 ．2 2．5 0 ．6 0 ．2 8 ．5 滑　　 石 基部 に小孔が空け られている。 P L 2 8
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図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 摩 さ（cm ） 重量 （g ）

第129図Q 90 砥　　 石 （10 ．5） （10 ．7） （5．5） （82 2．7） 凝 灰 岩 研 ぎ面は 1 両。研 ぎ面に不 規則 な刻み有 り。

Q 91 砥　　 石 12．8 8 ．5 4 ．8 42 8．3 砂　　 岩 有溝砥石。 P L 27

Q 92 砥　　 石 7．1 3 ．7 1．9 6 6．9 砂　　 岩 有溝砥石。

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

刀身 （cm） 身幅 （cm） 重ね （cm） 重量 （g ‘）

第129回M 31 刀　　 子 （9．7） 2 ．1 0 ．4 （23．3） 鉄 刃部か ら茎部 の破 片。 多方 向の木質部遺存。 P L 2 8

M 3 2 刀　　 子 （．3．7） 工7 0 ．3 （4．3） 鉄 刃部か ら茎部 の破片。

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 （cm ・g ）

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

鉄 身 長 鉄 身 幅 箆被 部長 箆被部幅 厚　　 さ 重　　 量

第12掴 M 33 鉄 （6 ．6） 1．6 － － 0 ．3 （10 ．1） 鉄 鉄身部 の破片。 P L 28

M 34 鉄 9．8 1．2 （3．6） 0 ．5 0 ．4 （10 ．9） 鉄 箆被部下位欠損。多方向の木質都道存。 P L 28

M 35 鉄 － － （5．8） 0 ．8 0 ．6 （5 ．3） 鉄 箆被部の破片。

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ（cm ）　 幅 （。m）　 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第129凶M 59 鎌 （7 ．2） 2．4 0．9 （25 ．4） 鉄 刃部が折れ重な った状態の破片。

第爛号佳贋跡（第130図）

位置　調査区の南東部，C4j7区。

重複関係　北西コーナー付近を第418号土坑に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　東側が調査区城外のため確認できなかった。南北方向は8．32m，東西方向は確認できた長さ

3．82mで，方形または長方形と推定される。

壁　壁高は39～44cmで，外傾して立ち上がる。

床　凹凸があり，中央部がよく踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径47cmほどの円形で，深さ46cmである。P2は長径71cm，短径60cmの楕円

形で言深さ8lc。である。各コーナー部に寄った位置であることから，いずれも主柱穴と考えられる。P3は径

28cmほどの円形で言深さ74cmである。PlとP2をとおる直線上に位置していることから，補助柱穴と考えられ

る。P4は長径100C。，短径60cmの楕円形で言策さ40cmである。性格は不明である。

ピット土層解説

Pl

l　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量 2　褐　　色　ローム粒子中量

P2

1黒褐色　ローム小ブロック・。ーム粒子・炭化粒子微量　　　　4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム′トプロッ

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　ク微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

覆土　9層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　5　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　暗褐色　炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム粒子微量　　6　暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中プロソ　7　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

ク少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　8　褐　色　ローム大ブロック多量

4　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　9　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片工537点，土製品1点（羽目），石製品5点（双孔円板），石器3煮（砥石2点，金床石1点），礫
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礫妬軋撹乱等により混入したとみられる縄文土器獅5点，弥生土器片28点が出土している。遺物は蟄北西コ

ーナー付近から中央部にかけての覆土から多く出土している。第13鼠の鼠32回の314～323は土師器である。覆土

中層では芦322の婆がPlの南東側からタ　DP8の羽目がP3の西側からそれぞれ出土している。覆土下層で硫

3且4の杯が北壁寄りから逆位の状態で撃　321の無頸壷が北壁寄りから撃　3且5～3膵の3ユ98320の杯が北西コーナー

付近から芦　Q93の双乳門衛がP3の北側から，Q鍼の双孔関東がP3の西側から撃　Q95の双孔閏板がP4の上面

からそれぞれ出土している。床面では，318の杯がP且の西側から，Q96の双孔閂板がP2の北側から，Qユ00の

金床石がP且の東側からそれぞれ出土している。その鶴　覆土から323の鯨労　Q97の混乱閏夜学　Q98のQ99の砥

石がそれぞれ出土している。

所農　本跡は，東部が調査区域外に延びているため撃確認できたところが少なかったが学　覆土下層及び床面か

ら良好な状態で遺物が出土している。住居の全容や炉砂鉄淳等ほ確認できなかったがタ　覆土中層から羽目，床

面から金床石が出土していることから，鍛冶工房跡の可能性も考えられる。時期は汐　覆土下層及び床面からの

出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第132図　第40号住居跡出土遺物実測図（2）

第40号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

l　　　≡　　」

凶版番号器　種計湘値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第131図 杯 A 12．6 完形。底部中央にややくぼみをもつ口緑部内・外面横ナデ。体部外面積砂粒・長石・石英・100％　　　PL24

314 土　師器B　5．4 平底。休部は内攣して立ち上がり，位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨白色粒子

C　3．0 口縁部は直立する。□縁部内面に稜

をもつ。

き。 橙色　普通

315

杯 A 14．9 口縁部一部欠損。底部中央にくぼみ口縁部内・外面横ナデ。体部外両横砂粒・長石・石英・90％　　　　PL24

土　師器B　6．1

C　3．9

をもつ平底。休部は内攣して立ち上

がり，□縁部は直立する。口縁部内

面に稜をもつ。

位のヘラ削り，内面放射状のへラ磨

き。

白色粒子・小礫

橙色　普通

316

杯 A 13．2 底部から口縁部の破片。体部は内攣口緑部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・石英・白色60％

土師器B　6．6 して立ち上がり、口緑部は直立する。

口縁部内面に稜をもつ。

位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨

き。

粒子・赤色粒子

赤橙色　普通

317

杯 A〔13湖底部から口縁部の破片。体部は内攣口緑部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・雲母・白色60％

土　師器B　5．7 して立ち上がり，口縁部は直立する。

口綾部内面に稜をもつ。

位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨

き。

粒子

橙色　普通

318

杯 A〔15．0〕底部から口縁部の破片。休部は内攣口緑部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・石英・雲母・45％

土師器B　5．8 して立ち上がり，口緑部は外反する。

ロ縁部内面に稜をもつ。

位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨

き。

白色粒子

にぷい褐色　普通

坤、 A〔13．2〕底部から口縁部の破片。休部は内攣口緑部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・長石・石英・45％

319 土　師器B　5．5 して立ち上がり，口緑部は直立する。

口緑部内面に稜をもつ。

位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨

き。

白色粒子

橙色　普通

320

杯 A〔13．0〕体部から口綾部の破片。休部は内攣口緑部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・長石・石英・25％

土　師器B（6．0）して立ち上がり，口緑部は直立する。

口緑部内面に稜をもつ。

位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨

き。

白色粒子

明赤褐色　普通

321

無頚壷A　3．8 底部から口緑部の破片。休部は算盤休部外面上位横位のヘラ磨き，下位砂粒・長石・雲母・50％　　　　PL24
土　師器B　5．3 玉状を呈する。休部上位に，孔が空横位のヘラ削り，内面ナデ。体部内白色粒子・小礫

けられている。 面に指頭痕，輪積み痕。 にぷい橙色　普通

322

棄 A19．0 休部から口緑部の破片。休部は内攣口縁部内・外面横ナデ。体部内・外砂粒・雲母・白色20％

土　師器B（8．9）して立ち上がる。頸部は屈曲し，口

緑部は外反する。

面ナデ。 粒子・小礫

にぷい橙色　普通

323

飯 B（9．1）底部の破片。無底式。休部は内攣し休部外面下位横位のヘラ削り，内面砂粒・雲母・白色10％

土　師器C〔7．2〕て立ち上がる。 ナデ。 粒子

褐灰色　普通

ー151－



図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ（cm） 外径 （cm ） 内径 （cm ） 重量 （g ）

第131回DP8 羽　　 口 （6．4） 3 ．8－5 ．4 1．6－2 ．3 （133 ．1） 土　　 製 先端 部に鉄津が付着 してい る。 P L 2 7

図版番号 器　 種
計　　　 測　　　 値

石　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm ）孔 径 （cm）重量 （g ）

第13掴 Q93 双孔円板 （2 ．5） （3 ．7） 0．4 0．2 （4．1） 粘 板 岩 1 孔が空け られ， 1 ／ 2 欠損。

Q 94 双孔円板 （4 ．6） 4 ．8 0．4 0．3 （14．9） 滑　　 石 2 孔が空け られている。一部欠損。 P L 28

Q 9 5 双孔 円板 （2．2） （2 ．9） 0．4 0．2 （3．9） 粘 板 岩 1 孔が空け られ， 3 ／ 4 欠損。

Q 96 双孔 円板 3．4 3 ．6 0．4 0．2 7．3 粘 板 岩 2 孔 が空 け られている。

Q 97 双孔 円板 3．2 （2 ．9） 0．4 0．3 （4．0） 粘 板 岩 1孔 が空 けられ， 1 ／ 4 欠損。

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ（cm） 帽 （C汀l） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第131図Q98 砥　　 石 8．4 3．3 3．5 1 27．8 砂　　 岩 有溝砥石。

Q 99 砥　　 石 11．6 5．4 4．4 28 1．2 砂　　 岩 有溝砥石。 P L 28

第132図01（沿 金 床 石 20．5 （16．2） 10．1 （4 ，74 3．1） 砂　　 岩 表面が赤変 し，刺離 している。

第41号住居跡（第133図）

位置　調査区の東部，C4a8区。

規模と平面形　斜面部に位置し，北東壁側が削平されている。遣存する南西壁及び柱穴の配列から，長軸5．02m，

短軸4．65mの方形と推定される。

壁　壁高は遺存する北西壁・南西壁は3－5cmで，外傾して立ち上がる。
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床　ほぼ平坦である。中央部に焼土塊を2か所確認した。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径31～35cm，短径20～28cmの楕円形で言策さ20～73cmである。規

模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片119点，鉄製品1点（鎌），礫5点，鉄淳（210g），撹乱等により混入したとみられる縄文土器片

2点，弥生土器片2点が出土している。第134図の325～328は土師器である。覆土下層では，327の相，328の

甑がP4の東側からそれぞれ出土している。床面では，325の杯が北西壁際から，M36の鎌がP2の西側からそ

れぞれ出土している。その他，覆土から326の杯，鉄淳が出土している。

所凰　時期は，遺構の形態や覆土下層及び床面からの出土土器から判断して，中期（5世紀中葉）と思われる。

三∴二二

「二＿二＿＿

第臓図　第41号住居跡出土遺物実測図

第41号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第134図 杯 A〔13．0〕底部から日縁部の破片。底部はやや目線部内・外面横ナデ。体部外両横砂粒・長石・石英・40％

325 土　師器B　6．5 くぼむ平底。休部は内攣して立ち上位のヘラ削り，内面放射状のへラ磨白色粒子・赤色粒子

C〔4．5〕がり，目線部は直立する。 き。 赤褐色　普通

杯 A 16．2 底部・口緑部一部欠損。体部は内攣口縁部内・外面横ナデ。体部外面積砂粒・長石・石英85％　　　　 PL24

326 土　師器B　5．7 して立ち上がり，口縁部に至る。口位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨橙色

縁部内面に稜をもつ。 き。 普通

327

柑 A lO．5 体部・目線部一部欠損。平底。休部口縁部内・外面縦位のヘラ磨き後，砂粒・長石・白色70％　　　　 PL24

土　師器B 15．3 は算盤玉状を呈する。頚部は屈曲し，横ナデ。体部外面上位横位のヘラ磨粒子・小礫

C〔5．8〕口縁部は外傾する。 き，下位横位のヘラ削り，内面ナデ。にぷい赤褐色　普通

328

鯨 A〔21．4〕底部から口縁部の破片。単孔式。体目線部内・外面横ナデ。体部外面斜砂粒・石英・白色50％

土　師器B 12．4 部は外傾して立ち上がり，口縁部に位のヘラ削り，内面へラナデ。口縁粒子・赤色粒子

C〔4．0〕至る。目線部は折り返し口縁。 部内・外面に指頭痕。 橙色　普通

図版番号器　種
計　　測　　値 ！材質

特　　　　　 徴 備　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第134回M36 鎌 （2．1） （2．6） （1．1） （9．2） 鉄 柄の折り返し部の破片。
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第鵬号住居跡（第135図）

位置　調査区の東部，C4aO区。

重複関係　北東壁側が第38号住居跡と重複しているが，覆土が削平されているため，新旧関係は不明である。

規模と平面形　斜面部に位置し，削平されており，主柱穴及び貯蔵穴のみ遺存している。主柱穴及び貯蔵穴の

配置から長軸5。34m，短軸4。12mの長方形と推定される。

量軸方向　N－280－Eと推定される。

床　削平されているため遺存していない。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl。P3e P4ほ径26～30cmの円形で，深さ33～45cmである。P2ほ長径33cm，

短径25cmの楕円形で言莱さ30cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

ピット土層解説

Pl・P2・P3・P4

1　黒　褐色　ローム粒子微量 2　暗褐色　ローム粒子中量

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径102cm，短径83cmの楕円形で，深さは60cmである。
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貯蔵穴土層解説

1　黒　褐色　ローム粒子少量

2　暗　褐色　ローム粒子中量
3　褐　　色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子多量

遺物　土師器片40息　撹乱等により混入したとみられる弥生土器片1点が出土している。第136図の329～333

は土師器である。いずれも貯蔵穴からの出土である。覆土中層では，331秒332の婆が破片の状態で，333の小

形婆が斜位の状態で，底面では，329の杯が破片の状態で，330の高年が正位の状態でそれぞれ出土している。

所凰　傾斜地に位置しているためタ　覆土が削平されており，正確な平面形は確認できなかった。時期は，貯蔵

穴から出土した329の杯，330の高杯から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。重複している第38号住居跡

とははぼ同時期であることから，新旧関係は不明である、、

10cm

工＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿∴．．＿■＿＿＿＿＿＿＿＿j

第相国　第43号住居跡出土遺物実測図

第43号住居跡出土遺物観察表

図版番号 恒 護 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 13 6 図　　 杯 A 13も4 底部 から口縁部の破片。底部 中央 に 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 ・石英・ 60 ％　　　　 P L 24

32 9　　 土　 師 器 B　 5．6

C　 3．0

指頭 ほどの くぼみがある。体部は内

攣 して立 ち上が り，口綾部は直立す

る。口縁部内面に稜 をもつ。

ラナデ，内面放射状 のヘ ラ磨 き。 白色粒子

明赤褐色　 普通

高　　 年 A 18 ．4 杯部は，外面 下位 に稜 を もち，外傾 口縁部内 ・外面横ナデ。杯部外面縦 砂粒 ・長石・石英 ・ 50％　　　　 P L 24

33つ 土 師 器 B （5．3） して立ち上 がる。 位のヘ ラ磨 き，内面斜位のヘ ラ磨 き。 雲母 ・小礫

にぷい褐色　 普通

棄 A 〔1 7誹〕 体部 から口縁部の破片。休部 は内攣 口縁 部内 ・外 面横 ナデ。体部外面積 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 30 ％

33 1　 土　師 器

i

B （1 2．6） して立 ち上が る。頚部は屈曲 し，目

線部は外反する。

位 のヘラ削 り， 内面へ ラナデ。 白色粒子 ・小礫

にぷい赤褐色　 普通

窯 B （22 ．郎 底部か ら体部 の破片。 やや突出 した 休部外面横位のヘ ラ削 り，内面 ナデ。 砂粒 ・長石・石英 ・40％

33 2　　 土　 師 器

！

C　 6．6 平底 。休部 は内攣 して立 ち上が る。 底部へ ラ削 り。 雲母 ・小礫

暗赤褐色　 普通
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図版番号 器　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 136 区I 小 形 襲 A 〔11．8〕 口綾部 ・休 部一部欠損 。休 部は球状 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面下 砂粒 ・雲母 ・白色 80 ％

33 3 土 師 器 B 12 ．1 を呈する。 ロ緑 部は直立 する。 位斜位のヘ ラ削 り，内面ナデ。 粒子 ・赤色粒子

暗赤褐色　 普通

第46号住居跡（第137図）

位置　調査区の西部，Clg7区。

重複関係　南壁を第806号土坑に掘り込まれているが，床面まで達していない。

規模と平面形　長軸4．14m，短軸3．76mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は30－35cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉の北西側を除く中央部がよく踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径38cmの円形で，深さ16cmである。P2は径42cmの円形で，深さ19cmである。

Plは北東壁際の中央部に，P2は南東壁際中央部に位置している。性格は不明である。

炉　中央部からやや北西寄りに位置している。長径53cm，短径42cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りく

ぼめた地床炉である。覆土は，焼土粒子・炭化粒子を微量含む程度で，炉床は硬くない。

炉土居解説
1　暗赤褐色　ローム粒子・壌土粒子・炭化粒子微量

第137図　第46号住居・跡実測図
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貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，長径70cm，短径60cmの楕円形で，深さは16。mである。

貯蔵穴土居解説

1　暗褐色　ローム粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　　5　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　6　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量　7　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム拉了少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片85点，礫8点，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片4点，弥生土器片1点，陶器片1

点が出土している。遺物は，遺構全体の壁際付近に散在している0第138図の334－337は土師器である。覆土

下層では，337のミニチュア土器が北西コーナー付近から出土している0床面では，334の相が北西コーナー付

近からつぶれた状態で，335の壷が西側壁際から斜位の状態で，336の台付婆が南西コーナー付近からそれぞれ

出土している。

所見　時期は，遺構の形態や覆土下層及び床面からの出土土器から判断して前期（4世紀中葉）と思われる。

第138図　第46号住居跡出土遺物実測図

第46号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 138 図 柑 A 〔10 ．1〕 ロ緑部一都欠損 。平底。休部は下位 口縁部外面縦位 のヘ ラ磨 き後，横ナ 砂粒 ・長石・石英 ・ 80％　　　 P L 2 4

3 34 土 師 器 B 15 ．3 に最大径をもつ球状 を呈する。頚 部 デ，内面ナデ。体部外面縦位のヘ ラ磨 白色粒子

C　 4．0 は屈 曲 し， 口縁部 は外傾す る。 き，内面ナデ。体部外面上位 に粗庄痕。 浅黄橙 色　 普通

33 5

宣E A　 8．2 やや突 出 した平底。休部 は球状 を呈 休部外面斜位のパケ 目調 整，内面横 砂粒 ・長石 ・石英・ 95％　　　　 P L 24

土　 師 器 B　2 1．5

C　 6．2

す る。 位 のパケ 目調 整。休部内面輪積み痕。 白色粒子

にぷい黄橙色　 普通

336

台 付 棄 B （7．1） 脚台部の破 片。脚 台部はハの字状 に 脚台部外面縦位 のパ ケ目調整，内面 砂粒 ・長石 ・石英 ・40％

土　 師 器 D lO ．7 開 き，端部 は内側 に折 り返す。 斜位のパ ケ目調整。 白色粒 子

淡橙色　 普通

33 7

ミニチュア土器 A　 5．7 完形。鉢形。平底。休部 は直立 し， 休部外面指頭 に よる粗いナデ，内面 砂粒 ・長石 ・雲母・ 10 0％　　　 P L 24

土　 師 器 B　 5．2

C　 3．6

口縁部 に至 る。 ヘラナデ。 白色粒子 ・小礫

にぷい橙色　 普通

－157－



第48号住居跡（第139図）

位置　調査区の中央部，C3fO区。

規模と平面形　長軸4．82m，短軸3．46mの長方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は18－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉の北側を除く中央部がよく踏み固められている。

ピット　6か所（P1－P6）。P1－P3は径23－27cmの円形で，深さ12－22cmである。規模と配置からいずれ

も主柱穴と考えられる。P4・P5は径22cmほどの円形，P6は長径27cm，短径20cmの楕円形で，深さは10～27cm

である。いずれも性格は不明である。

ピット土居解説
Pl・P2・P3

1暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　炭化粒子少量・ローム粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

Ol　　　可叫

A29．8m

上　29．6m
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第139図　第48号住居跡実測図
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炉　北西壁寄りの中央部に位置している。長径70cm，短径53cmの楕円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。覆土は，焼土中ブロックe焼土粒子を少量から微量含む程度で，炉床は硬くない。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子・白色粒子少量 2　暗赤褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子微量

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径98cm，短径82cmの楕円形で，深さは44cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム中ブロック中量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片84点，石製品1点（勾玉），礫2点，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片5点，弥生

土器片2点が出土している。第140図の338－342は土師器である。341の嚢は，P5の北西側の覆土中層から下

層にかけて出土した破片が接合したものである。覆土下層では，339の椀が中央部から破片の状態で，340の相

が南西コーナー付近からつぶれた状態で，342の手捏土器が南西コーナー付近から，QlOlの勾玉がP2の南東

側からそれぞれ出土している。床面では，338の杯が貯蔵穴の西側から正位の状態で出土している。

所見　時期は，遺構の形態や覆土下層及び床面からの出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。

「　＿＿二
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第相国　第48号住居跡出土遺物実測図

第48号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 14 0 図 杯 A 1 3．0 口縁部 ・休部一部欠損。休部は内攣 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体部外面積 砂粒 ・雲母 ・白色 70 ％　　　　 P L 2 4

33 8 土　 師 器 B　 5．7 して立 ち上が り，口縁部 は直立す る。 位 のヘラ削 り，内面縦位 ・横位 のへ 粒子 ・小礫

目線部内面 に稜 をもつ。 ラ磨 き。 明赤褐色　 普通

339

椀 A 1 5．1 目線部 ・底部一部欠損 。体 部は内攣 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面積 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 80％　　　　 P L 24

土　 師 器 B （7 ．8） して立ち上が り，口縁部 に至 る。 位のヘ ラ削 り，内面ナデ。 雲母

にぷい褐色　 普通

ー159－



図版番号 器　 種 計測値（cmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 日0 図 柑 A　 9．8 体 部か ら日縁部 の破 片。休部は球状 日縁部 内 ・外面縦位 のへラ磨 き後， 砂粒 ・長石 ・石英・ 45 ％　　　　 P L 2 4

封0 土 師 器 B （12．9） を呈 する。 日縁部 は内攣気味に立ち 横 ナデ。体 部外面横位 のヘ ラ磨 き， 白色粒子 ・小磯

上 がる。 内面剥離 のため調整不明。 にぷい橙色　 普通

341

窯 B （16．0） 底部 から休部の破片。突出 した平底。 体部外面下位斜位 のヘ ラ削 り，内面 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 30％

土　 師 器 C　 6 ．9 体部 は球状 を呈す る。 ナデ。体部内 ・外面下位に輪積み痕 。 白色粒子

にぷい黄橙色　 普通

342

手捏土器 A　 2 ．6 完形。平底。休部は直立 し，口縁部 目線部内 ・外面 に指頭痕。体部内 ・ 砂粒 ・長石 ・石英 100 ％

土 師 器 B　 3 ．6

C　 2 ．3

はやや内攣する。 外面指頭 による粗いナデ。 暗赤褐色

普通

図版番号 器　 種
計　　　 測　　　 値 ！石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考長さ（cm中 綿 m‖ 厚さ（cm車 L径（cm桓 量（g ）

第1頼摘101 勾　　 玉 4．4 2．9 0．9 0．2 16．1 滑　　 石 基部に小孔が一方から空けられている。 P L 28

第姻考住居跡（第141図）

位置　調査区の南部，E3e4区。

重複関係　北壁を第8号火葬施設に，中央部を第682号土坑と第758号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．13m，短軸5．04mの方形である。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は20～25cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南西コーナー部と南東コーナー部を除き，巡っている。上幅15－22cm，下幅6～15cm，深さ4－ユ2cmで，

断面形は日宇状である。

壁溝土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量

床　ほぼ平坦で，南側の壁際中央部がよく踏み固められている。

ぽット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径31～47cmの円形，P4ほ長径49cm，短径37cmの楕円形で，深さは42～

59cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

ピット土層解説
Pl

l　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量

P4

1　黒褐色　ローム粒子中量，ロームノトブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

貯蔵宍　南東コーナー部に位置し，長径80cm，短径75cmの円形で，深さは28cmである。底面から，厚さ5cmは

どの粘土の層が確認された。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム′J、ブロック中量，ローム粒子少量

4　がトプ黄色　白色粘土粒子多量

覆土11層からなる。ロームブロックが多いことや不自然な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒

子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少

量，炭化粒子微量

4　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

5　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

6　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

7　暗褐色　ローム中ブロック・炭化粒子少量・ローム粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
9　暗褐色　炭化粒子少量

10　褐　　色　ローム粒子少量，ローム／J、ブロック・炭化粒子微量

11暗褐色　炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・

ローム粒子微量

ー160－



遺物　土師器片180点，礫2点が出土している。いずれも細片で図示できる土器は2点のみであった。第142回

の343・344は土師器の杯である。どちらも覆土中からの出土である。

所見　第39号住居跡の貯蔵穴1と同様に，貯蔵穴の底面から粘土が確認されている。時期は，遺構の形態や覆

土からの出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。

働「1す　‾tr
第141図　第49号住居跡実測図

第142図　第49号住居跡出土遺物実測図
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第49号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（印） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 14 2 図 杯 A 〔15．9〕 底部か ら□縁 部の破片。休部は内轡 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 砂粒 ・雲 母 ・白色 2 0％

34 3 土 師 器 B　 6．2 して立ち上 が り，口縁部 に至る。 デ，内面縦位 ・横位 のヘ ラ磨 き。 粒子 ・小礫

明赤褐色　 普通

344

杯 A 〔13 ．8〕 休部からロ縁部 の破 片。休 部は内攣 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休 部外面横 砂粒 ・長石 ・石英・ 1 5％

土 師 器 B （7 ．2） して立ち上が り，口縁部は外反する。 位のヘ ラ磨 き，内面放射状 のヘラ磨 白色粒子

口緑 部内面 に稜 を もつ。 き。 赤褐色　 普通

第50号住居跡（第143図）

位置　調査区の西部，Clj5区。

重複関係　中央部を南北方向に第1号堀に掘り込まれているが，床面まで達していない。

規模と平面形　長軸5．81m，短軸5．42mの方形である。

主軸方向　N－310－W

旦30．4m

Itl：、二王で

第143図　第50号住居跡実測図
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壁　壁高は25－30cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，主柱穴を結んだ中央部と北東壁寄りがよく踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P4は径48・52cmの円形，P2・P3は長径56・65cm，短径46・48。mの楕円

形で，深さは37－56cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部のやや北東寄りに位置している。径62cmの円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉であ

る。覆土は焼土粒子を少量含む程度であり，炉床は赤変硬化している。

炉土層解説

1にぷい赤褐色　焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量　2　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒了し少量

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径83cm，短径61cmの楕円形で，深さは35cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒了ヰ量，ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子中量

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒了・微量

2　黒　褐　色　ローム粒了・少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム拉了少量

遺物　土師器片100点，礫1点が出土している。第144図の265－268は土師器である。いずれも床面で確認され，

265の高杯が北西壁際から正位の状態で，266の器台が北東壁寄りから逆位の状態で，267の要が北東壁寄りか

ら正位のつぶれた状態で，268の小形嚢が南コーナー部から横位の状態でそれぞれ出土している。

所見　床はよぐ踏み固められ，炉床は赤変硬化していることから，長期間使用された住居と考えられる。時期

は，遺構の形態や床面からの出土土器から判断して中期（4世紀中葉）と思われる。

第144図　第50号住居・跡出土遺物実測図

第50号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 144 凶 高　　 杯 A　 20 ．0 杯部の破片。杯部は内攣気味に立ち 口緑部内 ・外面横 ナデ。杯部外画料 砂粒 ・石英 ・白色 35％

2 65 土 師 器 B （6 ．5） 上 が り，ロ緑部 に至 る。 位のヘ ラ磨 き，内面ナデ。 粒子

浅黄橙 色　 普通

26 6

器　　 台 A　 6．6 脚部 欠損。器受部 は外傾 して立 ち上 器受部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石・石英 ・ 3 0％

土　 師 器 B （4．0） が り， ロ綾部 に至 る。器受部中央 に

単孔があ る。

白色粒子

にぷ い橙色　 普通
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図版番号 器　 種 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　　 凍 土 ・色調 欄 成 備　　 考

第 L H 図 襲 Å　ユ6．8　上体部下位欠損 。体部 は球状 を呈す る。 目線部内 ・外面傭ナデ㍉休部外面縦　 砂粒 ・長石 ・石英・ 70 ％

26 7 土 師 器 B （17．8日 頚部は くの字状 に くびれ，日録部 は 位 ・斜位のパ ケ‖調整，内面へ ラナ　 赤色粒子

外反する。 デ。　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷ い橙色　 普通

268

小 形 棄 A lO ．8　 完 形。休部 は球状 を呈す る。頚部 は 日録部外面綻位 のパケ 昌調整 後，横　 砂粒 ・長石 e石英 ・ 100 ％　　　 P L 2 5

土 師 器 B ・ユ上8　 くの字状 に くびれ， 目線部 は外傾す ナデ，内面横位のパ ケ昌調整。体部外　 赤色粒子

C　 4．9　 る。 面横位0斜位のパケ目調整 ，内面ナデ。 にぷい橙色　 普通

窮馴考住居跡（第145回）

位置　調査区の西部，D2g＿1区し・、

重複関係　北東壁を第863◎864号土坑に掘り込まれているが，床面まで達していない。

規模と平面形　南西コーナー部は，調査区域外のため確認できなかった。長軸3。18m，短軸2．42mの隅丸長方

形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は18－3（）。mで，ほぼ直立するし、

床　ほぼ平坦で，特に踏み固められた部分はみられない。

ぽッ匝　1か所。Plは径48cmの円形で言策さ20cmである。北西コーナー部壁際に位置している。性格は不明

である。、

ピット土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子　2　暗褐色　ローム′トブロックeローム粒子少量
微量

傍豊　3層からなる。レンズ状に堆積していることから蟄　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐色　ローム粒子微量

2　黒　褐色　ローム粒子中量

第相国　第51号住居跡実測図

3　黒褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少量

0　　　　　　　　2rn

」∴＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿‥＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿J

＿主3〇6∴．

‾l二二一二　＿＿＿
i　　－11－－　ト一　　一一一IJ
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遺物　土師器片5点，礫1点，撹乱等により混入したと

みられる縄文土器片2点が出土している。第146図の269

は土師器の高杯である。北西壁際の床面から逆位の状態

で出土している。

所見　出土遺物が少なく時期は断定できないが，床面か

らの出土土器から判断して前期（4世紀中葉）の可能性

が高い。

第51号住居跡出土遺物観察表

第146図　第51号住居跡出土遺物実測図

凶版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 146 凶 高　　 材、 A 〔17．9〕 脚部 欠損。林部 は脚部 との接′r．1 か ら 林部外面縦位 のヘラ磨き， 内面放射 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 40％　　　　 P L 2 5

2 69 十　 帥　語ユ B （7．8） 開 き， 口稼部 に至 る。林部 と脚部の

接 合は， ソケッ ト式。

状 のヘラ磨 き。 小礫

橙色　 普通

第52号住居跡（第147図）

位置　調査区の西部，DIcO区。

重複関係　上部を第8号不明遺構に，西側コーナー付近を第847号土坑に，南コーナー付近を第866号土坑に，

中央部を第867・第874号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　一辺4．12mほどの隅丸方形である。

主軸方向　N－520－E

壁　壁高は30－55cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は確認できない。

ピット1か所。Plは長径45cm，短径34cmの楕円形で，深さ24cmである。性格は不明である。

炉　東コーナー寄りに位置している。径47cmの円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉

内の覆土に焼土粒子や炭化粒子を中量から微量含む程度で，炉床は硬くない。

炉土居解説

1　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒了ヰ量，炭化粒子少量

2　暗褐色　炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　炭化粒了少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径60cmの円形で，深さは24cmである。

貯蔵穴土居解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム′トブロッ

ク・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク少量

覆土　5層からなる。中央部は第8号不明遺構に掘り込まれているが，壁際の堆積状況から，自然堆積と考え

られる。

土居解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム′トブロック少量

4　褐　　色　ローム粒了・・炭化桂子微量

5　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片107点，礫6点，混入したとみられる縄文土器片1点が出土している。遺物は覆土下層から床

面にかけて出土している。第148・149図の270－273は土師器である。271の壷は，北西壁寄りの覆土下層から

出土した破片が接合したものである。床面では，270の高杯が炉の北側から，272の壷が炉の南側から，273の

台付要が北東壁際からそれぞれ出土している。

所見　本跡の上部が，第8号不明遺構に掘り込まれている。確認できたのは覆土下層以下の部分であった。遺

構形態や覆土下層及び床面からの出土土器から判断して前期（4世紀中葉）と思われる。
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第149回　第52号住居跡出土遺物実測図（2）

第52号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（印） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 148 図 高　　 杯 A 19 ．5 杯部一部 欠損。脚部 はラ ッパ状 に開 口緑部内 ・外面横 ナデ。杯部外面パケ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ 90 ％　　　　 P L 25

2 70 土 師 器 B 14 ．2 き，中位 に 4 孔が空 けられている。 目調整後 ．縦位 のヘ ラ磨 き、内面横位 白色粒子 ・′ト礫

D lO．6

E　 6．9

杯部 は，外傾 して立 ち上が る。 のヘ ラ磨 き。脚部外面パ ケ目調整後 ，

縦位 のヘラ磨 き， 内面 パケ昌調整。

浅黄色　 普通

第 14 9 凶 璽E A 13．0 休部か ら口緑部の破片。休部 は内攣 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面縦 砂粒 ・長石・石英 ・ 25％

27 1 土　 師　器 B （19．2） して立ち上がる。頚部は くの字状に

くびれ，ロ縁 部は外反する。

位 のヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 赤色粒子

浅黄橙 色　 普通

第 148 凶 壷 B （18 ．2） ロ緑部 ・休 部一部欠損 。平底。休部 頸部外面縦位のパケ 目調整，内面ナ 砂粒 ・長石 ・雲母・ 70 ％　　　　 P L 25

2 72 土　師 器 C　 5．3 は外傾 して立 ち上 が り，中位 に最大 デ。休部外面パ ケ日調整後，ナデ， 白色粒子 ・小礫

径を もつ。頸部 は直立す る。 内面ナデ。休部内面に輸積み痕 。 浅黄橙色　 普通

第 149 凶 台 付 棄 A 13．4 脚 台部欠損。休部 は上位 に最 大径 を 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面上 砂粒 ・石英 ・雲 母・ 90 ％　　　　 P L 2 5

2 73 土 師 器 B （20．1） もつ球状 を呈す る。頚部 は くの字状 位縦位 ・斜位 のパケ 目調 整，下位 ナ 白色粒子 ・小礫

に くびれ， 口緑部 は外反す る。 デ， 内面ナデ。 灰黄褐色　 普通

（2）鍛治工房跡

第1号鍛冶工房跡（S128）（第150・151図）

位置　調査区の北部，B4C4区。

重複関係　南西コーナー部を第345号土坑に，中央部を第316号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　長軸7．1m，短軸6．96mの方形である。

主軸方向　N－400－E

壁　壁高は22－51cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　炉1から主柱穴を結んだ範囲がよく跨み固められている。南西壁際から，焼土塊が確認された。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P2・P4は長径30－33cm，短径22－25crnの楕円形，P3は径30cmの円形で，

深さは38－65cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5は長径90cm，短径74cmの楕円形で，

深さ11cmである。東側コーナー部に位置し，掘り込みが浅いことから，性格は不明である。

炉　3か所。炉1は南西壁寄りに位置している。長径79cm，短径45cmの楕円形で，床面を11cmほど皿状に掘り
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込んでいる。炉2と炉3ほ隣接し　炉　のmcmほど東側に位置している。炉2は径舶cmの円形　炉　は長径猶

cm　短径張cmの楕円形で　それぞれ床面を路用ほど皿状に掘り込んでいる。覆土に焼士小プロッタな焼土粒子0

炭化粒子を少量から微量含み，もげれも加熱を受けているが芦　あま軒赤変硬化していない。炉1の周囲一辺

Imの方形内の床面から鍛造剥片が4諸針言炉2と炉3の周囲一辺1mの方形内の床面から鍛造剥片が8gと

それぞれ少量であるが検出されたことからヲ　鍛冶炉である可能性が考えられる。

炉1土層解説

1暗赤褐色　廃土小ブロック0焼土粒子少鼠　ローム小ブロック0　　3　暗赤褐色　焼土粒子少鼠　ローム粒子微量
r「∴粒守∴損じ粒J’骨相F　　　　　　　　　　　　　・　齢耳栓士　‾「∴位j’一・規上位J’・少量∴　t‾「∴中7日・‥ン・t「

2　赤褐色　廃土小ブロックの焼土粒子中鼠　ローム粒子微量　　　　　　　　　　ム小ブロックの廃土小ブロック微量

炉2土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量 2　暗赤褐色　廃土小ブロックの焼土粒子少量辛　ローム粒子の炭化粒

子微量

炉3土層解説

1　暗赤褐色　焼士粒子少量タ　ローム粒子の炭化粒子微量

、志∴　・ノ　′　　　∴′′‥1．　　′　　　　′‥．、　′ノ．、′・′　　．・、こ：、′・′′　　′・′、　一　∴　、ノ　′．

貯蔵穴2ほ酋コーナー部に位置している。長径捕cm　短径mcmの楕円形で言采さ53cmである。貯蔵穴3は北コ

ーナー部のやや東寄りに位置している。長径鋸cm　短径74cmの楕円形で言采さ4娠mである。

貯蔵穴土層解説

貯蔵穴1

ユ　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子中量

：う　暗　褐　色　「「！、粒戸車量＼しトlム小ゾt「ノン′出‡；＼しトl！、中ブ

ロックや炭化粒子微量

貯蔵穴2

1　暗　褐　色　「「一ム中ソ．＝・ノン・しトー∴粒子中量∴　t⊥‥ム中ゾし「ノ

クの炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量ア　炭化粒子微量

貯蔵穴3

1　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子中鼠　炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームノj、ブロックゆローム粒子中量

啓羞13層からなる。レンズ状に堆積していることから，

土層解説

1　里　　色　ローム粒子。白色粒子中量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子0炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロック中量，炭化物少量

4　里　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子少量夕　炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

8　褐　　色　ローム小ブロックのローム粒子少量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子の焼土粒子の炭化粒子の
粘土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム小プロッタやローム粒子中量夕　焼土粒子ゆ炭化

粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，ローム中ブ

ロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中鼠ローム小ブロック少量、炭化粒日放巌

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

自然堆積と考えられる。

ユ0　褐　　色　ローム粒子e粘土粒子少鼠　ローム小ブロックの焼土

粒子微量

H　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子や焼土粒子少鼠　焼土

中ブロックや炭化粒子e粘土粒子微量

12　黒褐色　ローム小ブロックもローム粒子少量，焼土粒子e炭化

粒子0粘土粒子微量

1：1暗　出　色　t「一∴小ゾtJ∴ノン・「トム粒J’・・歳化粒日報量

遺物　土師器片380鼠　礫蟻息　土製品上狛羽日工　石製品　貞則形品）石器　点砥石上　鉄浮1，663。且g，

鍛造剥片12．6g撃　炭化材，撹乱により混入したとみられる縄文土器片3薫∴　艶生土器片69点がそれぞれ出土し

ている。遺物は南コーナー部から中央部にかけての床面近くから出土している。第1520153図の37～43は土師

器である。37の高塚は中央部の南寄りから逆位の状態で，38の監　Q70の砥石，DP6の羽目，M4の椀状淳

は炉3の東側から，39の婆，Q69の剣形品，Q71の砥石は南コーナー部から，40の婆は中央部から，42の婆は

南コーナー付近から斜位の状態で，43の甑は南西壁際から横位のつぶれた状態で，M5の椀状淳は南西壁寄り

からそれぞれ出土している。41の小形婆は南西壁際と東コーナー部から出土した破片が接合したものである。

また，炭化材は南東壁付近から，鉄淳は炉1と炉2の間と炉3の東側から多く出土している。
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所見　本跡は，羽口，砥石，鉄淳及び鍛造剥片等の鍛冶関連遺物が出土し，鍛冶炉が確認されたことから，鍛

冶工房跡と思われる。遺構内に1mの方眼を組み，床面付近における鍛造剥片の採集を行った。その結果，

炉1から炉3を中心とする4mX3mの範囲から鍛造剥片12．6gを検出した。また，炉3の東側からは，羽口

と鉄棒954gが出土していることから，この付近で作業していたことが考えられる。時期は，遺構の形態や床

面の出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と思われる。

A27．4m

「‾・」ここ尋二二二二二二二二二二三三三三去亨、
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第151回　第1号鍛冶工房跡実測図（2）
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第153図　第1号鍛冶工房跡出土遺物実測図（2）
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第1号鍛冶工房跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値圭扁 器　 彬　 の　 特　 徴 筆　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 152 図 高　　 棒 A 17．8 脚部 欠損。杯部 は外面下位 に稜 をも 目線 部内 ・外面横 ナデJ 林部 内面斜 砂粒 ・長石 ・石 英・ 50％

37 土 師 器 B （4．8ラ ち，外傾 して立 ち上が り， 目線部に 位 のへラ磨 き，外面放射状 のヘ ラ磨 白色粒子

至 る。 き。 黄橙色　 普通

埜 A 1 5．2 日録部 e 体部一部欠損。平底。休部 目線部 内 ・外面櫨 ナデし体部内 ・外 砂粒 ・長石・石英 ・90％　　　　 P L 25

3 8
土 紬 器 B　2 5言 は内攣 して立ち上が り，中位 に最大 面横位 ・斜位のヘ ラ削 り㍉ 雲母 ・白色粒子 体部外両横付着

C　 7 。3 径 をもつ。頚部 は屈 曲 し， 目線部 は 赤 褐色　 普通

外反する。

39

婆

土 師 器

A 〔16。1〕

B　2 5．3

日縁部 や体部一部欠損。平底。体部

は内攣 して立 ち上が り，中位 に最太

目線部内 ・外面植ナデ㍉休部外面斜

位のパケ 日調整 ，内面 ナデ∴

砂粒 ・長石 ・石 英・

白色粒千 ・礫

90 ％　　　　 P L 2 5

C　 5．6 径 をもつ。頚部 は くの字状 に くびれ， 橙色　 普通

目線部は外反する。

窯 A 〔ユ7．0〕 口縁部 。体部一部欠損 。中央部が く 日録部内 の外面横 ナデ。休部外面斜 砂粒 ・石英・雲母 ・70 ％　　　　 P L 25

4 0
土　紬　 器 B　2 5。0 ぼ む突出 した平底 。体 部は内攣 して 位のヘ ラ磨 き，内面ナデ。 白色粒千 ・小礫

C　 8 ．0 立 ち上が り，中位 に最大径 を もつ。

頚部は屈 曲 し， 口縁部 は外反 する。

にぷい赤褐色　 普通

小 彬 悪 A　ユ6．4 体部 一部 欠損。中央部が くぼむ平底。 目線部内 ・外面憧 ナデ〕休 部外面斜 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 75％　　　　 P L 2 5

4 1
土　 師 器 B 18．1

C　 5．9

体部 は内攣 して立 ち上が り， 中位 に

最大径 をもつ。頚部は屈 曲しタ　ロ縁

部 は外反す る。

位のヘラ 削 り，内面 へラナデ。 雲母

橙色　 普通

第 ユ53 凶 小 形 婆 A 1 3．7 ロ縁部一部欠損。平底。休部は内攣 目線 部外面植 ナデ、内面へラナデ後、 砂粒 ・右奥・雲母 ・95％　　　　 P L 25

4 2
土　師 器 B 14 ．7 して立 ち上が り，中位 に最大径 を も 横 ナデ。体部外面横位のヘ ラ磨 き， 白色粒子

C　 4 ．7 つ。日縁部 はやや外反 して立ち上が

る。

下位斜位のへ ラ削 り，内面ナデ。 灰 褐色　 普通

触 A 19．7 完形 。無底式。体部 は内攣 して立 ち 目線部内 ・外面櫨十千十休 部外 面斜 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 10 0％　　　 P L 2 5

43 士　 帥　器 B　2 3 J 上が る。頭部 は屈 曲 し， 日縁部は外 位 のパケ　 調 整後 横位のへ ラ磨 勘 白色粒子

C　 8。0 反す る。 内面 ナデ。 にぷい橙色　 普通
！

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 外径 （cm小 径 （cm中 量（g ）

第153齢P6 羽　　 目 （7．3） 2．6～4．8
工ト 1や8日 胤 6）

土　　 製 先端部に鉄産が付着 している。 P L 27

図版番号 器　 種
計　　　 測　　　 値 回　 特　 徴

備　　 考
長さ（cm） 幅（cm）丁嘉 （cm）孔径（cm）重量（g ）

第153回Q69 剣 形 品
・7 日 ・8 巨 6

0．2 1．1
滑　 石麿 豊 票 ；孟鐙 ‡憲 瀾 台形状

P L 28

図版番号 器　 種

計　 測　 値　　 ！ 斤

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（細） 厚さ（cm） 重量（郎 i 石 見

第153図Q70 砥　　 石 0 8．7）
ユ4 e2 日 ・7 （上23項 砂　 岩

断面は長方形を皇 し，研ぎ面は3面。 P L 28

Q 71 砥　　 石
祐 4　 日 ・8

8．3
94項 砂　 岩 断面は三角形を呈 し，研ぎ面は 2面子

図版番号 器　 種
計　　　 測　　　 値 i 特　 徴

備　　　　　 考
長さ（cmj

縮 cm） 軽 さ（cm）
重量 日日

第153回M 4 椀 状 淳 7せ6 9．2 3．。 173．7 ゴツゴツした鉄淳が，椀状に固まっている。 P L 28

M こi 椀 状 淳 7．1
鋸 ‖　 4も3　 日 98・9

ゴツゴツした鉄淳が，椀状に固まっている。 P L 28

持　掘立柱建物跡

第2号掘童櫨建物跡（第154図）

位置　調査区の西部，CldO区。

登複関係　P2が第220号土坑を掘り込んでいる。

規模　桁行2間，梁行1間の側柱構造の建物跡である。柱穴は6か所津トP扇　で　柱間寸法は，桁行2。05～

－172－



2。32m，梁行4．22～。Mm　面積は且8。06㌦である。柱穴は，Pl～P摘‡長軸70～85cmタ　短軸60～66cmの長方

形，P5・P6が一一一辺72－7（）。nlの方形で，深さ43－64川了ぐある。、

柄行方向　N－43ローW

尊皇　且6層からなる。ブロック状の堆積がみられる埋まと考えられる。

土層解説

1　黒　出　色　し「－ム粒J′一中量

2　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子中量

3　里　　色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子中乳　白色粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量

（i　暗　掲　色　目・ムーー！、小ゾt「ノウ・しトー∴粒J’・中量

7　黒　褐色　ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量き　ローム中ブ

ロック微量

9

用

H

1

2

1

3

日

は

褐
望
　
黒

色　しトー∴粒J’・多量∴　U一一ム小ゾし「ノン中量

色　ローム粒子少鼠　白色粒子微量

色　ローム粒子の白色粒子微量

異　　色一lブーム小ブロック少量，ローム粒子微量
里 色　t「1ム小ブr「ノン・しトー∴粒召微量

黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
里 色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小ブロッ

ク中量

ユ6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片7点夕　礫ユ点が出土している。第且55図の67鯵68は土師器である。67の聾はPlの埋土下層と

P4の埋土中層から出土した破片が接合したものである。68のミニチュア土器はP5の底面から出土している。

7

第臓図　第2号掘立柱建物跡実測図
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所見　P5内から出土した68のミニチュア土器と同様の土器が第13号住居跡からも出土し，同時期と考えられ

る。この時期の掘立柱建物跡として，確認できたものは本跡のみであり，出土土器から判断して前期（4世紀

中葉）と思われる。

第155図　第2号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第2号掘立柱建物跡出土遺物観察表

魅68

0　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第155図台付整A〔14．8〕休部からロ緑部の破片。体部は球状口縁部内・外面横ナデ。休部外面斜砂粒・長石・石英・55％　　　　PL25

67土師器B（20．7）を呈し．中位に最大径をもつ。頚部は

くの字状にくびれ．口綾部は外反する。

位のパケ目調整。内面へラナデ。白色粒子

にぷい褐色　普通

68

ミニチュア土器B（4．8）鉢形。ロ縁部欠損。平底。休部は内体部外面斜位のパケ目調整，内面へ砂粒・長石・石英・60％

土師器C　4．4攣気味に立ち上がる。 ラナデ。 白色粒子

灰黄褐色　普通

（4）方形周溝墓

第1号方形周溝墓（第156・157図）

位置　調査区の北西部，Cld5区を中心に検出された。北側に谷が入り込む，台地上の縁辺部に位置している。

重複関係　東コーナー溝が第889号土坑を，南西溝が第888号土坑をそれぞれ掘り込み，南コーナー溝付近を第

890号土坑に，方台部の南西側を第891・892号土抗にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　規模は，方台部上面は南北方向5．24m，東西方向5．12mで，周溝を含めた上面は南北方向7．52m，

東西方向7．43mである。平面形は隅丸方形で，外周部の西コーナー溝付近がやや膨らみをもつ以外は，各コー

ナーとも整った弧状を呈している。方台部上の南西側には，第891号土坑と第892号土坑が存在するが，本跡と

の関係は不明である。また，主体部は確認できなかった。

方位　南北方向N－300－Wで，西に傾いている。

周溝・壁　溝は仝周している。南西溝を除く三方は，上幅104－144cm，下幅79－88cmで，深さ32－51cmである。

南西溝は，上幅95cm，下幅83cmで，深さ10cmである。南西溝が最も狭く，掘り込みも浅い。周溝の断面形は逆

台形状を呈し，方台部側と外周部側の壁は，ほぼ同じように外傾して立ち上がる。底面は平坦であり，北東溝

と南西溝は南東溝に向かって緩やかに下がっている。
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覆土　9層からなる。レンズ状を呈していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　黒　褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子・白色粒子少量

4　黒　褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　里　　色　白色粒子中量

7　里　　色　白色粒子中量，赤色粒子少量

8　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片603点，礫7点が出土している。第158－163図の345～382は土師器で，周港内の南東コーナー

溝付近から南西コーナー溝付近にかけて出土している。南東コーナー溝付近では，348e349の高年が覆土下層

から逆位の状態で，353の高杯が底面近くから破片の状態で，355の器台，367の婆が覆土下層から横位の状態

で，360の壷が覆土下層から正位のつぶれた状態で，364の壷が底面近くから正位の状態で，366の壷，379の台

付婆が覆土下層から横位のつぶれた状態で，371の嚢が覆土下層から破片の状態で，377の台付嚢が覆土下層か

ら斜位の状態で，378の台付婆が底面近くから逆位の状態で，382のミニチュア土器が覆土上層から横位の状態

でそれぞれ出土している。また，363の壷は覆土上層から底面にかけて出土した破片が接合したもので，365の

壷は覆土下層から出土した破片が接合したものである。南東溝では，358の相が覆土下層から横位の状態で，

359の壷が底面近くから横位の状態で，361の壷が底面近くから斜位の状態でそれぞれ出土している。また，362

の壷は覆土下層から底面近くにかけて出土した破片が接合したもの，369の賓は底面近くから出土した破片が

接合したものである。南西コーナー溝付近では，346の小形鉢が底面近くから正位の状態で，351の高杯が覆土

下層から破片の状態で，352の高杯が覆土中層から破片の状態で，354の器台が覆土中層から横位の状態で，356e

357の器台が底面近くから破片の状態で，368の嚢が覆土中層から横位のつぶれた状態で，370e373の婆，380の

台付薬が覆土下層から破片の状態で，375の小形嚢が底面近くから横位のつぶれた状態で，376の小形婆が覆土

上層から破片の状態でそれぞれ出土している。また，345の小形鉢は覆土上層から覆土下層にかけて出土した

破片が接合したもの，347の高杯は覆土下層から出土した脚部と底面近くから出土した杯部が接合したもの，

350の高杯は覆土下層から出土した杯部と脚部が接合したもの，372の嚢は覆土下層から底面近くにかけて出土

した破片が接合したもの，374の賓は底面近くから出土した破片が接合したもの，381の台付嚢は覆土中層から

底面近くにかけて出土した破片が接合したものである。

所凰　主体部は確認できなかったが，周港内から多量の土器が良好な状態で検出された。土器の内訳は，小形

鉢が2点，高杯が7点，器台が4点，相が1点，壷が8点，嚢が8点，小形嚢が2氏　台付賓が5点，ミニチ

ュア土器が1点である。これらの土器は，覆土下層から底面近くにかけて出土し，347～350の高年，354の器台，

359～36巨364の壷，367e368の嚢，375の小形嚢，377－379の台付聾のように，ほぼ完形あるいは土庄でつぶ

れた状態で出土している。出土した土器と底面との間には，黒褐色土が薄く確認されている。このことから，

方台部の縁辺上に置かれていたものが，周構内に落ちたものと考えられる。土器が出土している南東溝側は，

平坦な台地が広がり，そこから同時期の住居跡も検出されていることから，集落との関連性が考えられる。時

期は，周港内の出土土器から判断して前期（4世紀中葉）と思われる。
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第相国　第1号方形周溝墓実測図（1）
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第157図　第1号方形周溝墓実測図（2）
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第158図　第1号方形周溝墓出土遺物実測図（1）
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第159図　第1号方形周溝墓出土遺物実測図（2）

10cm
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第160図　第1号方形周溝墓出土遺物実測図（3）

0　　　　　　　　10cm

L E　　」



第161図　第1号方形周溝墓出土遺物実測図（4）
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第162図　第1号方形周溝墓出土遺物実測図（5）
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第相聞　第1号方形周溝墓出土遺物実測図㈲

第1号方形周溝墓出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 ユ58 図 小 形 鉢 A 1 4」 底部か ら目線部の破片。平底。体部 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面横 砂粒 ・長有・石英 ・ 50％　　　　 P L 25

34 5 土 師 器 B　 告8

C　 3 ．4

ほ内攣 して立ち上がる。日録部は外

反する。

位 のヘ ラ磨 き， 内面 ナデ。 雲母 ・小礫

にぷい黄橙色　 普通

小 形 鉢 B （5 ．5） 日縁部h一部欠損 。平 底。体 部は内攣 体部外面斜位のパ ケ冒調整後，横 ナ 砂粒 ・雲母 ・白色 60 ％

34 6 土　 師 器 C　 5 ．3 して立ち上がる。 デ，内面横位のパケ 目調整。 粒子 ・赤色粒子

！褐灰色　 普通

高　　 年 A　2 L 5 日縁部一部 欠損。脚部 はハの字状 に 杯部外商斜位のへ ラ磨 き，内面ナデ。 砂粒 ・長 石・石 英・ 90 ％　　　　 P L 2 6

34 7
土　 師 器 B 13．8 開 き，中位 に4 孔が空け られている。 脚部内 ・外面ナデ。 白色粒子 ・礫

D lO．9

E　 6．3

杯部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口縁

部 に至 る。

橙色　 普通

34 8

高　　 年 A 1 8．6 脚部一部欠損。脚部は ラッパ状に開 杯部外面斜位 のパケ目調整後 ，ナデ， 砂粒 ・長石・雲母 ・ 95％　　　　 P L 25

土　 師 器 B 1 2．6 き，中位に 4 孔が空け られている。 内面 ナデ。脚部外面縦位のパケ 目調 白色粒子 も小礫

D 12 ．0

E　 6 ．8

杯部は内攣気味に立ち上が り，口縁

部に至る。

整，内面 ナデ。 浅黄色　 普通

第159図 高　　 杯 A　2上 6 口縁 部一部 欠損。脚部 はラ ッパ状 に 杯部内 ・外面斜位のパケ 冒調 整後， 砂粒 ・長石 ・石英・ 80 ％　　　　 P L 2 5

3 49

i

土　 師 器 B 14．2 開 き，中位に 4 孔が空け られている。 横ナデ。脚部外面縦位 のパケ 目調整 雲母 ・小礫

D 13．8

E　 7．4

杯部 は外面下位 に稜 をもち，外傾 し

て立 ち上が る。

後，ヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 浅黄橙色　 普通

高　　 杯 A 1 9．8 脚部一部欠損。脚部はハの字状 に開 杯部外面縦位 のヘラ磨 き，内面放射 砂粒 ・長有 ・白色 85％　　　　 P L 26

35 0
土　 師 器 B ．13．9 き， 中位 に 4 孔が空け られている。 状 のヘラ磨 き。脚部外面縦位のヘ ラ 粒子 ・小礫

D 〔9 4 〕

E　 6．4

杯部 は脚部 との接点か ら開 き，目線

部 に至 る。

磨 き， 内面 ナデ。内 ・外面赤彩。 赤色　 普通

第 158 図 高　　 杯 B （8 」） 杯部欠損。脚部はラ ッパ状 に開 く。 脚部外面縦位のヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 砂粒 ・長石 ・石 英・40％

35 1 土　 師 器 D l L 7

E　 6．2

脚部外面赤彩。 雲母 e小礫

にぷい赤褐色　 普通

352

高　　 杯 B （8．8） 脚部 から杯部 の破片。脚部 はハの字 杯部外面斜位のヘラ磨 き，内面ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英・ 40 ％

土　 師 器 D 〔1上 1〕

E　 6．0

状 に開き， 中位 に4 孔が空 けられて

い る。

脚部内 ・外面ナデ。脚部外面赤彩。 赤色粒子

にぷい橙色　 普通

35 3

高　　 杯 B （7」） 脚部か ら杯部の破片。脚部は ラッパ 杯部 内 ・外面 ナデ。脚部外面縦位の 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 40％

土　 師 器 D 〔10 ．7〕 状 に開 き，中位 に3 孔が空け られて

いる。

ヘ ラ磨 き， 内面 ナデ。 白色粒子

E　 5 ．4 明褐色　 普通

器　　 台 A　 7 ．2 脚部一部欠損 。脚部はハの字状 に開 器受部内 ・外面横位のヘ ラ磨 き。脚 砂粒 ・長石 ・石英 ・85％　　　　 P L 26

3 54

第 15 9 図

土　 師 器

器　　 台

B　 7 ．5

D lO．2

E　 5．0

A　 7．8

き，中位 に 4 孔 が空 け られている。 部外面縦位のヘ ラ磨 き，内面横位 の 白色粒子

器受部 は皿状 を呈 す。器受部 中央 に

単孔 が空 けられている。

脚部一部欠損。脚部 はラ ッパ状 に開

ヘ ラ磨 き。 にぷ い橙色　 普通

器受部内 ・外面横ナデ。脚部外面縦 砂粒 e 長石 ・石英・ 80 ％　　　　 P L 26

35 5
土　 師 器 B　 8．0

D 〔1 1．6〕

E　 5．8

き， 中位 に 3 孔が空 けられ ている。 位のヘ ラ磨 き，内面横位 のパ ケ目調 雲母 0 ノト礫

器受部 は皿状 を呈 し，端部 は摘み上

げ られてい る。

整後，横 ナデ。 にぷい橙色　 普通

－182－



図版番号 器　 種 計測値（cmj 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 159 図

35 6

器　　 台 A　 8．ユ 器受部 ・脚部一部欠損 。脚部はハの 器受部内 ・外面横ナデ。脚部外面縦 砂粒 ・石 英 ・白色 80 ％　　　　 P L 26

土　 師 器 B　 7．9 字状 に開 き，中位 に 4 孔 が空け られ 位のパ ケ目調整後，へ ラナデ言内面 粒子

D ll．0

E　 5．2

ている。器受部 は皿状 を里 し，端部

は摘み上げ られている。器受部 中央

に単孔 が空 け られている。

ナデ。 にぷい橙色　 普通

357

器　　 台 B （7．0） 器受部 欠損。脚部は ラッパ状に開 き，脚部外面縦位のパケ 目調整後，横 ナ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ 60％

土　 師 器 D　H ．6

E　 6．0

中位 に 3 孔が空 けられ ている。 デ，内面ナデ。 白色粒子

淡黄色　 普通

358

柑 A lO．6 目線部一部欠損。平底。休部 は内攣 日縁 部内 の外面横 ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・白色 85％　　　　 P L 26

土　 師 器 B　 7．9

C　 3．4

して立 ち上が る。 日綾部は外傾 して

直線的 に開 く。

位 のパケ目調整後 ，ナデ，内面ナデ。 粒子 ・小礫

にぷい橙色　 普通

359

壷 A　ユ3．4 日縁部一部欠損 。や や突 出 した平底。 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部外面上 砂粒 ・長石 ・石英・ 95％　　　　 P L 26

土 師 器 B　22．0 体部は下位に最 大径 を もつ球 状を皇 位斜位のパ ケ目調整，下位横位のへ 白色粒子 ・小礫

C　 7．8 する。目線部は外傾 して立 ち上が り， ラ磨 き，内面ナデ。体部内面に輪積 にぷい黄橙色

端部は折 り返 している。 み痕。 普通

第 ユ60 図 壷 A 15 ．5 体部 の口縁部…一部欠損。平底。体部 口縁部内 の外面横 ナデ。体部 外面斜 砂粒 ・長石 ・石英・ 70 ％　　　　 P L 2 6

360 土　 師 器 B　3乱 2 ほ球状 を里す る。頚部 はやや立 ち上 位のヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 白色粒子 ・小礫 体部外面に籠 目の

C　 7．7 が り， 目線部 は外反す る。 橙色　 普通 痕 を残す

361

壷 B （24．9）一口縁部欠損。平底。体部 は球状 を呈 t体部外面斜位 のパケ昌調整後 ，ナデ ，砂粒 ・長石 ・石 英・ 80％

土　 師 器 C　 6．8 す る。

！

内面横位 のパケ 目調整後， ナデ。 雲母 ・白色粒子

浅黄橙色　 普通

362

壷 B （24．4） 底部か ら頚部の破片。やや突出 した 体部外面縦位のヘ ラ磨 き，内面上位 砂粒 ・長石・石英 ・ 50％

土　 師 器 C　 7．5 平底。体部は下位 に最大径 をもつ球

状 を呈する。

横位 のパ ケ冒調整，中位以下ナデ。 小礫

iにぷい黄橙色　 普通

体部外面煤付着

363

壷 B （22 ．5） 底部か ら休部 の破片 。やや突出 した 休部外面斜位のパケ 目調整，内面ナ

デ。

砂粒 ・長石 ・白色 60 ％

土　師 器 C　 8 ．0 平底。体部 は球状 を呈 する。 粒子 ・赤色粒子

灰 白色　 普通

364

壷 B （25．5） 日縁部 欠損。やや突 出 した平底。体 休部外面斜位のパケ 目調整， 内面 ナ

デ。

砂粒 ・長石 ・白色 80 ％

土　 師 器 C　 7。3 部は下位 に最大径 をもつ球状 を呈す

る。

粒子 e 小礫

にぷい黄橙色　 普通

365

壷 A 〔ユ3．8〕 底部 から日縁部の破片。突出 した平 目線部外面縦位 のパ ケ昌調整後，横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 60％

土　 師 器 B 〔31．8〕 底。体部は内攣 して立ち上がる。頚部 は ナデ，内面ナデ。体部外面斜イ立のパ ケ 赤色粒子 体部外面煤付着

C　 8．8 やや立 ち上が り，口縁部 は外反す る。 目調整，内面ナデ。体部内両輪積み痕。 浅黄色　 普通

第 159 図 壷 A 〔ユ4湖 底部か ら口縁部の破片。平底。休 部 目線部内 。外面横ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・赤色 70％

36 6

36 7

土　 師 器

婆

B　25。6 ほ球状 を呈する。頚部は屈曲 し，口 位のパ ケ目調整，内面ナデ。体部内 粒子 ・小礫 体部外鹿煤付着

90 ％　　　　 P L 26

C　 7．0 縁部は外反する。 面輪積み痕。 浅黄色　 普通

A 16 ．3 体部一一部欠損 。体部は球状 を呈する。 日縁部内 サ外面横ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・赤色

土　 師　器 B 17 ．5 頚部は くの字状 に くびれ， 口縁部 は 位のパケ 目調整後，ヘラ磨 き言内面 粒子 ・小礫 体部外面煤付着

C　 5 ．7 外傾 する。 にぷい橙色　 普通

第 161 図 窯

ナァ。

85 ％A　ユ6，0 体部 。日縁部一部欠損。休部 は球状 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外商斜 砂粒 ・長石 ・石英・

368

3 69

士　 帥 器

確瓦

B　2乱 9 を呈 する。頚部は くの字状 に くびれ， 位のパケ 目調整 後，縦位のヘ ラ削 り， 小礫 休部外面煤付着

60％

C　 3，2 ロ縁部 は外傾す る。 内面ナデ。 橙色　 普通

A　ユ6．4 休部下位欠損。休部 は球状 を呈 する。 日縁部 内 。外面横 ナデ。休部外面横 砂粒 ・長石 ・雲母 ・

土　 師 器 B （19湖 頚部 は くの字状 にくびれ， 口縁部は

外反す る。

位 も斜位 のパケ冒調整，内面へ ラナ

デ。

白色粒子 ・小礫

にぷい橙色　 普通

370

3 7 1

3 72

37 3

婆 A 1 2．8 底部欠損。体部は球状 を呈する。頸 口縁部 内 0外面横ナデ。休部外面縦 砂粒 ・長石・雲母 ・ 70％

40 ％　　　　 P L 26

40 ％　　　　 P L 2 7

30％

士　 柚 器

聾

B （ユ8 ．2）

i

A 15 ．8

部は くの字状に くびれ，口縁 部は外

反する。

体部か ら口縁部 の破 片。体部 は球状

位のヘ ラ削 り，内面ナデ。

日縁部外面縦位のパケ 目調整，内面

白色粒子 ・小礫

にぷい橙色　 普通 ！

砂粒 ・長石 ・赤色

土　 師 器

禁

B （16 ．0）

A 14．6

を皇する。頚部は くの字状 にくびれ ，横位のパケ 目調整。体部 内 や外面横 粒子 ・小礫

口縁部 は外反す る。 位のパケ 冒調整。 橙色　 普通

休部 か らロ縁部 の破片。休部 は球状 目線部内 。外面横 ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・石英 ・

土　 師 器

聾

B （15．5j

A 1 8．8

を呈する。頚部は くの字状 に くびれ，

ロ縁部 は外反す る。

体部か ら口縁部の破片瀾 聖 呵

位のパケ 冒調整 ，内面 ナデ。

目線部外面縦位 のパケ目調整，＿内面

白色粒子

橙色　 普通

砂粒 ・雲母 ・白色

土　 師 器 B （18．6う を呈す る。頸部 は くの字状 に くびれ ，横 ナデ。体部 内 p外面斜位のパ ケ自 粒子 ・小礫

日縁部 は外反する。 調整。 にぷい橙色　 普通

ー183－



図版番号 器　 桂 計測値（細） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 161 回 要 A 17，9 休部 から口綾部の破片。休部 は内攣 口緑都内 ・外面梼ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・赤色 10％

374 土　 師 器 B （7．2） して立 ち上が る。頚部 は くの字状 に

くびれ， ロ緑部は外反す る。

位のパケ 目調整，内面ナデ。 粒子

浅黄橙色　 普通

第 162 図 小 形 襲 A ll．6 休部か ら口綾部の破片。休部は球状 口縁 部内 ・外 面横 ナデ。休部外面縦 砂粒 ・石英 ・白色 40 ％　　　　 P L 2 7

37 5 土 師 器 B （12 ．6） を呈する。頚部 は くの字状 に くびれ，

口縁 部は外反する。

位 のパケ目調整 ，内面 ナデ。 粒子 ・′ト礫

にぷい橙色　 普通

休部外面煤 付着

376

小 形 襲 A 〔13 ．9〕 底部 か ら口縁 部の破 片。底部はやや 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石・雲母 ・ 50％

土　師 器 B lO．7

C　 4．4

くぼむ平底。休部 は内攣 して立 ち上

がる。 口縁部 は外反す る。

位のヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 白色拉イ‥ 小礫

橙 色　 普通

377

台 付 棄 A　22．4 休部一部欠損。脚台部 はハの字状 に 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・長石 ・石英・ 90 ％　　　　 P L 26

土 師 器 B　37．1 開 く。休部 は球状 を呈す る。頚部は 而斜位のパケ 目調整。脚台部 外面斜 白色粒了・・小礫 休部外面煤付着

D ll．4 くの字状に くびれ， 口縁部 は外反す

る。

位 のパケ 目調 整，内面横位 のパケ目

調整。

浅黄橙色　 普通

E　 6 ．8

3 78

台 付 棄 A 17 ．6 休部一部欠損 。脚台部はハの字状 に 口緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面上 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 80％　　　　 P L 27

土 師 器 B　28 ．3 開 く。休部 は上位に最大径 をもつ球 位横位 のパケ目調整， 中位以下斜位 白色粒子 ・小礫 休部外面煤付着

D　 9．4 状 を呈 する。頚 部は くの字状 に くび のヘ ラ削 り，内面 ナデ。脚台部内 ・ 浅黄橙色　 普通

E　 6．0 れ，口縁部 は外 反す る。 外面斜イ立のハ ヶ月調整。

379

台 付 璽 A 〔19諸〕 脚台部欠損。休部 は球状 を呈 する。 口緑部内 ・外面パケ 目調整後，横 ナ 砂粒 ・長石 ・白色 60 ％

土 師 器 B （26．0） 頚部 は くの字状 に くびれ， 口緑部は デ。休部外面横位 ・斜位のパケ 冒調 粒子 休部外面煤付着

外反す る。 整，内面横位のパケ 目調整。 にぷ い橙色　 普通

380

台 付 碧 A 〔18 ．7〕 脚台部欠損。体部は内攣 して立ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・赤色 30 ％

土 師 器 B （24 ．0） が る。頚部は くの字状 に くびれ，ロ

縁部は外反する。

位 のパケ 目調整 ，内面 ナデ。 粒子

にぷい橙色　 普通

体部外面煤付 着

第 163 図 台 付 棄 A 〔19．4〕 休部から口縁部 の破片。休 部は内攣 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外面斜 砂粒 ・長石・雲母 ・ 30％

38 1 土 師 器 B （23．6） して立ち上が る。口綾部 は外反す る。 位のヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。 白色粒了 ・′」、礫

褐色　 普通

第 161 図 ミニチュア土器 A　 6．2 鉢形。 口緑部一部 欠損。平底。体部 休部外面縦位のパケ 目調整，内面ナ

デ。

砂粒 ・長石 ・石 英 95 ％　　　　 P L 27

3 82 土　 師 器 B　 4 ．2

C　 3．3

は内攣気味 に立 ち上が り， 口縁部 に

至 る。

灰黄褐色

普通

（5）土　坑

第278号土坑（第164図）

位置　調査区の北西部，C2b9区。

規模と形状　径1．15mほどの円形で，深さ13cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

旦⊥

0　　　　　　1m

」　⊥　」

第164図　第278号土坑・出土遺物実測図

－184－

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一1－－」



土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　3　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片25点，流れ込んだとみられる縄文土器片5点が出土している。第164図の225は土師器の婆で，

覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から判断して，中期（5世紀中葉）と思われる。、

第278号士坑出土遺物観察表

第割　尊皇坑（第165図）

位置　調査区の北東部　B4痛区。

規模と形状　往0．48mほどの円形で，深さ37川であるし・，底面は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がる。

尊皇　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐色　ローム粒子。赤色粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム拉子中鼠　赤色粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，赤色粒子微量
5　暗　褐　色　しトーム粒千・本色粒千少旨

遺物　土師器片（主立が出土している、二、．第＿165図の226は土師器の雲で∴覆土中層から横位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から判断して，中期（5世紀中葉，）と思われる。

ノ、　／

5－－：三一一
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第相聞　第3且8号土坑e出土遺物実測図
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第318号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 165 回 禁 A 〔15 ．6〕 底部 から口縁部の破片。 突出 した平 口緑部内 ・外面横ナデ。休 部外面斜 砂粒 ・長石・石英 ・ 45％

2 26
土 師 器 B　25．5 底。休部 は内攣 して立 ち上が り，中 位のヘラ削 り後，へラナデ， 内面 ナ 礫 休部外面煤付 着

C　 7．2 位 に最大径 をもつ。 口縁部は外反す

る。

デ。 赤褐色　 普通

第320号土坑（第166図）

位置　調査区の北東部，B4iO区。

重複関係　北側を第9号溝に掘り込まれている。

規模と形状　径1．3mほどの円形と推定され，深さ44cmである。底面は凹凸で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム拉了・微量 2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・赤色粒子微量

遺物　土師器片50点，礫1点，流れ込んだとみられる弥生土器片2点が出土している。第166図の228は土師器

の窯で覆土中層から横位の状態で，227は土師器の杯で覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から判断して，中期（5世紀中葉）と思われる。

第166図　第320号土坑・出土遺物実測図

第320号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 166 図 杯 A 〔1 3．0〕 底部か ら口綾部の破片。底部中央に 口緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面横 砂粒 ・長石・雲母 ・60％　　　　 P L 27

2 27 土 師 器 B　 6 ．3 指頭ほ どの くぼみ をもつ。休部は内 位 のヘ ラ削 り， 内面放射状のヘ ラ磨 白色粒子

攣 して立ち上が り，口緑部はやや外

反す＿る。口縁部 内面に稜を もつ。

き。 明赤褐色　 普通

22 8

棄 A 13 ．6 完形 。平底。休部 は内攣 して立ち上 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・石英・ 10 0％　　　 P L 2 7

土　 師　器 B 13，5 が り，中位に最大径 をもつ。頚部 は く ラナデ。内面下位放射状 のヘ ラ磨 き。 白色粒子 ・小礫

C　 6．1 の字状 に くびれ，口緑部は外反する。 休部内面に輪積み痕。 明赤褐色　 普通

第321号土坑（第167図）

位置　調査区の北東部，B4h7区。

重複関係　北側を第9号溝に掘り込まれている。
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規模と形状　長径は工9m，短径は上6mほどの楕円形と推定され，深さ25cmである。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がる。

長径方向　N－250－E

覆土　単一層である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・赤色粒子微量

遺物　土師器片91点が出土している。いずれも破片の状態で，重なり合って出土している。第167図の229e230

は土師器の嚢で，覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から判断して，中期（5世紀中葉）と思われる。

0　　　　　　1m

』「十二∃

第相国　第321号土坑e出土遣物実測図

第321号土坑出土遺物観察表

二二三三二

＼∴［言
0　　　　　　　　　　10cm

L二二＿二二⊥二二二二」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第167 図 婆 B （7．2）突出した平底。体部は内攣して立ち 体部内・外面へラナデ。 砂粒 ・石英・雲母・15％

229 土　師 器 C 〔7．4〕上がる。 白色粒子

にぷい赤褐色　普通

230

禁

土　師 器

B （2．5）

C 〔7．8〕

平底。体部は外傾して立ち上がる。 体部外面斜位のヘラ削り，内面ナデ。砂粒 ・長石・右英・

小礫

にぷい赤褐色　 普通

5 ％

第アのの号丑坑（第168図）

位置　調査区の中央部，C4C2区。

規模と形状　径0．68mほどの円形で，深さ38cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がる。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子微量
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第相国　第700号土坑実測図



遺物　土師器片75点が出土している。いずれも破片の状態で，重なり合って出土している。第169図の405。

406は土師器の杯，407は土師器の襲，408は土師器の小形婆である。いずれも，覆土中層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から判断して，中期（5世紀複葉）と思われる。

窮柑園　第700号土坑出土遺物実測図

第700号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

」二二二二上二二二二二∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第169図 杯 A 14．0 ロ縁部一部欠損。体部は内攣して立 口縁部内・外面横ナデ。休部外面横 砂粒・石英・白色 90％

405 土 師 器 B　 5．8

C　 4．8

ち上がり，日縁部は直立する。 位のヘラ削り，内面ナデ。 粒子

明赤褐色　 普通

406

杯 A 15．9 底部から目線部の破片。体部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面横 砂粒・長石・雲母・50％

土　師 器 B　 5．2 して立ち上がり，体部外面に稜をも 位のヘラ削り，内面放射状のヘラ磨 小礫

C　 4．0 つ。口縁部は内傾する。 き。 にぷい赤褐色　普通

407

婆 A 16．7 体部から口縁部の破片。体部は内攣 口縁部内・外面横ナデ。休部外面横 砂粒 ・長石・雲母・35％

土　師 器 B （14．6） して立ち上がる。頚部はくの字状に

くびれ，口縁部は外反する。

位のヘラ削り，内面へラナデ。 小礫

明赤褐色　 普通

408

小 形 襲 B （10．1）底部から目線部の破片。やや突出し 体部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英・45％

土　師 器 C　 5．5 た平底。休部は内攣して立ち上がる。 白色粒子

明赤褐色　 普通

5　平安時代の遺構と遺物

今回の調査で，竪穴住居跡2軒を検出した。以下，遺構の特徴と出土遺物について記載する。

（l）竪穴住居跡

第超号住居跡（第170図）

位置　調査区の南部，D4hl区。

重複関係　北西コーナー部を第202号土坑に，中央部北西コーナー寄りを第201号土坑にそれぞれ掘り込まれて

いる。

規模と平面形　床面の広がりや竃の位置などから判断して，長軸4．17m，短軸4．14mの方形と推定される。

主軸方向　N－120－E

床　ほぼ平坦で，竃の南東部からPl付近にかけてよく踏み固められている。
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